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この報告 書 は、 日本 自転 車振 興会 か ら競 輪収益 の一部 で あ る機械

工 業振 興 資金 の補助 を受 け、昭和51年 度 に実施 した 「メ リヤス工業

シス テム化調 査 ・研 究 ・開発促 進」 の結 果 を と りま とめた もので あ

ります。
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お が 国 にお け る繊維 産 業 の 構 造 改善 を 目的 に政 府 では
,知 識 集 約化 の方 向で

各 種 施 策 が 展開 され て お り ます が ・当 財 団 では ,同 産 業 に つ い て システ ム化,

情 靴 の側 面 か ら ・この 問 題 ・・関 して ・通 商 産業 省 を 始 め と して 各 界 の こ鱒

・支援 を 得 て調 査研 究 を進 め てお ります
。

昭 和51年 度 事 業 も引続 き,日 本 ニ ッ ト工業 組合 連 合 会 に委 託 して メ リヤ ス

工業 の合 理 化 ・省 力化 お よび 高 付加 価値 化 を実 現 す るた め
,具 体 的 な ニ ッ ト製

品 の 生 産 過程 に おけ る シス テ ・の開発 ・・つ いて 調査 研 究 を 実施 し ました
.本 報

告 書 は,そ の 成果 を と りま とめ た もの です
。

こ こに,本 言周査 実 施 に あ た り,有 益 な ご意 見 を賜 わ りま した メ リヤ ス工 業 シ

ステ ム化調 査 委 員会 及 び 同 専 門委 員 会 の メ ンバ ー ,ま た,モ デ ル企 業,協 力企

業 と して貴 重 な デ ー タ を ご提 供 いた だ きま した 企 業 ,な ら びに 日本 ニ ッ ト工 業

組 合 連 合 会 に厚 くお 礼申 し上げ ます。

最 後 に本 報 告書 が 広 く利 用 され,わ が 国経 済 の発 展 に寄 与す る ことを念 願 す

る次 第 であ り ます。

昭和52年3月

財団法人 日本情報処理開発協会

会長 植 村 甲 午 郎
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総 論

1.調 査 研 究 の 目 的 と方 法

メ リヤ ス工業 の合 理化,省 力化 お よび 高付 加 価 値 化 を 図 るた め,メ リヤ ス工

業 界の 実 態 と動 向を 正 確 に把 握 し,消 費 者 ニ ーズ に対 応 した製 品 の 供 給 体 制 の

確 立 に 資 す る メ リヤ ス工 業 の シ ステ ム化 の方 向 づ け を行 な うと と もに,具 体 的

な システ ム と して 多品 種 少 量生 産 シ ステ ムを 中核 と した生 産 流通 シ ステ ムの 開

発 につ い て 調査 研究 を行 な う こ とが,本 事 業 の 目的 で あ る。

この 目的 を達 成 す るた め,一 昨 年 度 に お い ては メ リヤ ス工業 の 実 態 お よび そ

の シ ステ ム化 の現 状 と動 向 を調 査 分 析 し,メ リヤ ス工 業 にお け る シ ステ ム化 ビ

ジ ョンを 策定 す る と と もに.そ の シ ステ ムの概 念設 計 を行 った。

昨 年度 は,業 界全 体 の シ ステ ム化 を推 進 す る 上 で重 要 とな る品種(生 地 ・外

衣 ・肌 着 ・靴 下),業 態(一 貫生 産,部 分生 産)の 相 違 を明 らか に す る た め,

そ れ ぞ れ につ い て 調査 分析 し,モ デ ル とな る企 業(品 種 と して は外 衣,生 産 形

態 としては 一 貫生 産 の 中堅 企 業)に つ い て マ イク ロ ・コ ン ピ ュー タに よ る工程

管 理 を 中心 と した 多品 種 少 量生 産 シ ステ ムの モ デ ル ・シ ステ ム の設 計 を行 った 。

本 年 度 は,こ れ ま で の成 果 を踏 まえ てモ デ ル ・シ ステ ムを ベ ース と した生 産

流 通 シ ス テ ムが メ リヤ ス工 業 界 へ早 急 かつ 円滑 に 導 入 さ れ る ため の方 策 に つい

て調 査 研 究 を行 な う。 す な わ ち具 体 的 な生 産 流 通 シ ステ ムの形成 に おい て,生

産 過程 の み の シ ステ ム化 を図 る部分 的 な シ ステ ム,さ らに 特 定 の 品 種,業 態 の

み の シス テ ム化 を図 る特 殊 な シス テ ムに と どま る こ とを避 け,企 業 活 動全 体 お

よび ニ ッ ト製 品 の商 品 企 画,生 産,流 通 な ど一 連 の プ ロダク ト ・サ イ ・クル の 中

で そ の シ ステ ム化 を図 る トー タル ・シ ステ ム として位 置 づ け,モ デル ・シ ステ

ム と企 業 内 シ ステ ム との結 合,共 同 利 用 シ ステ ム との結 合 な ど上 位 シ ステ ム と

の有 機 的 な結 合 をは じめ と した シ ステ ムの 拡 張性 を十 分 考 慮 した生 産 流通 シ ス
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テ ムの設 計 お よび 開発 導 入 のた め の実 施案 を作 成 す る。

さ らに新 繊維 工 業構 造 改 善 事 業 に おけ る知 識 集 約化 施 策 の現 状 と動 向 を十 分

把握 し ・本 調査 研究 に お い て作 成 さ れ る実 施 案が そ の具 体 策 と して 活用 で きる

よ う調 査研 究 を行 な う。

この よ うな こ とか ら具 体 的 な調 査 研究 の手 順 と しては ,次 表 の よ うな観 点 か

ら対 象 企 業 を選 び,現 状 調 査,シ ステ ム分析,シ ス テ ム基 本設 計,シ ス テ ム設

計(シ ス テ ム化 案)の 作 業 を行 う。

対象 レベ ル 調 査 ポ イ ン ト 企 業 数

モ デル企 業
企 業 内 業 務

関係企業 との業務 関連 遮::烈 ・社

協 力 企 業

企 業 内 業 務 一 貫生 産(1社)'

部分生 産(1社)>3社

靴 下(1社),

共同組織 と参 加企業 との

業務関連

大規 模 グル ー プ(1社)}
2社

中規 模 グ ル ー プ(1社)

田 現 状 調査

① 調 査 対象 先,内 容.手 順 の検 討

② 現地 面 接調 査

③ 業務 フ ロー図 の作 成

a企 業 内業務 フ ロ ー

b関 係 企 業 間 業務 フ ロー

c共 同組織 ・参 加 企 業 間 業務 フ ロ ー

② シス テ ム分 析

① 企 業 内情 報 シス テ ム の機 能 分析

② 共 同 システ ムの仕 様 分 析

(3}シ ステ ム基本 設 計

一2一



① 企 業 内 シ ステ ム と しての 設計

② 共 同 シ ステ ム として の設 計

(4}シ ス テ ム設 計(シ ステ ム化 案)

2.調 査 研 究 の 概 要

わ が 国 の 繊維 産 業 に お け る内 外 の環境 変化 は著 し く,こ れ まで の量 産体 制 か

ら,消 費 者 ニ ーズ に 対応 した 高 付 加 価値 製 品 の生 産 体 制へ と大 き く移行 し よ う

として い る。特 に メ リヤ ス工 業 界 に あ って は,こ れ までに 量産 の ため の機 械 化,

自動 化 が進 め ら れて きたが,ま だ 消費 者 ニ ーズ に 適 合 す る多種 多様 な ニ ッ ト製

品 を生 産 す るシ ステ ムが 確 立 され て い ない 。 この た め 多品種 少 量生 産 シ ステ ム

を 中 核 と した メ リヤ ス工 業 界 全 体 の生 産 の シ ステ ム化 が緊要 な課 題 と して と り

あ げ ら れ,昭 和49年 度 以 降.本 年 度 までの3年 間調 査 研究 を行 な っ て きた 。

昭和49年 度 に つ い ては,多 様 化,個 性 化 す る 消 費 者ニ ーズ に 迅 速 ・的 確 に

対 応 す るニ ッ ト製 品 を生 産 す る シス テ ムが 確 立 さ れ てい るか ど うか を み きわ め

る ため,メ リヤ ス業 界全体 の 実態 を把握 す るア ンケ ー ト調査 を行 な った。 そ の

結 果 に つ い て は丸 綿,横 縞,経 線,靴 下 の4業 種 に 区分 し.そ れ ぞ れ 自家 工 場,

外 注 工 場,販 売先 等 の比率,生 産 計 画,進 捗 管理,品 種管理,在 庫 管理,外 注

管理,商 品 情報 収 集,商 品企 画立 案等 の 現状,方 法,サ イクル,対 象 等 を グ ラ

フに と りま とめ たほ か(単 純 集計),現 状 か らみ た レベ ル,環 境 か らみ た レベ

ル,意 識 か らみ た レベル 等 を商 品 企 画 シ ステ ム,生 産 システ ムの各 々を 中心 に

して と りま とめ た(ク ロス 集計)。 これ らの調 査 結 果 に よ り丸 綿,横 縞,纏 綿,

靴 下 らの各 業界 で の 現状 を明 確に し,シ ス テ ム化へ の可 能性,企 業 レベ ル等 を

明 確 に した。

ま た,メ リヤス 工 業 にお け る生 産 と情 報 の流 れ を明 らかに す るため,各 業 種

の生 産 工 程 の 内 容 を調査 し,そ の 結果 を丸 編,横 縞,経 編,靴 下 の代 表 的 企 業

の生 産 工 程 図 と して掲 げ た 。 さらに 企 業 内で 使用 さ れ てい る伝 票 類を基 に し て

生 産 部 門に 関連 す る情 報 の 分析 を試 み た。 これ は,生 産 工程 に お け る情 報 流 通
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を明 らかに し,各 種 情 報 の重 要 度,機 能 と構 成 を的 確 に把 握す る のが 狙 い で あ

るo

昭 和50年 度 に お い て は,前 年 度 の調査 結 果 を さ ら に詳細 に 分析 す ると と も

に,業 界 よ りモ デ ル企 業 を選 定 し多品種 少 量生 産 シ ステ ム を 中核 と した生 産流

通 シ ステ ムの 実 情 を明 らか に す るた め,伝 票 類 を 基 に して商 品 企 画 か ら製 品 ま

での 情報 の流 れ等 を調査,分 析 した うえで,協 力 企 業,モ デル 企 業 の それ ぞ れ

に つい て,デ ー タ ・ベ ー ス の基 礎 とな る情 報 を抽 出 し.業 種 別 に デ ータ群 の 比

較 を行 な っ'て共 通 性 を 見い だ し,メ リヤス 業界全 体 の シ ステ ム化 の可 能 性 を検

討 した。 さ らに これ らの 調 査 分 析 結果 を基 に して,コ ン ピュー タ を利 用 し て シ

ステ ム化 を進 め る可 能 性 を検 討 し,具 体 的 に は マ イ ク ロコ ンピ ュー タを適 用 し

たモ デル シ ステ ム の 設計 を行 な っ た。

本 年 度 は,シ ステ ム化 か ら さら に コン ピュー タ化,ま たは シ ステ ム化 か ら グ

ル ー プ化へ の 流 れ に 焦 点 を絞 り調 査 研究 を行 な ったが,そ の分析 視点 は 次 に 述

べ る とお りで あ る。

&調 査研究 の分析視 点

3.1企 業 経 営 に お け る 生 産 シ ス テ ム

メ リヤ ス工 業生 産 形 態 は,一 昨 年 の本 調査 に よる と,自 家 工場 と外注 工場 の

比 率 は6対4で 外 注 比率 が か な り高 い。 この こ とを前 提 と して メ リヤ ス工 業 の

企 業経 営 に お け る生 産 シ ステ ムに つい て,そ の特 徴 を把 握 す る。

図6は,メ リヤ ス 工 業 に お け る一 般 的 な企 業(製 販 で一 貫生 産)を モ デル に

して,生 産 を中心 に 企 業 内 業務 の 関連 を 図示 した もの で あ る。 この 図 で示 され

てい る よ うに,主 な 業務 は"生 産 。,"経 理 財務.,"営 業。,"企 画 開発 。

の4つ で あ り,"生 産.は さ らに 「生 産 計画」,「 生 産 管 理」,「 製造 」 の3

つ に区 分 され る。 これ ら の業務 と密接 に 関連 す る外 部企 業 と して,得 意(出 荷)

先,仕 入(入 荷)先,加 工 外注 先.そ して これ ら の企 業 と メ リヤ ス製 造 業者 と

の間 に介 在 す る商 社,問 屋 が あ る。
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図2-1モ デル企 業 に お け る基 本生 産工 程 図
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図2-2モ デ ル企 業 にお け る業 務 流通 フ ロー との関 連 図
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図3マ イ ク ロ ・ コ ン ピ ュ ー タ ・ フ ル シ ス テ ム 例
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図4オ フ ライ ン入 力 に よ る処 理 方式
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図6生 産 を 中 心 と し た 企 業 内 業 務 関 連 図
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まず,営 業 に得 意先 か ら受 注 の引 合が あ る と,企 画 開 発 か ら デ ザ イン,試 作

を経 て デ ザ イ ン仕様 書 を 作成 す る。 このデ ザ イ ン仕様 書 に基 い て 材料 費,加 工

費,出 荷 費 な どを算 出 し,原 価計 算 書 とす る。 この デ ザ イ ン仕様 書 と原価計 算

書 とに よって,営 業 は得 意先 と折 衝 して値 決め を行 な い,受 注 が確 定 す る。 こ

の後,営 業 か らデザ イ ン仕 様 書,原 価 計算 書 に よって生 産 指 図 書 を作成 し,生

産 部 門 に対 し製 造 の指 示 をす る。 生 産 計 画 では,こ の生 産 指 図書 に基 い て ロ ッ

ト数 量,工 程 別負 荷,原 材 料 手 当な どを 行 って,具 体 的 な 日程 計 画 を立 案す る。

この 日程 計 画 を ベ ー ス と して,生 産 管理 では,工 程 管理 を 中心 に して在 庫 管理,

品 質 管理 を行 う。 これ ら の管 理 の対象 とな るのが 編 立,縫 製,仕 上 の各 工程 の

製 造 部 門 で あ る。 この よ うに して計画 と実績 とのバ ラ ン スを図 りなが らニ ッ ト

製 品 は 製造,出 荷 され て ゆ く。 出荷 に際 し ては,現 物 と一 緒 に 出荷 明細 書が 添

付 され,同 時 に 納 品書 も発 行 され る。一 定期 間 ご とに 請 求 書が 発 行 さ れ,一 定

期 間 ご とに得 意 先 か ら入 金 され る。一 方,原 材 料 の仕 入 につ い て も生 産 部 門 か

ら発 注 書 の発 行 に よつて仕 入先 へ 注 文 す る。 現 物が 納 品 さ れ る と納 品書が 添付

され て くる。 また,一 定期 間 ご とに請求 書 が 届 け られ ・一 定 期 間 ご とに仕 入先

へ 支払 わ れ る。

この よ うに して企 業 内 の業 務 は 関連 す るの で あ るが,経 理 財 務 では ・仕 入 の

外 注 関 係 を買 掛金,外 注 費 と して,売 上 ・営 業関係 を売 掛金,営 業 費 と して 計
■

上 してい る。 また直 接,間 接 に 業務 に携 わ っ てい る従 業 員 の人 件 費 も計 上 され

てい るo

以 上 は 企 業内 の業 務 を可 能 な 限 り簡略 化 した ので あ るが,こ れ ら の一 連 の 業

務 の 流 れ とは関 係 の ない情 報 の流 れが あ る。 す なわ ち営 業 と企 画 開発 の間 の 消

費 ニ ー ズ情 報,企 画開 発 と生 産 の 間 の技術 情 報,生 産 と営 業 の 間 の 市場 情報 で

あ る。 これ らの情 報 の流 通 は,現 在 の ところ定 型 的 な 流 通 とは な つてい ない場

合が 多 い。 この よ うに,生 産 部 門 を と りま く企 画 開発 部 門,営 業部 門,経 理 財

務 部 門 との 関係 は,生 産部 門 の 入力 と出力 とい うと ころ だけ で接 触 してい るい

わ ば ブ ラ ック ・ボ ック ス の状 態 に あ る。 この こ とは,生 産 が 外 注 依存 率 の 高 い
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こと も相 ま って著 しい 状 態 とな って い る場 合が 多い 。 とい うの は,メ リヤ ス製

造 に は,糸 か ら製 品 まで とい った 加 工度 の高 い,ま た 自 由度 も高 い生 産特 性 が

あ るた め,生 産状 況 の把 握 が 明 確 なデ ー タで と りに くい こ とに よる。 そ の た め

本 調査 研究 で提 案 した マ イ ク ロコ ン ピ ュー タ システ ムに よる生 産 管理 シ ステ ム

と企 業 内 の他 業務 との有 機 的な 結合 は,こ の生 産 管 理 シ ステ ムが 導 入 され,実

際 の業務 に 利用 され,あ る程度 定 着 す る ことに よ って,は じめ て可 能 に な る と

考 え られ る。 た とえば 工 数 の正 確 な把握 と原 価計 算 との関連 につ い ては,工 数

の把握 が 不 十 分 な た め う ま く結 合 し ない こ とな どにみ る よ うに,新 し い シ ステ

ムの導 入 に よ って生 産 が ブ ラ ック ボ ック スで な くな る ことが 緊要 な こ とで あ る。

3.2共 同 事 業 に お け る生 産 シ ス テ ム

昭和49年5月25日 公布 の 「特 定 職維 工業 構 造 改善 臨時 措 置 法 の一 部 を改

正 す る 法律」 は,知 識 集 約 化 グ ル ー プの 育成,繊 維 情 報 セ ンタ ーの設 置,中 小

零 細 企業 の取 引条 件 の 適 正 化,小 規模 企 業対 策,ア パ レル製 造 業 の シ ステ ム化

技術 開発 等 の構 造 改善 事 業 を助成 す る こ とに よ って実 施 さ れ て きて い る。

まず 繊維 工 業 にお け る知 識 集 約 化 とは,繊 工 審お よび産 構 審 の合 同 答 申 に よ

れ ば,「 価 格,品 質等 に関 す る消 費 者動 向 を商 品 の企 画,生 産 お よび 販売 に迅

速 かつ 的確 に反 映す る諸 機能 の強 化 を 図 るた め の情 報 収 集 機 能 お よび 商 品販 売

機 能 の統 合 であ る」 と してい る。 平 易 に解 釈 す れ ば,消 費 者 ニ ー ズの 迅 速,的

確 な把 握 を行 い,そ の製 品 イメ ー ジを 具体 的 な製 品生 産 へ 展開 す る こ とが で き

るた めの衣 料 品の生 産 流通 体 制 の確 立 を図 る ことで あ る とい え よ う。 特 に,中

小零 細企 業 の 多い メ リヤ ス工 業 に とって は,こ こで と りあ げ られ て い る機 能 の

統 合化 を 図 ってゆ く必要 が あ る。 このた め知 識集 約化 施策 の狙 い も,こ れ ら の

中小零 細企 業 に よる統 合 化 を図 る と ころに あ る。

この よ うな 狙 い に よ って知 識 集 約化 の た め の グ ルー プ育成 策 が推 進 され て お

り,具 体 的 な助 成方 法 と して,知 識 集 約化事 業 につ い て は 繊維 工業構 造 改善 臨

時 措 置法 に基 き構造 改善 事 業計 画 を大 臣 承認 し,こ れ の助成(資 金 の 確 保 また
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は そ の融 資 あ っせ ん,課 税 の特例)を 行 ってい る。

こ こで と りあ げ ら れた 知 識 集約化 グ ルー プの もつ べ き機能 と して,次 の よ う

な機 能 が あ げ られ てい る。

○ 情報 収 集機 能

○ 製 品 開 発機 能

○ 製品 実現 機能

○ 販 売 機能

この よ うな 機能 を効 率 的 かつ 円 滑 に発 揮 させ る た めに は,こ れ らの 機 能 を統

括 す る機構 が必 要 とな って くる。 特 に グ ル ー プが ひ とつ の運 営 組 織体 とな る場

合 は,そ の参 加 メ ンバ ー全体 を管理 し,組 織 的 に 活動 し てゆ くた め の 機構 が 必

要 とな り,そ の運 営 に必 要 な 情報 の一 元 化 を図 り,参 加 メ ンバ ー企 業 との迅 速,

的 確 な情 報処 理が 必須 の こ とで あ る。 この よ うな 考 え方 で具 体 的 な 機能 に 代替

さ せ,情 報 セ ン ターを核 と した 管理 機 能 を 中心 とした共 同 事業 を可 能 とす る共

同 シ ステ ム化 の概 念 を 示 した のが 図7で あ る。 図に 示 され てい る よ うに,こ の

シ ス テ ムは情 報 セ ンタ ー(管 理機 能)を 中心 に商 品 企 画機 能,参 加 メ ンバ ー企

業 に よる生 産 機 能,販 売 機能(共 同 受 注,共 同 出荷)の4つ の 機能 に よ って構

成 され て い る。

共 同 シス テ ムに おい て は,商 品企 画 機能 は主 と して共 同情 報 収 集分 析 事 業に

よ って具 体化 され,生 産 機能 は参 加 メ ンバ ー企 業へ の生 産 分 配 と共 同 仕入 事業,

共 同加 工 処 理事 業 に よ って具 体化 さ れ る。 また販 売機能 は共 同 受 注 事業,共 同

出 荷 事 業 に よ って具体 化 され る。 こ こで生 産 機 能 を とつて み れば,参 加 メ ンバ

ー 企 業が ひ とつ の生 産 単位 として取 扱 わ れ ,全 体 の生 産 にお いて ひ とつ の グ ル

ー プ製 品 を生 産 す る モ ジ ュ ール にな る。

以 上 の よ うに,中 小零 細企 業 の 多い メ リヤ ス 工 業に お い て,情 報 セ ンタ ー を

中心 とし た共 同 システ ム化 は これ か ら の シ ステ ム化 の方 向 のひ とつ とい え よ う。

このた め,昨 年 度 にお い て シ ステ ム開 発 を行 った マイ ク ロコ ン ピュー タ シ ステ

ム に よ る生 産 管 理 システ ムは,こ の よ うな共 同 システ ム化 の ひ とつ の ビ ジ ョン
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を立 案 し,こ の 目標 とな るシス テ ムの 有 機 的 結合(イ ン ター フ ェ イ ス)を 図 っ

て,全 体 の生 産 管理 の入 出力情 報 の処 理装 置 と して位 置 づ け られ る。 この よ う

な トップ ダ ウ ンのア プ ローチ も共 同 シ ステ ム の形 成 に おい ては 大 変 有 効 な方 法

とな る。

図7共 同 シ ステ ム化 の 機能 概 念 図

(
販
売

機
能
)

共

同

受

注

販 冗 機 能

管 理 機 能

(情 報 セ ンター)

4.業 務 分 析

過 去2年 間,生 産企 業 の生 産 工 程 に お け る業 務 に つ いて 詳 細 な る調 査 分析 を

行 な っ て きたが,生 産 工 程 に関 連 す る 管理 業務 に つ い ては概 略 的 に述 べ るに止

った。 そ こで こ こで は一 般 的 にみ た管理 業務 の概 要 を説 明 して お く。

-
⊥
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つ
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注

程

庫

務

価

外

工

在

財

原

管 理

管 理

管 理

管 理

管 理

そ の他 の 管理

この うち{6)そ の他 の管理 は,生 産企 業の生 産 工 程 と直接 の関 連 は ない が,販

売 管 理,人 事 管理,給 与計 算 等 に つい て は多 少述 べて あ る。 また,生 産 量 の増

大,品 質 の 向 上,原 価 の低 減,納 期 の 問題,在 庫 量 の 適正 化,ス ケ ジ ュール,
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生 産 管 理 にお け る コ ン ピュー タ化 な どの 問 題 点 につ い て,簡 単 では あ るが 説 明

して あ る。

テ デル 企 業 に おけ る業務 分 析 に つい ては,下 記 の業 務 の流 れ 図 を基 に して ・

生 産 お よび 生 産 に関 連 す る業 務 の管理 につ い て述 べ て あ る。

染

工

揚

-
ン

ア

ッ
プ

外

注

工

場

縫

製

外

注

工

場

編

立

図8モ デ ル企 業 にお け る業務 の流 れ図

協 力企 業 にお け る業 務 分析 につ い ては,横 縞,丸 綿,経 編,靴 下 の各 々の 代

表 的 な 企 業 を例 に と り,そ れ ぞれ の生 産 工 程 システ ムを 図示 して情 報 の流 れ,

物(製 品)の 流 れを 説 明 して あ る。 図9は そ の1例 で 横 縞,丸 編 を主 体 と して

婦 人 服 を生 産 してい る企 業 の業 務 フ ロー 図 で,【≒〉 は情 報 だ けの 流れ,■lbは

物(製 品)の 流 れ を示 す。

共 同組 織 企 業 にお け る業務 分析 につ い て は,代 表的 な 共 同組織 企 業 を2社 と

りあげ 調査 したが,こ れは 消費 者 の ニーズ を 的 確に キ ャ ッチ し,フ ァ ッシ ョン

化 に適 応 す る 新 商 品 の 開発,高 付 加 価 値 商品 開発,原 糸 購 入 ・生 産 ・流通 の合

理化 を図 る ため,多 品種 少 量生 産 体制 の整 備,商 品 ロス率 の 引下 げ,生 産 技 術

の 向上 な どに取 組 ん で い る共 同 組織 事 業 の 実 態 を 明 ら か に した もの で あ る。 次
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図9

部分訂正指示
訂正作成再提出

納 期 ・数 量 の決 定

(正 式 に注文)
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に示 す 図10は 共 同 組織 企 業の一 例 で あ る。

5.企 業 内 情 報 シ ス テ ム

5.1シ ス テ ム 分 析

シス テ ム分 析 の課 題 は,モ デル 企 業,協 力企 業 にお け る情 報 シス テ ムの機 能

分析 を通 じて,各 種 の業務 管理 の実情 を分析 す る こ と であ るが,モ デ ル企 業 で

は 受注 管理,在 庫管理 生 産 管 理,外 注 管 理 に関 連 のあ る伝 票 類,台 帳 類 を ま

とめ る とと もに 管理 システ ムの 中で 問 題 に な る点 を抽 出 した。 た とえば 納 期 は

この 業 界全体 に共 通 の 問 題 で あ るが,こ の問 題 に一 番 関連 の あ る管理 シ ステ ム

は 何 な の か,ま たそ の 解 決 策 は何 か な どについ て調 査 結果 を ま とめ た。 次 の図
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図10現 状 共 同 組 織 企 業 の 一 例
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モ デル 企 業 に お け る諸 業務,諸 管 理 の概 略 図
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11は モ デ ル企 業 に お け る業務 とそ の管理 の概 略 図 であ る。⇒ は情 報 の流 れ

→ は物(製 品)の 流 れ で あ る。

ま た,協 力企 業 につ い て は 管理 面 で は な く,各 伝 票 類や 台 帳 類が 各 工程 で ど

の よ うに 流 れ,ど の工 程 で 管理 され て い る か等 を 明 らか に し,こ れを 図 に 示 し

た 。 図12は 丸綿,横 編 を主 体 と した協 力企 業 の 工程 管理 に お け る業務 機能 分

析 図,図13は 仕 上 工 程 にお け る業 務 機能 分 析 図,図14は 縫 製 工 程 に お け る

業 務 機 能 分析 図 であ る。

5.2シ ス テ ム 基 本 設 計

シ ステ ム の基 本設 計 は デー タ ・ベ ース が 中心 で あ る。 モ デ ル企業 に お け る企

業 内 シス テ ムの 設計 につ い て,ま ず 上 げ られ るの は,企 業 内で 必要 とす る情 報

で,過 去2年 間 に作 成 した情 報 ア イ テ ム集団 を基 礎 と して,工 程 ご とにデ ー タ ・

ベ ー ス を作 成 した ほか,代 表 的 な管 理 シ ステ ムに お け るデ ー タ ・ベ ー スの 作成

を行 な った 。 これ ら の デー タ ・ベ ース は,数 多 くの情 報 の 中か ら使 用頻 度 の 高

図12製 造 指 図 書 の 業 務 フ ロ ー 図

営

業

経

理

「 ・一 ⊥ 一一 ・_.

縫

o__● 外 衣製 造 指図書

O-・→ 肌衣製 造 指 図書
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い情 報 を 選 ん で整 理 した もの で,以 下の 表 に 示 す通 りで あ る。

企 画開 発 ・総務 ・営 業 開係 の情 報

ア 色% 数 量 附 属 号 袖 丈

イ 色 年 月 日 サ イ ズ 合 計

テ M 工 番 身 丈 素 材

ム L 品 名 身 巾 納 期

外注課 と外注先で使用す る情報

ア カ ー ド% 色 年 月 日 サ イ ズ
イ

テ 品 番 合 計 工 番 ロ ッ ト

ム
ロ ッ ト% 数 量 品 名 納 期

編立準備工程で使 用す る情 報

ア 品 番 ロ ッ ト 合 計 工 番 納 期

イ ロ ッ ト%, 色 〃6 数 量 品 名
テ

ム 納 入 先 色 年 月 日 素 材

編立 工程 で使用する情報

カ ー ド%, 色% 数 量 納 期 袖 丈
ア

品 番 色 年 月 日 附 属
イ

ロ ッ ト% M 工 番 サ イ ズ

テ
納 入 先 L 品 名 身 丈

ム
才
ロ ッ ト 合 計 素 材 身 巾

つ ぎに生 産 管理 システ ムに お け る情報 につ い て は,モ デ ル企 業 に お い て現 在

使 用 され てい る伝票 類,台 帳 類 を も とに現行 の工 程管 理 の 状 況 を明 確 に した 。

図15は モ デ ル企 業の 現行 の 工程 管理 シ ステ ムの概 略 とそ の 中 で流 れ る伝 票 類 ・

作 業 カー ド類 を図 示 した もの であ る。
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図13仕 上 に 関 係 す る 業 務 フ ・ロ ー 図
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、

縫製準備工程で使 用す る情報

ア 品 番 M 年 月 日 品 名 身 巾

イ

テ

ム 納 入 先 L 工 番 身 丈 袖 丈

縫 製工程 で使用する情報

ア カ ー ド%. 納 入 先 年 月 日 納 期

イ
品 番 色 工 番 サ イ ズ

テ

ム ロ ッ ト 数 量

工 程 管理 にお け るデ 一 夕ベ ー ス

ア 秋 冬 春 夏 投 入 合 計

イ 丈 サ イ ズ 袖 品 名 素 材

ξ

テ 工 番 色 年 月 日 数 量 納 期

ム 品 番 納 入 先 ロ ッ ト 巾

原 価 管 理 に お け る デ ー タ ・ベ ー ス

品 名 前 身 裁 断 縫 製 オ ー バ ー

ア サ イ ズ 後 身 糸 抜 リンキン グ 桂 り

染 色 袖 下 廻 リモルテ ー 刺 し ゅ う

イ

掃 立 縫製準備 附 属 本 縫 ボ タ ン付

テ 毛 羽 切 検品包装 縫 糸 副 資 材 フ ァ ス ナ ー

テ ー プ 裏 布 包 装 材 管 理 見 本

ム

製 造 一 般 運 賃 ラ ベ ル 袋

紙 函 梱 包 材 加 工 費 費 用
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第3に 生 産 計 画 シス テ ム にお け る入 出 力情報 の 明確 化 は,生 産工 程 で立 案す

る ス ケ ジ ュー ル に対 す る入 力情 報,出 力情 報 を伝 票 類,台 帳 類 か ら抽 出 し,使

用 頻 度 の 高 い情 報 を デ ー タ ・ベ ース に整 理 した もの で あ る。

第4に 製 品 仕様 を 中心 とした情 報 処 理

仕様 の明 確化 では,モ デル企 業 の 中 で も

一 番 品 数 が 多 く手 数 の かか る ポ ロ シ ャツ

を 例 に とつて生 産 工 程 の部 分 につ い ての

情 報 処 理仕 様 を述 べ てあ る。

右 図 に あ る ポ ロシ ャ ツに つ い て順 次 説

明 して い く。 ポ ロ シ ャツを デ ザ イナーが

デ ザ イ ンした情 報 は,デ ザ イ ン仕様 書 に

す べ て記 入 さ れ てい な け れ ば な らな い。

特 に デ ザ イ ンが 同 じであ って も,色,柄

が 異 な れ ば,製 品 の 品番 を変 えな けれ ば

な らな い 。そ のた め に こ こで品 番 の コー

ド化 を は か る必 要が あ る。 また ロ ッ トに

よ る補 助 番等 の コ ー ド化 も明確 に しな け

れ ば な らな い。

デ ザ イ ン仕様 書 を基 に して加 工 指 図 書

が 作 られ るが,こ の加 工 指 図書 は工 程 ご

とに1枚 つ つ 行 き渡 る よ うに枚 数 を作成

す る。 これ は 品 質 管理 につ なが る もの で

あ る。

加工 指図 書 の準備 が で き る と作業 カー

ドを作 成 す る。 この 作 業 カー ドは ロ ッ ト

数 だ け作 成 し,製 品 ロ ッ トご とに最 終工

程 の包 装 までつ い て まわ るわ け で あ る。
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作業 カ ー ドは,編 立 工 程へ 送 られ,編 立

が 終 った順 に ロ ッ トご とに 作業 カ ー ドを

添付 す るが,こ の時 同時 に作 業 マ ー・クカ

ー ドを作 成 す る
。 これ は従 業 員が 作成 し

た枚 数 を記 入 す る 。

裁 断 準 備 工程 で半 製 品 は袖,衿,ポ ケ

ッ ト等 に裁 断 さ れ る。 こ こで必 要 な情 報

は袖,衿,身 頃 の寸 法 と枚 数,そ の他 附

属 品 が あ る場 合 は そ の情 報 も必 要 とな る。

また 編 立 と同 じ く作 業 マ ーク カー ドを記

入,作 業 カー ドは 裁 断 に関係 す る部 分 を

切 り取 り,チ ェ ック が 行 な われ る。

裁 断 され た半 製 品 は,ロ ッ トの枚 数 に

合せ て袖,衿,ポ ケ ッ ト裏布,ボ タ ン等

の副 資 材 品 と組 合 せ,縫 製 工 程 に投入 さ

れ る。 こ こで の必 要 情 報 は,袖,身 頃,

衿 ・ボ タ ン,裏 布,縫 糸等 の数 量,枚 数

と年 月 日,納 期 等 で あ る。 縫 製 工程 は,

本 縫,リ ンキ ング,オ ーバ ー等 の ミシ ン

に よる縫 製加 工 あ るが,自 家 工場 の製 品

と外 注 先 に委 託 す る製 品 とに分 類 され る。

外 注 に 出 す場 合 は 作 業 カー ドが一 番 の た

よ りで あ る。 自 社工場 分 に つ い ては 作 業

マ ーク カ ー ドを作 成 す るが ,外 注分 に つ

い て は カー ドは 作 成 しな い 。 こ こで は ミ

シ ン の種 類 と納 期等 の情 報 が重 要 とな る。

仕 上工 程 で は プ レス とア イ ロ ンで仕 上

作 業 マ ヅク ヵー ド

[
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げが 行 わ れ るが,納 期 は もち ろ ん の こ と,

プレ ス,ア イ ロ ン,枚 数 等 が 重 要 な情 報

とな る。

最 後 の 検 品 ・包 装 工程 では,こ こで の

情 報 が 最終 の情 報 とな るた め,こ れ まで

に使 用 した情 報 が す べ て重 要 とな る。 中

で も検 品 に合 格 した枚 数 と不 良 品 の枚数

の チ ェ ック が重 要 で あ る。

5.3シ ス テ ム 設 計

シ ス テ ム化 の大 きな 狙 い は,事 務 の合

理 化 ・省 力化,管 理 内 容 の明 確化,迅 速

な 情 報 提 供等 を行 な うこ とに あ る と ころ

か ら,生 産 流通 シ ステ ムの 導 入 手 順 とし

て,シ ス テ ムの規 模,情 報 の収 集,情 報

の 発 生,情 報 の整 理,情 報 の処 理 加 工,

情 報 の 伝 達,情 報 の活 用 な ど情 報 処 理 の

標 準 化 の ため の手 順 を示 した 。 この 中 に

用 語 の統 一や シス テ ム化 実施 の た め の体

制 づ く り等 が含 まれ る こ とは もち ろ んで

あ る。

シス テ ム化 か らさ らに 進 ん だ生 産 流 通

システ ム として コ ン ピュー タ化 が 考 え ら

れ る が,コ ン ピ ュー タ化へ の 準備,導 入,

使 用 方 法 につ い ては,一 般 的 な シス テ ム

鐙_…

竃 号

号 号

化 か らコ ンピュータ化 までの 手 順 流 れ 図(図16)と ニ ッ ト業 界を 考 えた場 合 の

図(図17)に よって概要 を 示 した。
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図16シ ス テ ム 化 か ら コ ン ピ ュ ー タ の 稼 動 ま で
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図17ニ ッ ト工 業 モ デ ル 企 業 に お け る シ ス テ ム 化 か ら コ ン ピ ュ ー タ化

ぽ聞
ピ 〕

までの手順図

現 状 調 査

システム検討の方針の決定

現 状 シ ス テ ム 分 析

新 シ ステ ム の 具 体 化

新 シ ステ ム の提 案

書 の 作成

〔各 業 界 の現 状〕

生 産 工 程 の コ ン ピ ュー タ化 外 注 管 理

工 程管 理(コ ンピュータの開 発)の 決 定

〔生 産 工 程 の 明 確化 伝 票 類 の明確 化 〕

〔情 報 ア イ テ ム分 析,情 報 部 門 間 フロー分析〕

生 産工 程 に

お けるコン ピ

ュー タの開発

案 の作成

o
コ ン ピュー タ

の 開発

ノ、一 ト"ソフ ト

の 作 成

マイクロコンピュータ利用による

生産 工程操作法説明書

コンピュータ導入打合せ

コ ンピュータ設置準備

⇒ コ ン ビ
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図17の シ ステ ム化 か ら コ ン ピ ュー タ稼動 まで の図 を簡単 に上 か ら順 に 説 明 す

るo

① 現 状 調 査 現 状 の シ ステ ムに関 係 す る情 報の 整 理 な らび に外部 情 報 よ り

他企 業 の現 状 調 査 を行 な う。

② シス テ ム検 討 現 状 シ ステ ムの 問題 点 の掌 握
。 目的,目 標 の設 定 を行 な う。

の 方針 の決 定

③ シ ス テ ム作 業

計画 の 作成

④ 現状 シ ステ ム

分 析

⑤新 シス テ ム

分析

⑥概 略 設 計

⑦詳 細 設 計

現 状 シ ステ ムか ら新 システ ムへ き りか え をお こな うため の

諸作 業 の ス ケ ジ ュー ル表 の 作成 。

シ ス テ ム分 析 の 第1段 階 であ り一 般的 に現 状 システ ムを 理

解 す るた め に種 々な情 報(デ ー タ とな る伝 票,帳 票 類や 事

務 の 流 れ 等)の 収 集 し,分 析 を行 な う。

シ ステ ム分析 の第2段 階 で 新 システ ム の要件 を 明確 に す る
。

す な わ ち新 シス テ ムで は どん な こ とを 目的 と してい る のか そ

れ に 必要 な情 報 の整 理 を行 な う。

シ ステ ム設計 の 中の 最 初 の部 分 で あ るが 新 シ ステ ム に もっ て

行 くた め の概 要 を設 計 す る もの で,シ ステ ム流れ 図 シス テ ム

全 体 の処 理 フ ロー の検 討 。 さ ら に関連 す る処 理が 終 了す る ま

で の処 理手 順 を決 め る。

この シ ステ ム設 計 の所 では で き るだけ い ろい ろな方 法 を考 え ,

可能 な限 りい ろ い ろな ア プ ローチ を してみ る。 設 計 され た 新

シス テ ムに つ い て承 認 を求 め る ため に,作 業 に必 要 な事 項 に

つ い て は,決 め られ た書 式 に 従 ってそ れを文 書 化 す る
。

シ ス テ ム設 計 の中 で新 シ ステ ムを詳 細 に設 計 する所 でコ ー ド

設 計,シ ズテ ム流 れ 図の 作成,フ ァイル設 計 シス テ ム仕 様 書

の 作 成等 を行 な う。 これ らを 標準化 した り,整 理 す る こ とに

よ りシステ ム化 が ほ ぼ終 了 す る。 しか しなが ら コン ピ ュー タ

化 を考 えて い る ならば コ ン ピ ュータ化 は シ ステ ム化 とダ ブル
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⑧ コ ン ピュ ー
タ導 入 打 合

せ

⑨ コ ン ピ ュ ー

タ 選 択

⑩ コ ン ピュー

タ設 置 準 備

⑪ コ ン ピ ュ ー

タ 導 入

⑫ プ ・グ ラム

設 計

⑬ プ ・グ ラム

作成

⑭ テ ス ト ・デ

ィパ ック,

テ ス ト・ ラン

⑮ 稼 動,チ ェ

ッ ク 処 理

が こ こか ら整 理 しな け れば な らな い。 また 逆 にコ ンピ ュ ー タ化

を考 え てい な い所 で は シス テ ム化 に した が い進 め て行 くことで

あ るが,そ れ で すべ てが 終 ったわ け で は な く時 代 の流 れに よ り

そ の シ ステ ムにつ い て もあ る期 間 を も って評 価 し修 正 し てい か

なけ れば な らな い。

コ ン ピ ュー タを導 入 す るた め に関 す る種 々の打 合 せを 行 な うも

ので 内容 につ い て は現状 か らみ た 処 理 量,処 理 容 量 か らみ た コ

ス ト,コ ン ピュー タ室,設 備,要 員,社 内 の体 制等 々が 上 げ ら

れ る。

コ ンピ ュー タ導 入 のた め の 打合 せ が 終 った 段 で先 の システ ム設

計 の 結 果や 打合 せ の結 果 に よ りコ ン ピュ ー タの機種 選 定 に当 る。

詳 細 に つい ては後 章 で述 べ る。

コ ン ピ ュー タの 導入 日の決 定 に よ り期 日まで に コン ピ ュー タ室

の設 置準 備 を行 な う もので コ ン ピ ュー タだ け では な く コ ンピ ュ

ー タの 附属 設備 に つ い て も設 置 準 備 を行 な ってお く
。

コ ンピ ュー タ導 入 に当 り導入 ま でに準 備 し てお かな け れ ば な ら

な い コ ン ピュ ー タ要 員,社 内 教 育等 を述 べ る もので あ る。

コ ンピ ュー タ は ボ タ ンを押 す こ とに よ り勝 手 に処 理 す る機械 で

は な く計算 を行 な うため の 計算 式 を あ らか じめ コ ンピ ュー タに

入 れて お くた め に そ の手 順 を この プ ログ ラム設計 で 行 な う もの

で あ る。 詳細 に つ い ては 後 章 で述 べ る。

プロ グ ラ ム設 計 で 手順 を 示 され た 通 りに コ ン ピ ュー タに しか わ

か らな い コ ン ピ ュー タ用 語 に よ り作 り変 え られ る。

プ ログ ラ ム作成 で作 られ た プ ロ グ ラム が正 し く手 順通 り処 理 し

て くれ るか ど うか をチ ェ ック す る。

実 際 に コ ンピ ュー タに デー タ を入 れ処 理 を行 な う こと。 この チ

ェ ック 処 理は 稼動 してい'る コ ン ピ ュー タ処 理 の結 果 と コ ン ビュ
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タを使 用 しな い で処 理 した結 果 とのつ き合せ であ る。

⑯ 実 稼 動 約1年 か ら2年 間 の試 験 運転(平 行 処 理)を 行 な った後 コ ン ピ

ュー タ処 理 に す べ て を まかせ た稼 動 。

⑰ 評価 ・メ ン 実稼 動 に 入 って も,た えず シ ス テ ム評 価 を行 な い少 さい修 正 は

テ ナ ンス 逐 次行 な
い シス テ ム変 更 の場 合 は 時期 をみ て の メ ンテ ナ ンスを

行 な う。

6.共 同 情 報 シ ス テ ム

共 同 システ ムの基 本 的 な 機能 は,情 報 セ ンター(管 理機 能)を 中心 に,商 品

企 画 機能,参 加 メ ンバ ー企 業 に よる生 産 機能,共 同 受 注 ・共 同 出荷 に よる販 売

機能 の4つ で あ った 。 しか しなが ら,共 同 シ ステ ムを 構築 す る うえで,重 要 な

こ とは,こ れ ま で自主 独 立 の運 営 を して きた参 加 メ ンバ ー企 業 の主 体 性 を確 保

しつ つ,企 業 グ ル ープ と しての 機能 を発 揮 させ ねば な らない こ とであ り,安 易

な一 体 化 は却 って企 業 同 士 が もた れ あ うな どグ ル ー プ の崩 壊 へ とつ なが る恐 れ

が あ る ことで あ る。 こ のた め,共 同 シ ス テ ム化 の 目標 としては,ニ ッ ト製 品 の

生 産 流 通 に お い て ニ ッ ト生 産者 と して の 機能 を フル に発 揮 させ て 高付 加 価値 化

を実現 し,企 業の 主 体 性,独 自性 を確 保 す る こ とで あ る。 この ような共 同 シス

テ ム化 の 目標 を実 現 す る た めに 必要 とな るシス テ ム は,「 生 産 の 高付 加 価 値 化

の た め の システ ム化 」 であ り,「 規 模 の利益 の ため の シ ステ ム化 」 であ る
。

この よ うな共 同 シ ス テ ム化 の方 向 で 具 体的 な共 同 シ ステ ムを設 計,開 発 し て

ゆ く場 合,基 本 とな る機能 として 次 の よ うな 案が 考 え られ る。

まず,多 様 化,個 性化 す る 消費 者 ニ ーズ を迅 速,的 確 に把握 し,具 体 的 な製

品 イ メー ジへ 展 開 す る 「商 品 企 画 機能 」 が 必 要 とな る。 この よ うに して 開発 さ

れ た製 品 は 「販 売機 能 」 の 一 部 で あ る 「共 同 受注 」 で受 注 され,「 生 産 機 能 」

に よっ て参 加 メ ンバ ー企 業 へ 配 分 され,「 共 同 出荷」 で取 引先 へ 配 送 され る。
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これ らの諸 機 能 を一 元 的に コ ン トロ ール す るの が 「管 理 機能 」 で あ る
。 これ ら

の関 連 を 図示 した のが 図18で あ る。

この 図 で示 され てい る ような諸 機 能 が 基本 とな つて,共 同 システ ム化 の方 向

を具 体化 す る シス テ ム化 で あ る 「生 産 の高付 加 価値化 の た め の シ ステ ム化」 と

「規 模 の利益 の ため の シ ステ ム化 」 を現実 の もの とす る こ とが で きる。

前 述 の よ うに情 報 セ ン ター を 中心 と した 管理 機能 に よ って統 括 し コ ン ト・一

ル す るた めの シ ステ ム と して共 同 情 報 シ ステ ムが あ る
。 この システ ムの概略 を

図示 し た ものが 図19で あ る。 この図 か ら 明 らか な よ うに,機 能 別 にみ れ ば,

管理機 能 として の 「情報 セ ン ター」 が あ り,商 品 企 画機能 と して の 「フ ァ 、ソシ

ョン情 報管 理 シ ステ ム」,生 産 機能 と しての 「多品 種 少 量生 産 管理 シス テ ム」,

販 売機能 として の 「販 売在 庫 管理 シ ステ ム」 の各 シ ステ ムを統 括 す る のが 「共

同情 報 システ ム」 で あ る。

情 報 セ ンターに お い て は,個 別 企 業 あ るい は セ ン ター 固有 の 情報 処 理 と共 同

の情 報 処 理 が あ る。 前 者 は,「 個 別企 業 専 用 情報 処 理 シ ステ ム」
,「 研 修 管理 ・

福 利厚生 管理 等 の内 音階 理 シ ステ ・」 ・そ して 「生 産 出荷 統 計 処 刑 が あ る
。

後 者は,情 報 セ ンター との コ ミュニ ケ ー シ ョンを図 りなが ら ,各 機 能 に対 して

有 効 に 働 く 「共 同 情報 シ ステ ム」 が あ る。

この共 同情 報 シ ステ ムで統 括 され てい るサ ブ シ ステ ムに つ い てみ てみ る
。

まず,商 品企 画機 能 を効 率 的 に発揮 させ るた め ,「 国 内 外 関連情 報 」,「 消

費者 購 買調 査,消 費 者 モ ニ ター調査 」,「 シル エ ッ ト提 供 サ ー ビス情 報 」 な ど

に よ って,ど の よ うな衣 料 品 を揃 え るの か とい った 「品揃 えの 設定 」
,ど の よ

うな価 格 帯 に す れば よい の か とい った 「プ ライ ス ・ゾー ンの 設定 」
,ど の よう

な衣 料 品 を どの よ うな 価 格の もの と どれ だけ の 量 に す るの か とい った 「ボ リ
ュ

ー ム ・ゾー ンの設 定 」 な どを行 う 「フ
ァ ッシ ョン情 報 管 理 シス テ ム」 が あ る。

次 に,生 産機 能 を効 率 的 に発 揮 させ るた め,「 納期 管 理」,「 仕 入 管理 」 ,

「外 注 管 理」 を十 分 に 実 施 し ・期 間 内 の生 産 数 量 を決 め る 「生 産 ボ リ
ュ_ム の

決 定」 をは じめ,「 生 産 ス ケ ジ ュ ール の決 定 」,「 生 産 価格 の決 定 」 を行 う
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共 同 シス テ ムに おけ る機能 と事 業概 略 図

 

8図1

零
シ

㌔
㌔

機
旺
発
査

画
勧
開
校

㌶

品
同

。・
情
商
其

癖
諺

発注 在庫管理

 

機

期

理

配分

夢
情報セ

能機産

一

③
一プ

司福利厚

参加企業グ

共同研修

聡＼漂
＼

共 同 情 報 シ ス テ ム概 略 図図19

国内外関連情報繊』

品揃えの設定

/ソL
設定.

乞 販
リュ
ム ー 売

決 定
在

庫

受 ＼

注

管

理

出

荷

計

螢

の央

生

生
産リ

ュ
ー
ム
.イ

ン

の
決
定

多
品
㌧

覧

竃

三

蓮

歩

ユ
「

生
産
価

納

期

管

理

外

注

・

。

一33一



「多 品種 少 量生 産 管 理 シ ステ ム」 が あ る。

最 後 に,販 売機 能 を効 率 的 に発 揮 させ る た め,「 受 注 管理」,「 在庫 管理 」

「出荷 計 画 管理 」 を十 分 に実 施 し,期 間 内 の販 売数 量 を決 め る 「販 売 ボ リ ュー

ムの決 定 」 をは じめ 「販 売 ス ケ ジ ュール の 決 定」,「 販 売 価格 の決 定 」 を行 う

「販 売 在 庫 管理 シ ステ ム」 が あ る 。

この よ うに各 機 能 を効率 的 に発 揮 させ,各 種 の決定 を行 うため に必 要 とな る

情報 を提 供 した り,各 種 の業務 を コ ン トロー ル した りす るのが,3つ の サ ブ シ

ステ ム で あ る。

以 上 の よ うに,売 れ 筋 を把 握 し,生 産 の不 確 実性(リ スク)を 軽 減 し,付 加

価値の 高い 体質 へ 転 換 す るた め に必 要 とな るのが 共 同 情 報 システ ム で あ る。

7.今 後 の 課 題

わが 国 の メ リヤス 工 業 に お い ては,こ れ まで 量産 を 指向 した機 械 化,自 動 化

が な され て きた が,い まだ 消 費 者 ニ ーズ に適 合 す る多 種 多様 な ニ ッ ト製 品 を 主

力 とした生 産 シ ステ ムが 確立 され てい ない。 この た め,多 品種 少 量生 産 シ ステ

ムを 中核 と した メ リヤ ス工 業 の システ ム化 は,緊 要 な課 題 とな ってい る。

この よ うな こ とか ら,多 様 化,個 性 化す る消 費 者 ニ ーズ に 迅速 ・的 確 に 対 応

す るニ ッ ト製 品 を生 産 す る シス テ ム,す な わ ち多 品種 少 量生 産 を 中核 と す る生

産 流通 シ ステ ムの 開 発 は,こ れ か らの メ リヤ ス工 業 にお け る合理 化,省 力化 お

よび 高 付 加 価値 化 を 推 進 す る うえ で必 須 の こ とで あ る。 す な わ ち従 来 の大 量生

産,大 量 販 売体 制 に よる繊 維 製 品 供 給 か ら多様化,個 性 化 す る消費 者 ニ ーズ に

対 応 した キ メ細 い 供 給 体制 へ と移行 しつつ あ る繊 維 産 業 の動 向 の 中 に あ って,

特 にニ ッ ト製 品 を供 給 す る メ リヤ ス工 業 に お いて は,こ れ までの生 産 偏 重 の企

業 活動 か ら,消 費 者 ニ ーズ に適 合 した製 品 を迅 速 に生 産 してゆ くこ とが 重 要 に

にな って きて い る。 この た め,メ リヤ ス工 業が も って い る製 品 化能 力(原 糸,

編 立 か ら製 品 まで の加 工 度,自 由度 の 高い生 産能 力)を 十 分 に発揮 して 消 費 者
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ニ ー ズ を い ち早 く具体 的 な製 品 イ メー ジへ 展 開 し ,計 画 的 な生 産 流 通 体 制 の確

立 を 図 る生 産 流 通 シス テ ム の形 成 が 緊要 な課 題 とな って きてい る。

この よ うな こ とか ら ・一 昨 年 度 で は生 産 流 通 システ ム化 ビジ ョンの 策 定 とこ

れ に 基 づ い て シ ステ ムの 概 念設 計,昨 年 度 で は これ ら の設 計思 想 に基 い て ,具

体 的 な シ ステ ムの開 発 を前 提 とした シス テ ム分 析 を行 い,シ ステ ムの基 本 方針

さ らに は マ イク ロコ ン ピュー タの 適 用 に よるモ デル シ ステ ムの設 計 を行 った の

で あ るが,当 初 予定 した具 体 的 な生 産 業 務 で活 用 で きる シ ステ ムの 設 計 とい う

目的 は,あ る程 度 の レベ ル まで達 成 した と考 え られ る。 こ こで 提 案 し た シ ステ

ムの 実 現 には,専 用 の マ イク ロコ ン ピュ ー タ ・システ ム と プログ ラ ムの 開 発 が

必要 とな って くるた め,本 調 査研 究 の成果 を踏 まえた具体 的 な開 発 着 手 が 強 く望

まれ て いた 。

この よ うな要 請 に基 い て,業 界 で は 日本 ニ ッ ト工 業組 合 連合 会が 中心 とな っ

て,政 府 系 機 関 で あ る情報 処 理振 興事 業 協 会(IPA)の プ ログ ラ ム委 託 開発

フ ・シ ェ ク トの ひ とつ として,本 調 査 研究 の成 果 を基 礎 に した具 体 的 な シ ステ

ム の開発 を昭 和52年 度末 の完 成 を 目途 に 推 進 してい ると ころ で あ る
。

この よ うに,昨 年 度提 案 した シ ステ ム で価 格,性 能 の面 か ら メ リヤ ス 工業 界

に 導 入 可能 な機 種 と して マ イ ク ロ コ ンピ ュ ー タ シ ステ ムに よる生 産 管 理 シ ステ

ムは 現 実 の もの とな って きつ つ あ る。

し か しなが ら,マ イク ロコ ンピ ュ ー タの性 能 と して,大 量 処 理,高 度 処 理 は

不 可 能 な ため,企 業活 動 全 体 へ の 活 用 は 困難 であ る。そ の ため,よ り能 力 の 高

い上 位 コ ン ピュー タ と有 機 的 に結 合 して処 理 しなけ れ ば な らな い 。 自 社 で この

よ うな 上位 コ ン ピ ュー タ を導 入 で きる と ころ は よい が,小 規模 企 業 の 多 い メ リ

ヤス 工 業 に あ って は,共 同 利 用 の方 が よ り現 実 的で あ る こ とか ら,共 同情 報 処

理 シ ステ ムへ の 展 開 を十 分考 慮 す る必 要 が あ る。

本年 度 は,こ の ような こ とか ら メ リヤ ス 工 業 に お け るマ イク ロコ ンピ ュー タ

システ ム をひ とつ の ユ ニ ッ トに した生 産 流 通 シ ステ ムに お け る共 同情 報 シス テ

ム ・企 業 内情 報 システ ムにつ い て調 査研 究 を行 ったわ け で あ るが ,企 業 内 情 報
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シ ス ァ ムにつ い ては,メ リヤ ス工 業 に工 業生 産 的 な体 質 にな じまない 点 が 多 々

あ る と ころ か ら ・概 念 的 な レベ ル に と どめ,同 様 に 共同 情 報 システ ムにつ い て

も,企 業 か らの ア プ ロー チで は な く,共 同 シ ステ ム化 構 想 か ら の ブレー クダ ウ

ン とい った ア プ ロー チ を とら ざ るを得 な か った
。

この ような こ とか ら,こ れ か ら の メ リヤ ス工 業 に お け る システ ム化 の 課 題 は
,

既 に 着 々 と開発 され て きて い るマ イク ロ コ ン ピ ュー タ シ ステ ムに よる生 産 管理

シ ス テ ムを速 か に普 及 させ る努 力 を行 う と同 時 に,新 繊維 工業 構造 改 善 事 業 の

大 きな 施 策 のひ とつ で あ る知 識 集約 化 グ ル ー プの 育成 促 進 の中核 シ ステ ム と し

て ・本 年 度提 案 した共 同 情 報 シ ステ ム を中 心 とした共 同 シ ステ ム化 構想 の 実現

に 努 力 す る こ とが 最 も有 力な方 策 とい え る であろ う。

い ず れ に して も ・これ まで の メ リヤ ス工 業 シ ステ ム化 の 調査研 究 の成 果 を踏

まえてシステム化の最 終 的 な 目標 を明 らか に し,実 現 可 能 な部 分 か ら手掛 け てゆ

くこ とが 最 も現実 的 であ る とい え る。
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1.調 査 研 究 の 概 要

わが 国 の繊 維 産 業 に おけ る 内外 の 環境 変 化 は 著 し く,こ れ まで の 量 産 偏重 の

生産 か ら消 費 者 ニ ーズ に 対応 した 高付 加 価 値 の繊 維 製品 の生 産 体 制へ と大 き く

移 行 し よ うと して い る。 特 に メ リヤ ス工 業界 に あ っては,こ れ まで 生産 の機 械

化,自 動化 が な され て きたが,ま だ消 費者 ニ ーズ に適 合 す る 多種 多 様 な ニ ッ ト

製 品 を生 産 す る生 産 シス テ ムが 確 立 され てい ない 。

この た め 多品 種 少 量 生産 シ ス テ ム を 中核 とした メ リヤ ス 工 業 の 生 産 の シ ス

テ ム化 は 緊急 な 課 題 で あ り,昭 和49年 度 か ら51年 度 まで 三 ヶ年 間 にわ た り

現 状 調査,シ ス テ ム分 析,シ ス テム 設計 等 の研究 を進 め て来 た。 以下 に そ の概

要 を 述 べ る。

1.1昭 和49年 度 に お け る 調 査 研 究

昭 和49年 度 に おい ては,多 様 化 ・個 性化 す る消 費者 ニ ーズ に 迅 速 ・的確 に

対応 す る ニ ソ ト製 品 の 生 産 シ ス テ ムが 確立 され てい る か ど うか を み きわめ るた

め,メ リヤス工 業 界 の 実態 を アン ケ ー トに よ り調査 したほ か,メ リヤ ス工 業 に

お け る生 産 と情 報 の流 れ を把 握 す るた め の各 業種 の生 産工 程 の 実 態 調査,代 表

的な企 業 で使 用 され てい る伝 票 類 を基 に した生 産 部門 関連 情 報 の 分 析 を行 な っ

た 。

(Dア ンケ ー ト調 査

メリヤス工業の実 態 を明 らか にす るた め に メ リヤ ス4業 種(丸 綿,横 縞,経 編

靴 下)に つ い て 自家 工 場 ・外 注工 場 別の 生産 比 率,全 販 売 高 に 占め る販売 先

比率,商 品企 画 ・立案 の比 率,経 営 ビジョンの比率,生 産 計 画,進 捗 管 理,品 質

管 理,在 庫 管理,外 注 管 理,商 品情 報収集 等 の 現状,方 法,サ イ クル 対 象 な ど

を 内容 と した ア ンケ ー ト調査 を 実施 した。
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図1-1単 純集 計 の一 例
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こ の調 査結 果 を集 計,分 析 して 現状 を把 握 す る と ともに
,現 状 か らみ た レベ

ル,環 境 か らみ た レベ ル,意 識か らみ た レベ ル 等 を 商 品企 画 シス テ ム
,生 産 シ

ス テ ム のそ れ ぞ れ に つい て と りま とめ た 。 図1-1は 単純分 析 の一 例 を 示 した

もので,全 生 産 に 占め る 自家 工 場 ・外 注工 場 の生 産 比 率
,外 注 に 占め る各 工 程

の比率 が わ か る。 また 図1-2は ク ロス分 析 の一 例 を 示 した もので
,現 状 の レ

ベ ル か らみた 製品 販 売 高規 模 に よ る商品企 画 関 連 の 現 状 が わ か る
。

(2)各 業 種 にお け る 生産 工程 の概 要

メ リヤ ス 業 界 は,4っ の業 種 に区分 され てい るので
,そ れ ぞ れ の業 種 ご とに

企 業 実態 調査 を行 い,そ の結 果 を 丸 編 ,横 縞,経 編,靴 下 各工 連 の 代表 的 企 業

の 生産 工 程 図 と して示 したわ け であ るが
,注 意 しな け れば な らな い のは各 工連

の 代表 的な企 業 の生 産 工程 には 若干 の相 違 点が あ る こ と
,ま た 同 じ業 種 内で の

生産 工 程 に も相 違 点 が あ るこ とで あ る。 これ は企 業 に よ って そ れぞ れ 独 自の生

産 工 程組 織 を も ってい るた め で あ る。 これ は シ ステ ム化 を考 えた 場合
,こ の 辺

か ら統一 して行 かな くて は な らない こ とを示 唆す る もので あ ろ う
。

次 に 代 表 的 な企 業 の生 産 工 程 図 を掲 げ て お く。

○丸編 業 界 に お け る代 表的 な企 業 の生 産 工 程 図

コ

ー
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o横 線業界における代表的な企業 の生 産工 程図
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o経 線業界における代表的 な企業 の生産 工程図
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○靴 下業 界における代表的な企 業の生 産 工程図
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(3)生 産 工 程 にお け る情 報 分 析

業 種 別 に み た代 表 的企 業 の生 産 関 連 部 門 に流 れ てい る情 報 を分 析 す るた め に

用い た 方 法 は次の3つ である。第1は 情 報 アイ テ ムの数 お よび 種 類 の列 挙,頻 度

の算 出,第2は 情報 媒体(伝 票 ・帳 票 等 の 伝票 類)が 生 産 工 程 に関 連す る工 程

,間 を どの よ うに 流 れて い るか,ま た どの工 程 部 門が 情 報 媒体 を 多 く使 用 して い

るか 等 を 明 らか にす るた め の生 産 関連 部門 間 情 報 フ ロ ーの分 析,第3は 情 報の

発 生,情 報 の参 照,情 報 の 伝 達 を 明確 にす る と と もに どの程 度 多 く使 用 され て

い るか を 調 べ るた め の生 産 関連 部 門 に お け る情 報機 能の分 析で あ る。

次 に こ うして 分析 した結 果 を どの よ うに 使 用 す る かが 問 題 で あ る。 そ こで生

産 情報 の 概 念 と して 構成 概 念 図を 描 き,代 表 的 な 企業 の情 報 を この構成 概念 図

に組 入 れ 生 産情 報階 層 構造 図を 作 成 した。 図1-3は 生産 情 報構 成 概 念 図で あ

る。
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図1-3生 産情報構成概 念図

以上 が 昭 和49年 度 の 調査 研 究 と して実 施 した もの を簡 単 に ま とめた もの で

あ る。(詳 細 にっ い て は,「 編 立機 工 程 管 理 用 シ ス テ ム の調査 研 究 開発 促 進 に

関す る報 告 書 一メ リヤ ス工 業 シス テ ム化 の 調査 研 究 』昭 和50年3月 メ リヤ ス

工業 シ ス テ ム化 調査 委 員会 ・日本 メ リヤ ス 工業 組 合 連 合 会 刊行 を参 照 され たい)

1.2昭 和50年 度 に お け る調 査 研 究

昭 和50年 度 に おい ては,前 年 度 の 調査 の 詳細 分 析 に よる各 業 界 の 基本 的 生

産工 程 図 の 明 確化,多 品 種 少 量生 産 シ ス テ ム を 中核 と したモ デ ル 企 業 の生 産 工

程 シス テ ムの 実態 調査,協 力企 業 の生 産 工 程 シス テ ム の 実態 調査,モ デル 企 業,

協力企 業 の調 査 分 析 結果 を基 に した デ ータ ・ベ ース の作 成,コ ン ピ ュ ータを利

用 した 場合 の可 能 性 と コ ン ピ ュ ータ の開 発 に 関す る調 査 な どを 実施 した。 以下

そ の概 要 を述 べ る。
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(1)各 業 界 に おけ る基 本 的 な生 産 工 程 図

49年 度 の 代表 的な 企 業 を 詳細 に分 析 す ると と もに,各 業 界(丸 綿,横 縞

経 編,靴 下)の 代 表 的 な 生 産 工程 を 明確 に した 。

Oモ デル企 業 にお け る基 本生 産工 程 図

編 編 縫 縫 仕 検 出

立 製 品

準
→ →

準
→ → → ●

包

→

備 立 備 製 上 装 荷

o丸 綿業界における基本生産工程図

編 編 縫 縫 仕 検 出

立 製
品

→ → → → → ● →

準 準 包

備 立 備 製 上 装 荷

o横 縞業 界におけ る基本生産工程図
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o経 線業界における基本生 産工程図
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o靴 下業 界に お け る基 本生 産 工程 図

・ソ ックス の場 合

編 編 縫 検 仕 包 出

立

準
→ 〉 〉 → 詞 〉

備 立 製 査 上 装 荷

'タ イ ツ の 場 合

編 編 準 縫 仕 検 包 出

立 備 製 上→ 〉 掴 → → → →
準 縫 準 縫

備 立 製 備 製 査 装 荷 .'ノ

・パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ の 場 合

編 編 縫 染 検 出

立 色
査

→ ヨ → 一 ● →
準 装 装

備 立 製 飾 飾 荷

50年 度 の 調査 に よ って 明確 にな った のは,次 の 諸 点で あ る。49年 度 の 調

査 で は 靴下 業界 を 一括 して一 つ の 生産 工 程 図で 説 明 したが,50年 度 の 調 査 に

よ りソ ック ス,タ イ ツ,パ ンテ ィス トッキ ン グの生 産 工 程 には 相 異が あ る こ と。

ま た,全 体 を通 して見 た 場 合,経 編 業界 を 除 く業界 は,原 糸 買 い(原 糸購 入)

か ら編 立,縫 製 を へ て製 品 まで の一 貫生 産 で あ る こと。 経編 業界 は 原 糸 買い か

ら編 立 をへ て 生地 まで の 部分 生 産 で あ る こ と。 さ らに 丸綿業 界,横 縞 業 界,靴

下 業 界 につい て も原 糸 買い か ら生 地 まで の 部分 生 産,生 地 か ら 製品 まで の 部 分

生 産 な ど幾 つか の 方 法が あ る こ と。
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(2)モ デル 企 業 にお け る生 産工 程 シ ステ ム

モ デ ル企 業 を 選 定す る に 当 っては,シ ス テ ム開 発 を効 果的 に促 進 す る とい う

こ とを 念頭 にお き,横 縞 業 界 の 中 か ら従 業 員230名 程度,生 産品 種 は 外 衣 ,

原 糸 買い か ら編 立,縫 製,仕 上 をへ て の 製 品 まで を一 貫生 産 す る中堅 企 業 を 選

ん だ。

この モ デル 企業 の生 産 工 程 お よび 生 産 工程 に関 係 の あ る部 門 等 にお い て流 れ

て い る情報,現 在使 用 してい る伝 票,帳 票 類 を基 に した再 調 査,詳 細 分析 を行

な うこ とに よ り先 の基 本 的 生産 工 程,お よび 業 務 の 相互 関連 の明確 化 に 努 めた

(図1-4モ デ ル企 業 にお け る業 務関 連 図)。 また 情報 アイ テ ムの 数 と頻度,

生 産 関連 部 門 間 情 報 フ ロ ー,生 産 関連 部 門 にお け る情 報機 能 にっい ての 調 査,

分 析 を行 ない,そ の結 果 を も とに シス テ ム基 本 設 計 を行な った。 これ に よ りシ

ス テ ム化 へ 一 歩近 づ け る こ とにな る。 しか しな が ら,こ のモ デ ル企業 は あ る程

度 まで シ ステ ム化 が な され てい る企 業 で あ るた め,比 較 的 容 易 に分 析,設 計 す

る こ とが で きた。 この点 注 意 しな け れ ばな らない。

(3)協 力 企業 に おけ る生 産 工 程 シス テ ム

協 力企 業 と して 各業 界 の 代表 的な企 業数 社 の 生 産工 程 を モデ ル企 業 と同様 の

方 法 で 調査,分 析,設 計 を行 な った 。

① 丸綿 業界

代表 的 な企 業 数 社 の 中 か ら一 貫生 産企 業 と部 分 生産 企 業 を それ ぞ れ 選定 し

情報 アイ テ ム,部 門 間 情報 フ ロー,情 報 機 能 等 の分 析を行 ない,そ の 中から

必要度 の 高い 情 報 を 抽 出す る こ とに よ って シ ス テ ム化 へ の 可能 性 を検 討 し

た。

②横 縞 業 界

代 表 的 な企 業数 社 につ い て分 析 を行 な った が,情 報 アイ テ ム ,部 門 間情

報 フ ・一 ・情 報 機 能等 の分 析 が で きた の は一 貫生 産 企業 に つい て だ け あ

った 。 部分 生 産 企 業 につい ては情 報源 で あ る伝 票 ,帳 票,カ ー ド等 が無

に近 い 量 で あ った ・ これが この業 界 の現 状 を 現 わ してい る と思 われ る。
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図1-4モ デ ル企 業 にお け る業 務 関連 図
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③経 編 業 界

この業 界 は先 に も述 べ た とお り部 分生 産 企 業 が 多 く,調 査対 象 とな った

代表 的な 企 業 につ い て も同 じで あ る。 こ こで はA企 業 とB企 業 の2企 業

を比 較 して そ の情 報 の相 違 につい て見 て もら うと,シ ス テ ム化 の方 法,

考 え方,方 向 が わか る。

④ 靴 下 業界

ソ ックス,タ イ ツ,パ ン テ ィス トッキ ン グの3つ に区 分 して それ ぞ れ分

析 した が,情 報 源 で あ る伝 票,帳 票 等 が非 常 に少 ない 。 また,こ の靴 下

におい て も一 貫 生 産 企 業 の 分析 か ら設 計 まで を行 な った。

④ デ ータ ・ベ ースの 作成

基本 的 な生 産 工 程 や情 報 アイ テ ム,生 産 関連 部 門間 情 報 フ ロ ー,生 産 関連 部

門 に お け る情 報 機 能等 の分 析 結果 を整 理 して得 られ た デ ータ に基 き,生 産 情

報階 層 構造 図 を 作成 して生 産 コ ンセ プ ト,生 産 フ ァクタ ーを明 確 に した。 図

1-5は 生 産 情 報 階層 構造 図 の製 品 コンセ プ ト・工 程 コ ンセ プ トを ま とめ た

もの の 部分 図である。 さらに,こ れ ら の コンセ プ トの 中の 属性,エ レメン ト,

アイ テ ム,デ ータ等 をデ ータ ・ベ ー入の 基 本 情 報 として,1情 報 の使 用頻 度,

重要 性等 を加 えて デ ータ ・ベ ー スの設 計 を行 な った。 設 計 に 当 っては モ デ ル

企業 の 情報 だ け で はな く,協 力 企業 の情 報 等 も総合 して 作成 した。

{5)コ ン ピュ ータ の適 用 と開 発

シ ス テ ム化 の 最終 目的 と して あ げ られ るの が,コ ン ピュ ータ に よる処 理 で あ

る。 す な わ ち これ まで の 調査 研 究 の結 果 と して コン ピュ ータに よる処 理 を ど

の よ うに 行 な えば 良い の か,そ の方 法,処 理 方式,コ ン ピ ュ ータ 導入 に関 す

る ニ ーズ,問 題 点,採 算性,さ ら には シ ス テ ム化 か ら コン ピ ュ ータ化 へ の注

意 事項 等 を と り まとめ た うえ,メ リヤス工 業 界 の 生 産管 理 シス テ ム と して マ

イ ク ロ ・コ ン ピ ュータ ・シ ス テ ムを 提案 した。(詳 細 にっ い てはrメ リヤ ス
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図1-5製 品 ・工 程 コ ン セ プ ト図

鵠 ・ン・プ・

属 性 エ レメ ン ト ア イ テ ム デ ー タ

一 素 材

番 手

コーン

ハンク

ワインダ ー機

糸繰 り機

原糸 ふ りわけ

コーンアップ

糸繰り

身 頃

附 属

色

身 頃

附 属 裾 ゴム

身 丈

身 巾

身 丈

身 巾

裾 ゴム

袖 丈

袖 ゴム

パ イ ピ`,ン グ衿

ハ ミダ シ衿

ポ ロ衿

ター トル衿

V衿

ベス ト静

力ーデ ィー衿

Wゴ ム

Sゴ ム

ミラノ リプゴ ム

{寸 法}

(寸 法)

(種 類}

(寸 法)

(種 類}

貝

ポ リ

一

一

一

一

一
一

一

編立準備工程

.

編立工程

一

一

一

一

原 糸

編立準備

外注腺

癌立襟.

検 査

裁断準備

裁 断 ・

組合せ

投 入

.
前身頃.

後身頃

前 立

「

一

一

一

一

染 色

編 立.

身 頃

附 属

その他1

傷直し,汚 落し

絹地寸法 甫

オーパロツク

リンキング

プレス

ハサ ミ断

編地寸法

身 頃

附 属

副質材

その他 ・

一

一

ー

ー

一

一

.

袖 ・

衿

桁

ゴ ム

編上 り

身

袖

衿

荒

前

袖

衿

ボタン

縫 糸

ゴ ム

縫製準備工程

ハン ドナイフ

一

一

ブレス機

頃

.

ポケット

断

前身頃

後身頃

立

一

一

.

一

ー

ー

一

一

ボ ケフ ト付

一47一



工業システム化に関す る調査研究報告書 』財 団法人 日本 情報処理開発協会,

昭和51年3月 刊を参 照 されたい)

L3昭 和51年 度 にお け る調 査研 究

本 年 度 におい ては,過 去2年 間 で十 分 な調 査 分 析が で きな か った生 産管 理 シ

ステ ムの うち の外 注 管 理,生 産管 理 シス テ ムに 関連 す る財 務 管 理,原 価管 理,

販 売 管理,人 事 ・給 与 管 理 等 の業 務 分析,さ らに機 能 分析,シ ス テ ム基 本 設 計,

生産 流通 シ ス テ ム の設 計,生 産 流通 シ ス テ ム導 入手 順 等 を と りあ げ て 調査 研 究

を行 な った。 また共 同 組 織企 業(グ ル ープ化)と して も同様 な調 査 分 析 を行 な

い,シ ス テ ム化 の まと め とす る。 .
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2.業 務 分 析

モ デル 企 業,協 力企 業 と もに一 度 調査 分析 した もの と新 し く調査 分析 した も

の とが あ るが,い ず れ にせ よ さ らに詳 細 な 情報 を知 る意 味 で 調査 分 析 を行 な っ

た。 そ の 結果 若干 で は あ るが,過 去2年 間 の情 報 とは相 違 が あ る。 これ は 固 定

化 さ れ た 情報 と,た えず 流 動 して い る 情 報が あ る こと を意味 す る もので ,注 意

しな け れば な らない 点 で あ る。

業 務 分 析 と しては,モ デル 企 業 と協 力企 業 に 区 分 して 調査 分 析 した ほ か ,本

年度 は 共 同組 織 企 業 す なわ ち グル ープ化 に よ る企 業 に っい て も調査分 析 を行 な

った。

2.1企 業 に お け る 管 理 シ ス テ ム

本 節 で は,こ れ まで の調 査 に よ って十 分 明 らか に しえな か った生 産 工程 に関

連 す る 諸業 務 を対 象 に分 析 す る。 この 場合,問 題 の 多い業 務 は ,モ デ ル 企 業 も

協 力企 業 もほ ぼ 同様 と考 え られ る ので,モ デル 企 業 を 中心 に業 務 分 析 の 結果 を

と りま とめ,協 力企 業,共 同 組織 企 業 の業 務分 析 につ い ては 必 要 な か ぎ り
,モ

デル 企業 との 比較 で 記 述す る こ とに す る。

(1)在 庫 管 理

在 庫 管 理 と一 口にい って も原 糸 の在 庫 管 理,完 成 品 の在庫 管 理 ,半 製品(仕

掛 品)の 在 庫 管 理,副 資 材 の在 庫 管 理,そ の 他企 業 の 業 務内 容
,生 産 品種 に よ

って在 庫 管 理 の種 類 が異 な る。

モ デル 企 業 の現状 をみ る と ,在 庫管 理 には あ ま り重 点 を置い てい な い。 第1

の理 由 と して は100パ ーセ ン ト受 注 生 産 で あ るため 完 成 品 の在 庫管 理 は 無い

ことが あ げ られ る。 第2に 一 貫 生 産 の た め 工程 管 理 課 を も うけ 毎 日の 工程 管 理

が 行 な わ れ てい るの で在 庫 管 理 の ウエ イ トが 低 い こ と も理 由 と して あ げ られ る
。
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しか しなが ら,在 庫管 理 体 制 を とろ うとす るな らば,モ デル 企 業 で はす ぐに

で もそ の体制 を とる こ とが で き る。 それ は 伝 票類 の整 理 区 分 な らび に 各 製 品の

コ ー ドづ け(完 成 品,半 製品 にっい て も同様)の 完備,副 資材 の管 理が 行 届 い

てい る と思 われ るか らで あ る。

モ デ ル企 業 以 外 の企 業で これ か ら在 庫 管理 の シ ステ ム化 を考 え てい る企 業は

どうしたら良いか。 第1は 在庫 管 理 に関係 す る伝 票 類,台 帳 類 を 整理 す る こと,

第2に デザ イ ン 設計 書 か ら加 工 指 示 図 書 の情 報 アイ テ ムがす べ て に共 通 で あ る

よ うに コ ー ド付 け を行 な うことが 必 要 で あ ろ う。 コー ド付 け ば,従 業 員が 見 て

おぼ え られ るケ タ数 で あ る こ と,数 字や 英 字 ば か りを使 用 しない で,頭 数 ケ タ

に略語 の 英 字 を使 用 し残 りの数 ケ タを 数 字 にす るな どの配 慮が 必 要 で あ る。 そ

の他,流 動 的 な もの と固 定 的な もの との 区分 をつ け てお くこ と,余 裕 を持 って

お くこと,一 挙 に 全 部 しよ うと しない こ と等 も必 要 な こ と と して あげ ら れ る。

(2)財 務 管 理

モ デル 企 業 に お い ては,在 庫 管 理 と 同様,財 務管 理 を シ ス テ ム化 とい うよ り

機械 化 してい な い よ うであ る。 したが って,こ こでは 財 務管 理 の 一 般 論 と機 械

化の 目的を 簡 単 に述 べ る。

財 務管 理 は,広 義 に考 え る と 「企 業 に おい て 財 貨 に 関 して行 な うす べ て の役

務 」 を い うが,狭 義 に 考 える と 「経理 部 門 が直 接 行 な うべ き実務 会計 と しての

業務 機能 」 をい う。 財務 管 理業 務 は,企 業全 体 の 業務 体 系構 成要 素 の一 部 で あ

るか ら,財 務 管 理業 務 の システ ム化 に あた って は 関連 のあ る他 の業務,す なわ

ち 販売 管 理,仕 入 あ るい は 購 買 管理,生 産 管 理等 の広 範 囲 の業務 機 能 との関 連

を分 析,検 討 してお く必 要 が あ る。

従来 の財 務 管理 処 理 で は,人 手 に よ って 日常 の取 引記 録,期 末 時 点 の元 帳 の

締切,決 算 手続 等 を行 な って き たが,そ のた め に 毎 日起 こされ る伝 票 か ら取 引

を仕 訳 し,元 帳,補 助 簿 等 へ 転記 す る な ど手 間 の かか る作 業 が 必 要 で あ った。

し か し,最 近 多 くの 企業 で 経 理 要 員が 十 分 確 保 で きない た め処 理 能 力 に限界 が

きて お り,こ れ に取 引件 数 の 増大,作 業 の複 雑 化 が 重 な って,作 業 に ミス や 遅
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れが 発 生 しや す い状 態 に な ってい る。 そ こで,財 務管 理処 理 を機 械 化 す る こ と

に よ り,以 下 に 示す 効果 が 得 られ る よ うに な る。

ω 処 理 の省 力 化 と事 務 コス トの 低 減 を 可 能 にす る。

㈲ 処 理 を ス ピー ドア ップ で きる。

内 情 報 の 蓄積 に よ り管 理 資料 の作 成 や経 営 の分析 が しやす くな る。

匂 タ イ ミン グの 良い 経 営 の 計画 化 が 容 易 にな る。

しか し,機 械化 した か ら とい って シス テ ム化 がで き た とい うこ とに は な らな

い 。 シ ス テ ム 化 は,機 械 化 の前 に して おか な けれ ば な らな い作 業 で あ る。 で

は ど の よ う に すれ ば シ ス テ ム化 が で き るのか。 現 在 日常 の取 引 や銀 行 取 引 に

係 わ る 伝 票 の 記録,期 末 時点の元 帳 の締 切,決 算 手続 等 の業 務 は 数 人 の人 手

に よ っ て ソ ロバ ンや 電 子 卓 上 計 算 機 を使 用 して行 な わ れ てい るが,こ れ を業

務 別に整 理 し,標 準 化 の で き る もの は標 準化 で きる もの ど うしに ま とめ,そ の

中 で 機 械 化 して も良い もの は どれ か を決 め,徐 々に 機 械化 してい く方 法 を と

る の が 良 い 。 す べ て を一 度 に機 械 化 す る と先 に も述 べ た様 に 失 敗 にっ な が り,

シ ス テ ム化 には つ な が らな いe

(3)原 価 管 理

これ もモ デル 企 業 で は 明確 化 さ れ てい な い 部分 で あ る。 こ こで は 原 価 管 理 の

概 要,.必 要 性等 につ い て述 べ る。

原価 管 理 とは,単 位 当 りの 製 品 を 製造 す るの に投 入 した 材 料 費,労 務 費,そ

の他 の 諸 経 費 を 集 計 し,製 造原 価 を把握 す る こ とを い う。 で は な ぜ 原 価 計算

を し な け れ ば な らな い のか 。 大 き く分 け る と2っ の 理 由 が 考 え られ る。

そ の1つ は,貸 借 対 照表 や 損益 計 算書 な どの財務 諸 表 を正 確 に 算 定,表 示 し,

利 害 関 係 者 に信 頼 で き る 製造 原 価 を 知 らせ るた めで あ る。 い ま1つ は,経 営

方 針 や 経 営 戦 略 の策 定 に必 要 な 判 断 資 料 を得 るた め で あ る。 す な わ ち

θ 原 価 計算 を行 な うこ とに よ って,ど のよ うな製 品 か ら どの位 の利 益 が 得

れ,ど の よ うな製 品 を製 造 す るの が 有利 か を知 る こ とが で き る。

同 製 品原 価 に 占め る要 素 別 割 合 を 明 らかにす ることで材料費 や 労 務 費 の低 下
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をは か る こ とが で き る。

内 作業場 別 の 製 品原 価 を調 べ る こ とに よ って,各 作 業 場 の 能 率を 測 定 で き

る。

同 製 品 にあ る機 能,働 き を与 え よ うとす る と費 用が か か る。 機 能 と費 用 の

バ ラ ン・スは ど うか,そ の 判断 の材 料 に も使 え るわ け で あ る。

(4)販 売管 理

販 売管 理 とは,製 品 ・商 品 ・加 工 品 な どの 受 注,販 売 から 出 荷,納 品 を経 て

入金 す る まで の事 務 処 理を 管 理 す るこ とで あ る。 販売 管 理業 務を 大 き く分 け る

と,次 の よ うに と らえ る こ とが で きる。

ピ)日常 の各 種伝 票 か ら各 種 台 帳,管 理表 記 入 まで の一 連 の処 理 を 総称 した

販 売事 務 処 理

(ロ)販売事 務処 理後 の 売上,仕 入 め 各種 情 報 を得 意 先,仕 入 先単 位 で金 の流

れ を 中心 に ま とめ る市場 管理 。

内 販 売事 務処 理後 の 売上,仕 入 の各 種情 報 を 商品 単位 で 物 の 流れ を 中心 に

まと め る。

販 売管 理 に お け る 情報 すな わ ち 製 品 の流 れ に つい ては 次 の 図2-1に 示 す と

お りで あ る。 倉庫 か らの 出庫 は 得意 先 か らの 受 注 に対 す る製 品 の供 給 で あ り ,

加工 先,仕 入 先 か らの 入庫 は,そ の 需要 を満す た めの 供給 とい え る。 この 需要

と供 給 の 関 連 を 満 すた め には,そ れ ら に関 係 す る 情報 の 流 れ の把 握 と処 理が 必

要 であ る。 図2 -1

受注
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(5)人 事 ・給 与管理

モ デル 企 業 だけ で な く,一 般 に シ ス テ ム化,機 械 化 の対象 に な る部 分 であ る。

では な ぜ,そ うな る のか を 順 に 説 明 す る と,従 業 員1人1人 に 背番 号 と同様

に番 号 を つ け る こ とに よ り,そ れ まで氏 名 で判 別 ,処 理 して いた もの を番 号 で

判 別,処 理す る こ とが で きるわ け で,そ うな る と機 械 で処 理 させ る方 が 良 くな

り,必 然 的 に 機械 化 が 進み,給 与 計 算 な どは 簡 単 に処 理 で きる様 にな るので あ

る。 しか し,そ うな る まで に どの よ うな経 路 を た ど ったの かは 各 企 業 に よ って

多 少 異な る。

こ こで 一 般 論 的 にな るが,人 事 ・給 与管 理 につ い て簡 単 に述べ る。 人 事 管 理

とい う言 葉 の 意味 は広 く,労 務管 理 を も含 め て い う場 合と,人 事 管 理 と労 務 管

理 と を区 別す る 場合 とが あ る。 広義 の人 事 管理 とは 、従業 員す な わ ち 「人」 の

能 力 を 最 高 に 活 用 し よ うとす る もの で,そ のた め人 材 を確保 し,各 人 の 能 力 を

発 揮 で きる よ うな条 件 を満 し,従 業 員 の労 働 意 欲 を 高 め る ことを 目的 と しな け

れ ば な らない 。 しか しなが ら,多 くの担 当者 は 給 与 計算 を 中心 と した 計算 業 務

に 追い まわ され,本 来 の意味 で の人 事 管 理 は 全 くお ろそ か にな ってい る状 況 に

あ るとい って も過言 では ない 。

(6)生 産 管 理

物 品 を 生 産す る企 業 にお い て,生 産 活 動 は最 も中心 の業 務 で あ る。 そ して,

そ の効 率 の 良 し悪 しは 経営 に 直 接影 響 を与 え る。 この よ うな こ とか ら生産 活 動

を合 理 的 に管 理 す る こ と,す な わち 効 果 的 な 生 産 管 理 を行 な うこ とが 管 理業 務

の 中 で も最 も基 本 とな る もの で あ る。

生 産 管 理 の分 野 に おけ る各 業 務 は 互 い に 密 接 にか つ 複 雑に か ら み 合 ってい る。

した が って シス テ ム化 の第 一 歩 は,基 本 目標 を 設定 し,生 産現 場 に おけ る状 況

をつ ぶ さに 調査,分 析 す る こ と に よ り,シ ス テ ム化 の 糸 口を見 い だす こ とで な

け れ ぽ な らない 。 で は,そ の 基 本 目標 は,ど んな もの で あ るこ とが 必 要 か。 次

にそ れ を述 べ てお こ う。

困 生 産 量 の 増 大 ・… 種 々な 経 営環 境 の も とで 目標 を設 定 し,生 産 量 の維
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持 さ らには 生 産 量の 増大 を は か る こ とが 望 ま しい。

(ロ)品質の 向上 ・… 製 品 の品質 は,そ の製 品 の もってい る機 能,価 格 と と

もに 重 要な 要 素 の1つ で あ る。 した が って 品 質 の維持 と向上 は 消 費者 の信 頼

を 確 保 す る うえ で の重 要 な 部 分 で あ る。

←→原 価 の低 減 ・… 企 業 は 収益 性 に 対 して 常 に重 点 を おい て お かな け れば

な らない 。 原 価 の低 減 を は か る ことが 現 在 の各 企 業 の 大 きい 課 題の1つ で あ

ろ う。

目 納期 の 問題 ・… 企業 間 競争 の激 しい 現 在,得 意先 や 注 文主 の望 む 納期

に商 品 を提 供 す る ことは,商 品の 機 能,価 格,品 質 とと もに 重要 な課 題 で あ

る。 工 場 で生 産 活 動が 円 滑 に遂 行 で き る よ う配 慮 されて い る 場合 で も納期 の

遅 れが 生 ず る場 合が あ る。 これ は 各 企 業 で の1番 大 きな 問 題 点 であ ろ う。 し

たが って物 の 流れ と一 体 化 した 情 報 の 流れ が 体 系化 され,常 に状 況 が 把 握で

き コ ン トロ ール で きる シ ス テ ムが 必 要 とな って くる。

以 上㈲ ～⇔ に のべ た基 本 的 目標 を い か に具 体 化 す るかが 各企 業 の盛 衰 に かか

わ る重 要な 課 題 とな るが,現 実 には 次 の よ うな 数 多 くの 問題 点が 見 受 け られ る。

(a、納 期

納 期 の問題 の 中 で も一 番 多い のは,納 期 遅 れ で あ る。 これ に 対 して早す ぎ る

の もあ るわ け だが,こ れ ら の納期 遅 れ,早 す ぎに は原 糸 や外 注先 ,染 色等 の 問

題 が か らみ つい て い る。 これ らの 問題 は原 糸 の注文 か ら製 品 の完成 ・仕 上 まで

の 各 工 程 で の問 題 と関係 が あ る。 具 体 的 には 納 期が お くれ る ,し た が って 納期

の予 定が 立 て に くい,納 期 の 督促 に な か なか応 じられ ない,ま た飛 び こみや 特

急 な ど割 込 み の製 品が 多い と納期 に応 じられ ない 他 の製 品が で て くる等 納期 に

か か わ る問題 は 数 多 くあ り,現 在 の メ リヤス 工業 界 に おい て最 大 の 悩 み とな っ

て い る。

㈲ 在 庫 量 の適 正 化

これ には 製 品 の 他,原 糸 な ら び に副 資材 の在 庫 量 等 が あげ られ る。 しか しな

が ら在 庫 の 適 正水 準は 受 注 生産 の場 合 と見 込 生産 の場 合 とで は 異 な る。
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得 意 先 か ら製 品 の注 文が あ って も,注 文 に合 った 原 糸がな け れば 製品 は で

きあが ら ない か ら原 糸 の注 文 を しな け れば な ら ない。 原 糸が あ って も編 立 か

ら 縫製 へ の工 程 へ 半 製 品が 移 動 す る過程 で ・ファスナーや ボ タ ン,縫 糸,裏 布 地

等 副 資材 の在庫 が な い 場合 には 製 品 に仕 上 が らな い。 この よ うな こ とで作 業

が進 め られ な い と,各 工程 内に仕 掛 品 が 山 積 され てい くこ とにな る。 必 要 な

もの を 捜 す の に 時 間が か か った り,運 搬(製 品 の 流れ)の 妨 げ に もな る。 し

たが って 原 糸や 副 資材 の在庫 量 を 前 も って把 握 して お くこ とに よ り この よ う

な こ とが 生 じない よ う対 策 を講 ず る こ とが 必要 で あ る。

(c)計 画 管理

計 画 管理 の 目的 は 合 理化,省 力化 に あ る と よ くい わ れ るが,こ れ らは 製 品

を作 る ため の一 つ の 手段 で あ る こ とを企 業 の 経 営 者や 生産 工 場 の 責任 者 は 考

え な くてわ な らな い。 合理 化,省 力 化 とい って も,手 配 のた め に人 手 が かか

りす ぎた り,事 務処 理 の遅 れ が 納期 を遅 らせ る原 因 とな った り,実 績 の情 報

が 遅 く対 策 に 間 に 合 わな か った り,計 画 の変 更 が 多 く各 工程 で の 処 理が 乱 れ

た りす る こ とが な い とは い え ない か らで あ る。 したが って 合理 化,省 力化 の

た め 計 画管 理 を行 な う場 合 に は,部 分 部分 を下 か ら上 へ と行 な う方 法,全 般

的 に行 な う方 法 の い ず れが よい か,そ れ ぞれ の企 業 の 実 情 に合 わせ て選 択 す

る ことが 肝 要 で あ ろ う。

(d)生産 管 理 に お け る コン ピュ ータ化

生 産 管 理 ンス テ ムを コン ピ ュ ータ化 す るに は 物 が 迅 速 に加工 され な け れ ば

な らな い の と同様 に,物 の 流 れ と一 体 化 させ た情 報 は 迅速 に処 理 され な け れ

ば な らな い。 個 々 の 場 当た り的問 題 解 決 で は な く,情 報 を体系 化 し整備 して

蓄積 す る こ とに よ り,適 切 な情 報 を 必 要 な 時 に迅 速 に加 工 し掲 示(提 出,報

告)す る ことが 必要 で あ る。

で は,コ ン ピ ュ ータ 化 の 目標 として は どの よ うな こ とが 考 え られ るか。

① 計画 書 の 迅 速化 ・… 計 画→ 手配 → 実 績→ 調 整 とい う一 連 の生 産 シス テ

ムの 流れ にお い て,出 発 点 とな る計 画 あ るい は 手 配 に 必 要な 情 報量 や ,そ の
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加 工 業 務 は膨 大 な もの とな る。 計 画,手 配業 務の コ ン ピ ュ ータ化 に よ り,あ

る程 度 の省 力化,迅 速 化が は か られ,適 切 な計 画 立案 な ら びに生 産 手 配が 遂

行 さ れ る。 また,迅 速化 の ほ か,正 確 に 情 報が 扱 え る ことか ら,正 確 な 計 画

や手 配 が 行 な え計 画 洩 れ,手 配洩 れ な ど業 務上 の 誤 りの防 止 とい う効 果 も あ

る。

② 状 況 の 的確 な把 握 ・… コ ン ピ ュ ータ化 に よる,も う1つ の効 果 とし て

は,現 状 を正 確 に 把握 し うる こ とが あ る。 在 庫 の現在 長,負 荷 状 況,仕 掛 品

が 現在 どの 工程 で どの程 度 流 れて い るか な どの状 況,受 注状 況,進 捗状 況,

外 注 加 工状 況な ど工 場 内外 の 種 々 の状況 が 正確 に把 握 され,い つで もそ の状

況 に 応 じて手 が 打 て るよ うに な ってい な け れば,コ ン ピュ ータ化 す るが意 味

が な い 。

(7)外 注管 理

外注 管 理は,モ デル 企 業 だ け では な く他の 企 業 におい て も問題 とな ってい る

工 程 で あ る。 生 産 工 程 シス テ ムの 中 に 占め る外 注 の ウエ イ トの高 い低 い は,各

企 業 に よ って差 は あ るが,モ デ ル 企業 で は高 い ウエイ トを 占 め て い る の で..

図2-2(A)生 産 工 程 と外 注 編 立先 の 流 れ 図
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図2-2(Bl生 産 工 程 と外 注 先 の 流れ 図
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外 注先 に 関 係す るモ デ ル企 業 の外 注課 の 問題 点 に つ いて 述べ て み よ う。 モ デル

企 業 の外 注 管理 に該 当す る工 程 を 大 き く区 分 す る と,図2-2の(A)
,(B)に 示 し

た よ うに編 立 外 注,裁 断 準備,縫 製 外 注 ,内 職 等が あ げ られ る。

(A)は,外 注 編 立先 に仕 事 を 出 す のに外 注 課 を通 す 場 合 で あ り,(B)は 外 注 課 が

な く,裁 断 準備 の柄 合 せ,縫 製 な どを外 注 に 出す 場 合 で あ る。 詳細 は 後 で 述 べ

るこ とに して,こ こでは 現状 を 述 べ る だ け に して お く。

2.2モ デ ル 企 業 に お け る業 務 分 析

モデル企業における業務分析にっいては昨年度 ,生 産管理 システ ムの生産工

程すなわち原糸か ら編立準備工 程,編 立工程,縫 製準備工程,縫 製工程 ,仕 上

工 程,検 品 ・包装工程 の調査 を行 な ったので ,本 年度は,同 じ生産管 理システ

ムの うち,財 務管理 ,仕 入業務,外 注管 理,経 理業 務など昨年度調査 ・分 析で
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きな か った 業務 を と りあ げ,可 能 な範 囲 内で 調 査 分析 す る こ とに した。

モ デ ル企 業 にお け る企 業 内業務 フ ロ ー分 析 の結 果 を ここで も う一 度 と りま と

め,製 品 の 注文,原 糸の 納入,製 品 の納 品等 の業 務 の 流れ 図 と し て 示 す と,

図2-3の と お りで あ る。

図2-3モ デル企 業 に お け る業 務 工程 の流 れ 図
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このモ デル 企 業 の 特徴 は 企 画 開発 か ら営業 まで の業 務 工 程で あ り 、自社で 企

画 した 製品 を企 画 開発 段 階で 試験 編み,工 数,原 糸 量,色 合い 等 を チ ェ ック し

て総 務 が 製 品 の単 価 を 出す。 単価 を算 出 した製 品 は 自社 企 画 の 見本 と して営業

が 得意 先 や 取 引 先 と折 衝 し注 文 を取 る わけ で あ る。 営 業 は注 文 を取 るだ け では

な く,副 資材,原 糸,包 装 材 等 の注 文 ・仕 入,さ ら に 原 糸 の コー ン ア ップ,染

工場 の手 配 まで 行 な う。

工程 管 理 の対 象 は編 立準 備,編 立,外 注,縫 製準 備,縫 製,仕 上,検 品 ・包

装 まで の各 工 程 で あ る。 した が って 製品 を 生産 す る場 合 は,必 らず こ の工程 管

理 工程 を 通 る こ とに な ってお り,生 産 管 理,品 質 管 理,労 務 管理,在 庫 管 理,

外 注管 理 等 の管 理 が こ こで行 な わ れ てい る。
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昨年度 まで は,各 工 程 で の情報 の流通 や 物の 流通 につ い て 調 査 した 結 果,生

産工 程 に おい て 必 要 とな る情 報,そ の情 報 の管 理の 仕 方,情 報管 理 の方 法 と し

て マイ ク ロ コ ン ピ ュ ータ を 活 用す る方 策 を検 討 して,メ リヤ ス 業界 にお け る生

産 工 程 の シ ス テ ム化 な らび に コン ピ ュ ータ化 につ い て 提案 を 行 な った 。 そ れ ら

を ま とめ て概 略 図 にす る と 図2-4の よ うにな る。⇒ の 線 は情 報 の 流 れ,

ロ◆ の 線 は物 の 流 れ,→ の 線 は.そ の他 の情 報 ・物の 流れ を示 す 。 この 図 に よ

って モデ ル 企業 の管 理 の状 態 が 良 くわ か る。

(1)在 庫 管 理

モ デ ル 企業 では,在 庫 管 理 にあ ま り重 点 をおい てい な いが,資 材 の管 理,付

属 品(フ ァス ナ ー,ボ タ ン,縫 糸,ス ナ ソプ,裏 布 地 等)の 管 理,原 糸 の管 理,

製品 の 管 理 な どが 管 理 の 対 象 と してあ げ られ る。 この 中で も っと も大 きい ウエ

イ トを 占め てい るの は 原 糸 管 理 と付 属 管 理 であ ろ う。 モ デ ル 企業 以外 の企 業 で

は,業 種,業 態に も よ るが,原 糸 に 重 点 をお い てい る所,製 品に 重 点 を おい て

い る所が 非 常に 多い。 モ デ ル企 業 におい て製 品在 庫 の管 理 の ウエイ トが 低 い の

は,受 注生 産 であ る こ と,自 社 企画 の 製 品生 産 であ るた め,在 庫 を 置い て ない

ことな どのた めで あ ろ う。

(2)受 注管 理

こ こで の管 理 項 目は 非常 に 多 く,範 囲 もかな り広 い 。 まず 見本 作成 で あ るが,

デ ザ イ ナ ーが デザ イ ン した もの を試 験 編 室で1着 試験 編 み し,デ ザ イ ンの 良 し

悪 し.原 価 計算 を 行 な った後,注 文 を取 りに行 き,受 注 書,加 工 指 図 書 を作成

す る。 加工 指 図 書は 製 造 部 門 の各 工 程 に行 き渡 る よ うに,ま た 情 報が 明 確に従

業 員に伝 達 され る よ うに 配 慮 され て い る。 あ とは,製 品が 出 来上 り得 意 先 に送

り出す ため の 出庫 指 図 書,納 品書 お よび,請 求書 等が 発行 さ れ る。 しか し,最

初の見 本 作 成 につ い て は,企 画 開発で デ ザイ ン仕 様 書 を作 成 す るだ け で な く,

得 意 先な どか ら現 物 見本 を持 ち こ まれ た時 に は こ こで 見本 作 成 と して取 扱 われ

る。
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図2-4 生 産 工 程 管 理 概 略 図

業 者

客 先

ー

O

O
ー

在 庫 管 理

o資 材

o付 属

o原 糸

○ 製 品

受 注 管 理

o見 本 作 成

o販 売価格決 定

○受 注 書

○加工指図書

o出 庫 指 図 書

o納 品 書 発 行

o請 求 書 発行

ete

伸

伸

装

道

塗

立

華

製

上

包

立

製

品

製

絹

綿

縫

縫

仕

検

(企 画部)

生産管理

○生 産 計 画

o工 程

○品 質

原価

計算

見積書

開発

デザイン仕様

書

外注先 財務 管理 ・人 事管理



(3)生 産 管 理

昨 年 度 重 点 的 に調 査 分析 を行 な った 所 で あ る。 生産 計 画 にっ い て は ,製 品 を

生 産 す る のに必 要 な期 間他 の製 品 の 生産 期 間,納 期 の問 題 な ど を考 慮 した 日程

計 画(モ デル企 業では あ ま り問 題 と してい な い 在 庫計 画 も この生 産 計 画 に ふ くめ

て い る)を 立案 す る他 ・月 間 スケジュール,年 間 ス ケ ジ ュ ール,季 節 ス ケ ジ ュ ー

ル,半 年 間ス ケ ジ ュ ール な どが あ る。

工 程 管 理 に っい て は,工 程 の区 分,工 程 名 と各 工 程で の作 業 の範 囲 等 を 詳 細

に分 析 した 結果 を 図示 した 。 各 工程 の 中で ウエ イ トの高い 工 程 にっ い て は
,後

の シス テ ム分 析 の所 で 述べ る こ とにす る。

品 質 管 理 に っ い ては,良 い 製 品 を作 れ ば 良 い とい うだけ で は な く ,よ り良い

製品 をつ くるた めの,明 確 な情 報 す な わ ち加 工 指 図 書 の詳細 な情 報 ,デ ザ イ ン

仕 様 書 の 明確 さ,従 業 員の 技 術,機 械 の 円滑 な 作 働等 が 必 要 で,こ れ に よ り初

め て 品質 の均 等 化,良 品質 製 品 の 出来 上 りが 保 証 され るわけ で あ る
。 工 程 管 理

の 中 に検 品 工 程 の 情報 を組 入 れ る こ とが で きれば 品質 管 理は い っそ う充 実 す る

こと にな ろ う。

な お,工 程 管 理の 中か ら外 注 管 理 が欠 落 してい るが ,こ れ は後 の シス テ ム分

析 の 所 で 述べ る こ とにす る。

(4)財 務 ・人事 管理

モ デル企 業 で は,現 在 ,リ ビ ン グ ・マ シ ンに よって これ らの 業務 の 処 理 を

敏 速 に行 な って お り,従 来2～3名 で行 な ってい た事 務 処理 を1名 程度 です ま

す こ とが で き る よ うに な って い る。 モ デル 企 業 の 場合,あ る程度 ,伝 票 や 帳 簿

の分 類,整 理 が 行 なわ れ て お り ,こ れ が リビ ング ・マ シ ン の導入 を容 易 に した

もので,知 らず知 らず の うち に シ ス テ ム化 が な され て きた とい って よい で あ ろ

う。

2.3協 力 企 業 に お け る業 務 分 析

協力企業について過去2年 間に実施 した 調査,分 析 はすべ て生産工程を中'じ、
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図2-5モ デル企 業 に お け る注 文 か ら製 品納 品 まで
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図2-6協 力 企 業 に お け る業務 フ ロー 図
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と し,全 体 の業 務 を 対象 に した分 析 は行 な ってい なか った 。 そ こで こ こでは2

～3の 企 業 を 例 に業 務 分 析 した結 果 を述 べ る こと にす る。

図2-6は,原 糸 か ら製 品 まで の一 貫 生産 を行 な って い る企業 の うち,横 編

丸綿 を主 体 と して婦 人 服 等 を生 産 して い る従 業 員約100名 程度 の 企 業 を と り

あ げ,こ の 企業 の業 務 フ ロ ーを図 示 した もの で あ る。

図 を簡 単 に 説 明す る。 得 意先 か ら 注文 の 指 示が くる と,そ れ に したが い,自

社 の商 品 企 画 部 門で サ ンプル を作 成 す る。 サ ンプル は得 意 先 で一 度 検 討 され る。

検 討 され た サ ンプル は 部分 修 正な り,原 糸変 え の再サ ン プル 作成 等 の指 示が 行

なわ れ る。 したが って 商品 企 画 部 で は,得 意 先 の 指示 に したが った 訂正,サ ン

プル の 作 成 の仕 直 しの連 続 であ る。 デ ザ イ ンす な わ ち製 造す る商 品 が 決 ま る と ,

得意 先 か ら納期,数 量 等の 注文 が あ る。 この 情報 は2つ にわ か れ,1つ は加 工

指 図書 を 作成 す るた め商 品 企 画 部 へ,も う1つ は 製造,納 期 の ス ケ ジ ュール,

コス トえ どを 決定 す るため 各 部 の 担 当者(責 任 者)を 集 め た生 産 会 議 に送 られ

る。 これ ら2つ の分 野 に わか れ た 情 報 は,生 産 工 程 で再 び1つ にな り,生 産 に

必要 な情 報 とな るわ け であ る。 生 産 工程 に おい て編 立準備,編 立,裁 断,縫 製,

仕 上,外 注先 の 各 部 門 を流 れ た 情 報 は 商 品(製 品)を 製 造 す る の に使 用 され る。

出来 あが った商 品は,営 業 をへ て得 意 先 に納 品 され る。 図2-6の 中で[⇒ は,

情報 だ け の 流れ で あ り,一 し は 物 と情 報 の(原 糸か ら編 まれ 裁 断 され 製品 と し

て 出来上 った もの と,そ れ まで の 流 れ の間 で 数 々 の伝 票,指 図 書等 を 指 す)流

れを 示 してい る。

以 上が 協 力企業 に お け る業 務 フ ロ ーの簡 単な 説 明で あ るが,こ の 企 業 で の基

本 的 な商 品企 画 は得 意 先 に依 存 してい て,自 社 で行 な うのは 部 分 的な 企画 にす

ぎな い こ と,ま た,サ ン プル作 成 につい ては数 回 訂正 指 示が 行 な わ れ るに もか

か わ らず,全 部 が 自社 で製 造 させ て も らえな か った り,途 中 で ボ ッ にな る企 画

製品が あ る こ とが 特 徴 的 であ る。 さ らに生 産 工 程 の最 後 の仕 上 げ を この企 業 は

外 注 に 出 してい るが,こ れ は 先 の モ デ ル企 業 との 大 きな違 いで あ る。 す な わ ち

品 質 管 理 を重視 す るの であ れ ぽ,こ の仕 上 工 程 を外 注 に た よる ことに は 問 題が
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図2-9 経 編 企 業 に おけ る業務 フ ロー図
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あ る と思わ れ る。

経編 企 業 にお け る 生産 工 程 に っい て見 て み よ う。 図2-7,図2-8は と も

に受注 生 産 体 制 を とる少 人 数 の 経線 企 業の 生産 工 程 図 で あ るが,一 方 は 多 品 種

少 量 生産,他 方 は少 品種 大 量 生 産 のケ ース を示す 。 こ こで 多 品 種 少量 生 産 とい

って も,他 業 種 す な わ ち 丸綿,横 縞,靴 下 業界 に比べ る と多 品種 少 量 生 産 の 量

は違 うが,同 じ経 編 業界 の 中で は 多品 種少 量生 産 の方 で あ ろ うと 思 われ る企 業

で ある。(生 産 工 程 の 詳細 につ い ては 過 去2年 間 の 調 査 報告 書 を参 照 。)

経 線業 界 にお け る業 務 フ ロ ー,す なわ ち,原 糸購 入 か ら製 品完 成 まで の物 の

流れ,情 報 の流 れ は どの よ うにな ってい るのか 。 先 出 の生 産 工 程 図 と同 じ協 力

会社 を例 に と って 図 示 した ものが 図2-9で あ る。

この 図 に よ って業 務 フ ロ ーを簡 単 に説 明 してお こ う。 自社 の営 業が 得 意 先 よ

り注 文 を取 って 来 て,そ れ を販 売 会議 や 生 販会 議 にか け,ス ケ ジ ュ ール の作 成,

配 台 準備,納 期,月 次 計画,原 糸 準備 等 を 決 定す る。 編 立 られ た 製 品は,自 社

で検 反す る所 と,他 で 検反 す る場 合 とが あ るが,い ず れ にせ よ検 反 の終 った 製

品 は営業 に よ り得 意 先 へ 納 品 され るわけ で あ る。 経 線 の 場合 は,先 に も述 べ た

よ うに 丸綿,横 縞,靴 下 と違 って多 品種 少 量 生産 体系 で は な く,少 品 種 大量 生

産 で あ り,そ れ ほ ど生 産 工 程が 細分 化 され て い な く,情 報 もそれ ほ ど多量 で 複

雑で はな いた め,他 の業 種 に比 べ る とシス テ ム化が な され てい る よ うで あ る。

特 に調査 を行 な った 協 力企 業 は,か な り前 か ら事 務 の 合 理化,機 械省 力化 が 行

な われ,さ らに シス テ ム化 へ と進 んで きた の では な い か と思 われ る。

次に 図2-10は,丸 綿 を主 体 と して原 糸 か ら半 製 品 の生 地 売 りまで の 部分

生産 を行 な ってい る企 業 の 業務 フ ロ ー図で あ る。 簡 単 に説 明す る と,得 意先 か

ら来た 注文 企 画 は 自社 の商 品企 画 部 で 図案 に 作成 し,そ れ を得 意 先 に検 討 して

もらい,さ ら に試 作 編 み,修 正 を加 え,得 意 先 の オ ーケ ーが で て 初 め て注 文 が

とれ る。 この他 に 自社企 画 が あ る。 自社で 企 画 した ものは,図 案 だ け で 注文 を

取 る場合 と試 作 編 み を したサ ンプル で注 文 を 取 る場 合 とが あ るが,情 報 の 流 れ,

物 の流れ は先 に述べ た の と同 じで あ る。 注 文 に よ り生 産 に入 るが,こ の企 業 も
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図2-10丸 綿 ・部 分生 産 に お け る注文 か ら製 品 まで
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図2-11靴 下 企 業 に お け る注文 か ら製 品 ま での 図
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生 産 会議 を 開い て月 次 計 画,ス ケ ジ ュ ール,納 期,配 台の 準備,原 糸 の購 入 等

を決 め て い る。 生 産 工程 では 企 画書 な る指 図 書 に よ って生産 が管 理 され てい る。

最後 に靴 下 業 界 に お け る代 表 的 な企 業 を例 に と り業 務 フ ロ ーを み てお く。

図2-11は,ソ ック ス,タ イ ツ,パ ンティ ス トッキ ング を生産 す る靴 下業

界 の 中核 ク ラス企 業 の 業 務 フ ロ ー図 で あ る。 この 協 力企 業 の特 徴 は,生 産 品種

別 に 独 立 採 算制 を と ってい る点 にあ るが,図2-11は その うち ソ ック ス の生

童 工程 とこれ に 関連 した 部 門 の業 務 フ ロ ーを示 す もの で,⇒ は情 報 の 流 れ,

⇒ は 物(原 糸 か ら製 品)の 流 れ で あ る。得 意 先 の 企 画 にな るデザ イ ンや 柄パ

タ ー ンが 営 業 を 通 じで 自社 の 商 品企 画 部 に 持 ち こ ま れ る と,こ こで サ ン プルが

乍成 され,こ の サ ン プル を 中 心 に得 意 先 との 間で 折 衝 が 行 なわれ る。 そ して,

この 折 衝が まと ま る と,契 約 に基 づい て営 業が 生 産 指 図書 を発 行 し,生 産 会議

を開 い て 原 糸 の仕 入 準備,各 生 産工 程 の管 理体 制 等 の 指示 が な され る。 そ れ 以

後 の処 理 につ い ては 生 産 工 程 ライ ンに の せ る だけ で あ る。 仕 上が った 製 品は,

営業 を通 じて得 意 先 に納 品 され た形式 を とる。 とい うのは,先 に も述べ た とお

り,こ の企 業 は 生 産 品種 別に独 立採 算 制 を取 ってい るか らで,製 品 を 営業 に渡

した と ころで 売 上 げ が 立 て られ る。 また 製 品 の外 注は 行な わず,経 編 企 業 の よ

うに 少品 種 大量 生 産 で はな く多 品種 小 量 生 産方 式 を と ってい る こ とに特 徴 が あ

る。

以 上 み て きた とお り,協 力 企 業 の業 務 の 流れ は,一 貫 生産 か 部分生 産 か とい

う生 産 形 態 に よ って も,ま た少 品 種 大 量 生産 か 多 品 種 少量生 産 か とい う生産 方

式 に よって も,か な り異 な ってい る。 したが って シス テ ム設計 を行 な うにあた

っては,こ れ ら の相 異 を念 頭 に おい て,シ ス テ ム化 が 可 能な と ころか ら順 次 実

施 して行 く ことが 必 要で あ ろ う。

2.4共 同 組 織 企 業 に お け る 業 務 分 析

共 同 組 織企 業 とは,同 じ よ うな メ リヤ ス製 品を 生 産 して い る企 業 が 数 社 よ り

あつ ま り.製 品 を トータル 的 に生 産 し よ うと し てで き た共 同企 業 の こ とで あ る。
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共 同 組織 企 業 の 目的 と しては,次 の よ うな こ とが あ げ られ る。す な わち,消 費

者 の フ ァ ッシ ョン情報 を 的 確 に キ ャ ッチ し,フ ァッ シ ョン化 に 適応 す る新 製品

の 開発,高 付 加価 値 商 品 の 開 発,原 糸購 入,生 産 ・流 通体 系 の 合 理化 な どのた

め に,短 サ イ ク ル化,多 品 種 少量 生 産化,ロ ス商 品 の 減 少,生 産 技 術 の 向上,

品 質 管 理 や 生産 工程 管 理 な ど従来 一 企 業 では で きな か った こ とを共 同 して研 究

開発 す る こ とで あ る。

(1)第1協 力 共 同 組 織 企 業

この 共 同組 織 企 業 は,目 ま ぐる し く変 わ るフ ァ ッシ ・ン動 向 を的 確 に とら え,

消 費 者 ニ ーズ に 対応 した商 品 の企 画 と多品 種 少量 生 産 方 式 に マ ッチ した 生産 が

行 な え る よ うに丸 編,横 縞 を 中心 と して 編 立,縫 製 の 企 業が 共 同 して 設立 した

もの で あ る。 これ は 従 来 の商 社依 存 か ら脱 皮 して 発 展 を図 るた め に も,ま た 商

品 の 多様 化,高 級化,商 品 の ライ フサ イ クル の短 縮 化 等 に 対応 してい くた め に

も,商 品 企 画 力 の 充実 が 必 要 で あ るが,そ の ため には 編 立 を主 体 と した 企 業 だ

け で は な く,縫 製 や仕 上,さ らには 染 色 とい った 工 程 も必要 で あ り,そ れ らが

一 体 とな って事 業 を推 進 す る こ とが 最 も効果 的 とい え る
。

図2-12は,第1協 力 共 同組 織 企 業 の機 構 図 であ る。 共 同化す る まで,個

々 の企 業 で は 情 報収 集 能 力 の 欠除,商 品 開発 の人 員 お よび能 力 不足 か ら新 商 品

の企 画 力 に 乏 し く,商 社 に依 存 す る割 合が 大 きか った の で,こ れ らの欠 点 を補

うた め,染 色 企 業 まで 含 め て,ニ ッ トメ ーカ ーが グ ル ープ化 して商 品 開 発 を行

な うと と もに原 材 料,副 資材 の共 同購 入,製 品 の共 同 販売 を行 な うこ とに な っ

た もの で あ る。 この グ ル ープは 小 児,外 衣 ニ ッ ト製品 を生 産 してい るが,図2

-13は
、商 品 企 画 を 中心 と した業 務 の フ ローを示 した もの で あ る。

(2)第2協 力 共 同組 織 企 業

第1協 力 共 同 組 織企 業 と 同様 な 目 的で 設 立 され た 共 同組 織企 業 で あ る。 現 在

1地 区 の ニ ッ ト関連 の糸 加 工 業,ニ ッ ト生地 製 造 業,染 色整 理 業,縫 製 業 な ど

30数 社 の 企 業が 参 加 して 商 品 開発,設 備 の近 代 化,取 引改 善 に 取組 み知 識 集

約化 を 目指 して活 動 を 行 な ってい る。 丸 編,横 編,経 編 を 中心 と して 婦人,紳
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第1共 同組織 企業の機構図図2-12
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図2-13商 品企 画 を 中心 と した業 務 フ ロ ー図

商品 開発

商品配分
品 質 管理 は メ リヤ ス検 査 協 会

得意先

運/乞営業

ll
肇 ぱ 慧 鷺㌘ ∵ の)

士,子 供,ベ ビ ー服 等 のニ ッ ト製品 を生産 してい るが
,こ の 共 同 組織 の事 業 は

図2-14に 示 す とお り,大 別す る と ,開 発事 業 と共 同施 設 事 業 の2つ に分 け

れ る・ 開 発事 業 部は ・内外 情 報 ,サ ンプ・レの 収 集,素 材 開発,生 地 開 発,生 産

管 理 技術 、技 術 指 導,リ ース事業 等 を主 体 と して い る商 品 技 術開 発 セ ン タ ー.と

内外 情報 ・サ ン プルの 収 集 もふ くめ た デ ザ イ ン開発
,新 商品 開 発 を主 体 と した

商 品 デザ イ ン開発 セ ンタ ーの2つ に 区分 さ れ る。 また共 同施 設事 業 は 商 品技 術

開 発 セ ンタ ーで 開発 された 素 材 の 量産 化 を行 な う合撚 糸 加 工工 場
,開 発 され た

新 素材 に よる生 地 の染 色 整 理 加 工工 場,縫 製 業 組 合 員の 共 同裁 断 工 場
,組 合 員

の製 品,商 品 の在 庫 お よび ア ソ ー ト機 能 を もつ 配達 セ ンタ ーの4っ に区 分 され

る。

さ ら に組 合 自体 の施 設 と して丸 編機,経 編機
,横 編 機そ の他 編 立 に必 要 な 附

属機,縫 製 等 に 必要 な附 属 機 な ど開発 に 必 要 な機 械 設 備 が取 りそ ろ え られ てい

る。 な か で も丸 編機 につい て は,柄 出 し制 御 装 置が 付 い てい る
。 カ ラ ー ・パ タ

ーン ・コ ン ピ ュ ータ ・シス テ ム も設 置 され てお り
,共 同組 織参 加 企業 だ け で な

く,広 く他 の企 業 も利 用で き る よ うに考 え られ て い る。
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3.企 業 内 情 報 シ ス テ ム

3.1モ デ ル 企 業 に お け る情 報 シ ス テ ム の 機 能 分 析

昨 年度 の シ ス テ ム 分 析 で は ・生 産工 程 な らび に生 産工 程 に関 連す る部 門 の

伝 票 ・台 帳 ・カー ド ・指 図 書 等 か ら得 られ る情 報 を情 報 ア イテ ム と して,情 報

ア イテ ムの数 ・頻 度 ・さ らに は 入 出部 門の 明確化,流 れ等 に つ い て調 査 ・分 析

を行 な ったが,ど ち らか とい うと生 産 工 程に 主 力 を置 い て情 報 や 物 の流 れ を 明

確 に し シ ステ ム化 の手 順 を考 え た。本 年 度は,自 社 工 場 に お け る生 産 工 程 だ け

で は な く ・外 注 工場,外 注 先,加 工先,加 工 工場 等 に おけ る情 報 や 物 の流 れ お

よび 仕 入 業務 に 関す る物 と情 報 の流 れ に つ いて 分析 す る。

{1)外 注 先 に お け る業務 処 理

図3-1は,過 去2年 間 の調 査 にお い て明 らか に した 生 産 工 程 図 に 外 注関 係

業 務 を加 え て,業 務 の流 れ を 示 した もの で あ る。
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外 注 関係 の得 意先 は製 品 の注 文 主 を指 し てお り,商 社,問 屋等 か ら注 文 を う

け て生 産 した製 品 を納 入 す るわ け であ るが,最 近 は機 械 の発 達 と と もに注 文 主

(得 意 先)か らの受 入 出業 務 に 注文 主 用 の特 定 の伝 票 を使 用 す る こ とが 多 くな

つて きて い る 。 この よ うな得 意 先 の 事務 省 力化,能 率 化 は生 産 企 業 の業務 処 理

面 の混 乱 を招 い てい る。 これ は仕 入先,加 工場 等 に も同 じ ことがい え る。仕 入

れは,原 糸 の注 文,附 属 品 のた め の副 資材 の注 文,包 装 材 の注 文 等 であ るが,

問題 は,注 文 書 を発 行 した あ と,実 際 に注 文 の物 が 搬 入 さ れ る納 期 で あ る。

コ ー ンア ップ ・染 工 場 に つ い ては ,加 工 工場 で の ス ケ ジ ュー ルす な わ ち生 産

計 画 管理 シ ステ ムが整 備 され てお れば,問 題 は ほ ぼ 解 決 で きる 。染 工場 を例 に

とる と,染 色 の予 約 を して も予 定通 りに染 色 が上 が る か ど うか 定 か でな く,納

期 内に お さ まる こ とは まれ で あ る。 そ のた め生 産 工 程 ライ ンにそ の影 響 が 及ぶ

わ け であ る。 モ デル 企 業 に お い ては染 色 が上 が って く ると倉 庫 で一時 保 管 し,

時 期 をみ はか ら って生 産 工程 ラ イ ンに の せ て い る。 し か し なが ら至 急 の場 合 は

そ れ だ け の余 裕 が ない た め,結 果 的 に は編 立 や 縫 製 工 程等 で納 期 に あわせ てい

る のが現 状 であ る。

編 立外 注 工 場 で は,得 意 先 との関 係 で 問題 に な っ てい た 事務 処 理 上 の 問題 は

な く,染 色 加 工 と同 様,納 期 の 問題 が一 番 多 く,次 い で技 術 上 の 問題 が 多 い。

事務処 理 は,こ ち らか ら注 文書,委 託 加 工 指図 書,納 品書 までを 準 備 してい る

た め問題 は な い。 縫製 外 注 工場,内 職 に つ い て も編 立 外 注 工場 と同様 で あ る。

{2)モ デ ル企 業 と外 注先 の情 報 の流 れ

図3-2は,モ デル企 業`こお げ る諸業 務 な らび に諸 管理,情 報 の 流 れ,物 の,

流 れを示 した もの で あ る。 この図 の二重 線 でか こ ん であ る部 分が 外 注先 ず な わ

ち 自社 で処 理 で きな い 部 分 で あ る。 図 の ⇒ は情 報 の 流れ で,・ ● は物 の流 れ

を示 す。 また,こ こで い う外注 先 とは,編 立 ・縫 製 ・仕 上 ・染色 等 の 工程 作 業

を一 部 分請 負 で行 な って くれ る下 請 け工 場 や 内職 先 等 を さ してい る。

工程 順 に外 注先 との 関係 をみ る と,ま ず 染 色 工場 が あ り,原 糸 を注 文 主 の 依

頼 す る色 に 染 め あ げ るわ け で あ る。 染色 に かか る期 間 は,原 糸 か ら製 品 まで の
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諸管理の概略図モ デ ル企 業 にお け る諸 業務
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工 程必 要 期 間 の3分 の1で あ る。 ここで 必要 とさ れ てい る情 報 は 次 の通 りで あ

る。

表3-1

情 素 材 出荷年月 日 入 荷 年 月 日 予定 出荷年月 日
報

ζ
ロ ッ ト 重 量 発 行 年 月 日 色 色 香

z 得 意先 納 期 染上 り予定 日 染 入 荷 明 細 染 付 数 量

この 表 の情 報 を基 に し て企業 側 と外注 先 側 の情 報 の流 れを示 す と図3-3の

よ うで あ る。

モデル企業からの情報 染 色加工場からの情 報

素 材,重 量

色,得 意 先

納 期,出 荷 年月 日

発 行 年 月 日

唾付注文iiう

r

素 材,重 量

色,色 香,ロ ット

染 上 り予 定 日,納 期

入荷年月 日,発 行年月 日

染 入 荷 明 細

ら

モデル企業での業務処 理

r

↓

生
産
工
程

工
程
管
理
課

へ

電話,伝 票類

に よる伝達

染
色
指
図
書

・生 産 工程計 画 表 の作 成

・加 工 指 図書 の作 成

・そ の 他

・倉庫 へ の一時 保 管

・染 色 チ ェ ック

『

▽

口
糸 繰 り工 程

コー ンア ップ

糸 繰 り 上 り日

u

素材,重 量,色

色 番,ロ ッ ト,納 期

得 意先,出 荷 年 月 日

染 付 数 量

染色加工場での
業務処理

納品書

納 品書

∪
コ ー ン ア ップ

糸 繰 り工 場

糸 繰 り 上 り 日

図3-3
生産工程へ
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染 色 工 場 の次 は,糸 繰 り ・コ ー ンア ップで あ る。 モ デル 企業 で は 自 家 工 場で

糸繰 り ・コー ンア ップを 行 な ってい るが,自 家工場 で間 に 合わ な い場 合 に は外

注 に 出 し,染 工場 か ら糸繰 り工 場 に 原 糸 は送 られ る
。 表3-2は,糸 繰 りに 関

す る情 報 ア イテ ム群 で あ る。

表3-2

曇
糸 繰 り 糸繰 り工場 糸 繰 り上 り日 コー ン ア ップ 納 期

ア

イ

玄 納入方法 出 荷 数 量 入 荷 重 量

次 は 編立 外注 工場 で あ る。 完成 品 に よ って違 いが あ るが ,身 頃 の 部 分 や 附 属

の部 分 等 を外 注 先 に編 ませ るわ け で,編 立 の条件 に 合 った機 械 を も って い るか
,

表3-3

情
報
ア

工 番

目 付

品 番

発 行 年 月 日

品 名

色 別

原 糸

サ イズ

機 械

数 量
イ 使用原糸量 仕 上 りサ イズ 納 期 カ ー ド%. 色
テ

ム

ロ ッ ト 〃6 . 目 方 色 香 枚 量 番 手
得 意 先 伝 票% 投 入 編 立

図3-4

モ デ ル企 業 か らの 情 報

自
社
編
立
工
程
し

工 番,品 番,品 名

原 糸,機 械,目 付

色 別,サ イ ズ,数 量

使 用原 糸 量,仕 上 りサイズ

納 期,発 行 年 月 日

編立 外注工 場の情 報

璽
委託加 工原糸台帳

o編 立 日報 の作 成

o編 立 月 数 の作 成

oス ケ ジ ュー ル 表 の 作 成

』
縫製準備 工程へ

工 番,カ ー ド%,品 番

品 名,色,ロ ッ ト%

サ イ ズ,数 量,目 方

納 期

編 立加工納品伝票
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または 技術 の程 度 等 を 見た上 外注 先 を決 定 す る。 これ に 関 係 す る伝 票 か らの情

報 ア イテ ム は ・表3-3に 示 す通 りで あ る。(前頁参 照)

モ デル企 業 で は,編 立 工程 を一 つ の独 立 した工 場 とした 形 で考 えてい る
。 こ

れは 編 立 工 程で の 業務 処 理 を複 雑 化 させ な い た め と,コ ス トお よび納 期 を基準

に して自 社編 立 と外 注 編 立 の組 合 せ で処 理 す る ため で あ る。外 注 編立 は 外注課

が管理 し てい る。情 報 の流 れ は,自 社 で流 してい る情 報 と同 じで あ る。 問題 は,

情報 の 流 れ で はな く,納 期 の面 で あ り,外 注 管 理 が 充実 してい るか い ない か で

この辺 の問題 が 決 つで くる よ うで あ る。

編立 工程 に お け る外 注 工場 とモ デ ル企 業の 関 係 は,図3-5に み る とお りで

あ る。 編 立 課 と外 注課 との打 合 せに よ り自 社 で編 立 る か外 注 工場 で編 立 るか を

図3-5モ デル企 業 と外 注工 場 の 関係(編 立 工程)

編立課

打合せ

外注先

原 糸 ふ りわ け 『

号

自家編立工程
■

●

外注先 編立工場 "

⇒ 纏 準備工程

外注管理 入出荷管理

委託加工指図 納品 ・納 入
外 注依頼書 そ の 他

進捗 管理

決 定 す る。 そ の情 報 に基 い て原 糸 は 自社 と外 注 先 とに ふ りわ け され る。 外 注 先

の工 場 は この原 糸 を受 入 れ,編 立 加工 指 図書 に よって 編立 るわ け であ る。編 立

の終 った 製 品(半 製 品)は 自家 工場 の 掃 立 工 程 に入 荷 さ れ るが,こ れ に関 係 し

た情 報 は外 注課 に 入 るわ け で あ る。 モ デル企 業 では,こ の 部分 の外注 管 理 に と

一80一



くに 問題 は な いが ・納 入 さ れ た製 品 の 品質 に つ い ては 問 題が 残 る
。 したが つて

品 質検 査 を行 な って デ ー タを取 っ てお けば,以 後 の外 注 編 立先 選 定 に 利 用 した

り,外 注 先 の技 術 指導 に役 立 た せ た りす る こ とが で き るわけ であ る
。

最 後 は ・編 立 られ た 半製 品 が縫 製準 備 工 程 をへ て送 ら れて くる縫製 工程 で の

外 注 で あ る。 編 立 られ た半 製 品が まわ って くる縫 製 準 備 工 程 で は,あ る もの

は裁 断 の ため の品 ぞろ え を行 な った り,柄 合 せ を行 な った り,裁 断 のす んだ 半

製品 は 附属 部 品 が そ ろ ってい るか,フ ァス ナ ー,ボ タ ン,縫 糸等 副 資 材 は そ ろ

ってい るか を調 べ,順 次縫 製 工 程 に送 りこまれ る
。 そ して,縫 製 工 程 では,自

社 で縫 製 を行 な う もの と,外 注 工場 に出 す もの とに 振 分 け られ るが,外 注 先 の

選 定`二際 して縫 製 に必 要 な機 械 と技術 能 力 の 問題 が で て くるわ けで あ る。 し か

しな が ら この縫 製 工 程 で は,編 立工 程 とは異 な って外 注 課 を も うけ てい な い 。

外注 課が設 定 で きな い理 由 は数 多 くあ る様 で あ るが,縫 製 作 業 の複 雑 さ,そ れ

ぞれ の製 品 に よ る縫 製方 法 の違 い,製 品 納 期 の 違 い な どが 理 由 と してあ げ られ

るo

ここ で理 由の1つ としてあげ られ た「それ ぞれ の製 品に よる縫 製 方 法 の違 い」

は,一 つ の製 品 を仕 上げ る作 業 工数 計算 の問題 で あ る。 図3-6は,モ デ ル企

業 に お け る リンキ ング作 業 の項 目 と工数 を示 した もの で あ る。 これ に よ って従

業 員が リ ンキ ング の作 業 に どれ だけ の時 間 と どれ だ け の技 術 力 が 必要 か,ま た

どの 程度 の コ ス トが か か るか な どを 総 合 して,製 品 の 工 数 を割 り出す こ とが で

き,工 数 を計 算 す る ことに よ って外 注 先 に対 す る一 つ の基 準 が 設定 で き るほ か

原 価計 算,納 期,他 製 品 との ス ケ ジ ュール 調 整,機 械 の配 台準 備,人 の 手配,

外 注 先 へ の 発 注準 備,手 配 等 が 容易 に な ると考 え られ る。 この作 業 工数 計 算 は

今 後 システ ム化 を考 え る 上で の大 き な課 題 で あ ろ う。

縫 製 工 程 で外 注 に 出す 先 は,縫 製 に必 要 な機 械 と技 術 能 力の そ ろ って い る縫

製 専 門工場,内 職 先 で なけ れ ば な らな い が,現 実 には そ れ に納 期 まで に製 品 を

納 入 す る能 力 が加 わ る。

表3-4は,自 家 工場 に お け る外注 関 係 の情 報 ア イ テ ム,ま た 表3-5は,
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外注 先 で取 りあつ か う情 報 ア イ テ ムを示 す(表3-5は85頁 に掲 載)。

表3-4 自家 工場に おけ る外注関係情報

情
報
ア
イ
テ
ム

発 行年月 日

色

日 付

工 番

サ イ ズ

数 量

カー ド%

納 期

品 番

出 荷%

納 入 先

指定納期

これ らの情 報 を も とに外 注 先 工 場 に お け る情 報 の流 れ を 図3-7に,内 職 先

に お け る情報 の 流 れ を 図3-8に 示 した。

図3-6-1リ ン キ ン グ 作 業 項 目 図 式
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図3-6-2 リ ン キ ン グ 工 数 表

工 数 は10枚 単位

ス タ イ ル 記 号 作 業 項 目 工 数 ス タ イ ル 記 号 作 業 項 目 工 数 ス タ イ ル 記 号 作 業 項 目 工 数

カ ー デ C-1 袋 付 リンキ ング 60

C-2 2×1リ フ 68 前 割 ペ ス ト D-1 衿 脇 96

C-3 片袋編衿(蚕 ㍊ ・ 70 タ ー トル T-1 1×1総 ゴム 衿付 24 D-2 1Bベ ス ト(裾) 30

T-2 2×2〃 30

T-3 特 殊 リブ 〃 40 ベ ア ト ップ E 胸まわり

ポ ロ P-1 衿 前立 40 T-4 袋付 〃 24 ボー トネック F 衿 付 40

P-2 衿のみ 30 T-5 オ フ タ ー トル 35 マ フ ラ ー G

P-3 パ イ ピ ングの み 40 T-6 角 衿 30

P-4 前立のみ 15 一 ゴム付 R-1 シ ン グル袖(2枚) 20

P-5 桧 前立パイピング 80 R-2 裾 40

Vセ ー汐 一 V-1 総 ゴ ム1×1V衿 34 R-3 ダ ブ ル 袖 30

V-2 ク ロスV衿 45 R-4 裾 50

前割 ポ ロ B-1 衿前立付 60 R-5 前身のみ(ゴ ム付) 20

B-2 衿パイピング付前立 120 Vベ ス ト A-1 袋付(衿 脇) 80 R－6 提灯袖ゴム付 30

B-3 衿付 カー デ ー 80 A-2 1×12×1リ ブ衿 協 80

B-4 衿 付 30 A-3 特殊リブ 90

B-5 衿先 パ イ ピ ング 40 A-4 脇のみ 46

B-6 前立のみ 30

B-7 ポケ ッ トロ(2ツ) 24
'「



表3-5 外 注 先 か ら の 情 報

工 番 カ ー ド 〃6. 品 番 品 名 色

情 発行年月 日 ポ ロ タ ー ト ル
一"

カ ー ア ィ ー 数 量

報 単 価 金 額 出 荷% 切 ボ ケ タ タ キ

ア 衿 リンキ ング パ イ ピ ン グ ゴ ム リンキ ング ベ ス ト 張 ポ ケ ッ ト

イ
後 切 りポ ケ ッ ト 衿 ツ ケ 丸 オ ー バ ー ゴ ム オ ー バ ー Wゴ ムオ ーバ ー

ス ク イ シ ー ム 裁 断 込 糸 ホ ド キ リ

テ
毛 羽 ル ー プ

}⊥
則 」ム イ タ リ ア ン V衿 先

ム
肩 ボ タ ン芯 入 裾 ま つ り 脇 り P千 鳥

合 計

3.2協 力 企 業 に お け る 情 報 シ ス テ ム の 機 能 分 析

こ こで と りあ げ る のは 丸 綿,横 縞,経 編,靴 下 の4業 種 につ い て調査 した 協

力企 業 の情 報 シ ステ ム の機 能 分析 で あ る。

モ デ ル企 業 と同様,協 力 企 業 につ い て も外 注 管理 は重 大 な問 題 とな って い る。

ほ)協 力企 業に お け る業 務処 理

図3-9に 示 す丸 綿 企 業 は,外 衣 関 係 を主 に生 産 してい るが,原 糸 買い か ら

生 地 まで の部分 生 産 企 業 であ る。 部 分生 産 で あ るた め か,外 注 先 に依 存 してい

る部 分 は な く,か りに あ る とす れ ば,先 染 に 当 る染 工 場 を 外 注先 と見 る しかな

い で あ ろ う。 この染 工場 に お け る業務 処 理 は モ デル企 業 とあ ま りか わ らな いが,

モ デ ル企 業 との 違 い は,伝 票 ・台 帳類 に よる管理,業 務処 理 を行 な っておち ず,

口頭 に よ る処 理 で あ り,後 に ドキ ュ メ ン トが残 らな い こ とであ る。

図3-10は,原 糸 買い か ら完 成製 品 まで 一 貫生 産 を行 な う横 編 企 業の 業務

の流 れ 図であ る。 ⇒ は情 報 の流 れ,⇒ は 物 の 流 れ で あ る。 図 に 見 られ る と

お り外 注 に関係 の あ る部 分 は,編 立 工程 と裁 断,縫 製,仕 上 ・包 装 の各 工 程 で

あ る。
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図3-7外 注先工場 にお ける情報 の流れ

一

縫

製

工

程

「

ll

lー

.
ー

.1

L

委託加工台帳

発行年月 日 工番

カー ド%品 番

納入先,色 数 量

指定納期 出荷%

縫 製委託加工伝票

上記情 報 を

チ ェ ック す る

… 『 一昔 一 一 縮 伝票

仕上工程へ 請 求 書

外注先受入

発 行 年月 日 工番

カ ー ド%品 番

納 入先,色 サ イズ

納 期 出荷%

工 番 カ ー ド%,色

品 番 数,出 荷%

リンキ ング,パ イ ピ ング

ベ ス ト,ス ク イ,シ ー ム

外注先 出荷

図3-8内 職 先 に お け る情 報 の 流れ

縫

製

工

程

「

-1

`
ー

ー̀

・ー

作 業指示 カー ド'一 一一 ー 一寸

中の 小 力_ド

リ ン キ ン グ

カ ー ド

切

ド一

羽

力荷

毛

出

」

へ

廿

躍

一

世

－
L

票伝

書

品

求

補

講

58

内職先受入

工 番,カ ー ド%

色,サ イ ズ

納 入 先 ・数 量

母
工 番 カ ー ド%

品 番 品 名,色

数 量,単 価 金 額

ポ ロ,タ ー トル,カ ーデ ィー

内職先 出荷



図3-9 部分生産 形態 企業の伝票 の業務処 理図
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図3-10は ・!靴下 企 業 に おけ る業務 処 理 図 で あ る。 図 か らはわ か らな いが

伝 票 類,台 帳 類 を整 理 す る と この 企 業 の 業務 処 理 は コ ス ト中心 で あ る こ とが 分

る。 この他 に経 線 企 業 に お け る業務 処 理 につ い ては前 項で 述 べ た の で こ こで は

省 略 す る。

し か し,こ れ まで の調 査 報 告 で も述 べ た こ とだ が,協 力 企 業 に お け る業務処

理 に つ い ては,情 報 不 足 の ため,充 分 な 業務 処 理 図 を 示す ことが で きな か った 。

図 に 整 理 した 限 りで は シス テ ム化 へ す ん な りと進 め る ように見 え るが,現 実 論

とし て は かな り困 難 で あ る。各 工 程 ご とに シ ス テ ム化 を考 え,長 い期 間 をか け

て実 施 す る こ と,機 械 の 近代 化 を 図 るの では な く,ま た コ ンピ ュー タ等 を導 入

す る こ とに よ りシ ステ ム化 がな され るので は な く,コ ンピ ュー タ を導 入 す る前

に シ ステ ム化 を行 な ってお くこ とが 必 要 で あ る。
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図3-10 靴下企業における業務処理図

「
11営 業l

l}
ll得 意先 生産会i議
パ 。一ン 」

〉

li
Il

l

l

見本1

品名'価 格 の決 定
▽

糸 検 算

確 認 書

'

i

、

生 産会議

(生 産計画)
1

契約書

▽
{

l
l▽

生産指図書

糸決定 染色

仕入先

原 糸

」
管 理 カ ー ド

原 糸
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② 協 力企 業 と外 注先 の情 報 の流 れ

協 力企 業 と外 注 先 の情 報 の流 れ につ い て は,図3-9を もとに,丸 編 企 業に

お け る外 注先 との情 報 の流 れ を説 明 す る こ とに し よ う。先 に も述 べ た とお り,

口頭 に よる発 注で あ るが,伝 票 類 を分析 す る と次 の情 報が え られ る。 これで 見

る限 り,先 に述 べ た モ デ ル企 業 の コー ンア ップ ・染 工 場 を外注 先 と見 た場 合 と

同様 な 情 報が 主 体 とな って い る こ とが わ か る(表3-6参 照)。

横 縞 企 業 にお け る情 報 の 流 れ を先 に掲 げ た 図3-11に よ って見 てお こ う。

編立 工程 は,自 家 工場 で の親 立 と外 注 工場 に よ る編立 の2つ に分 か れて い る。

外注 編立 工 場 で の業 務 は,編 立 だ け で な く,編 立が で きた製品 の検 査 作 業 が 含
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表3-6染 色 工場(外 注 先)に 関 す る情 報

嬢
年 月 日 品 名 入 荷 重 量 出 荷 重 量 指 示 月 日

z 品 番 ロ ッ ト% . コ ー ン ア ッ プ 工 賃 染色加工費 糸 種
テ
ム 染 工 場 加 工 場

図3-11一 貫 生 産 形 態 企 業 に お け る業務 の流 れ

得意先

営 業 仕入先

全体会議 連絡会議

|
企画開発

染 工 場

ユユ
一 一 一 一 一

裁 縫 仕 検 包

『 → 一 ⇒

断 製 上 査 装
一 一 一 一 一 ■ 一

外

注

編

立

o

縫

製

先住

o

裁

断

外

o

包

装

o

仕

上

一88一



まれ てい る。 そ の後,後 染 を行 な う場 合 は染 色工場 へ,そ うで な い場 合 に は生

地 の まま親企 業 へ そ れ ぞ れ送 ら れ る。 こ こで使 用 され て い る情 報 は 表3-7の

通 りで あ る。

表3-7編 立 ・染 色 工場 に 関 す る情 報

情 整 理% 発 行 日 付 品 番 品 名 色

報 サ イ .ズ 数 量 素 材 目 付 番 手

ア ロ ッ ト 〃6 作 業 番 号 染 色 生 地 検 品 染 色 日付

イ 生地検品 日付 出 荷 先 納 期 発行伝票% 色 相

テ ロ ッ ト 最終編立完了日付 色 明 細 編 立 編 立 数

ム 受 注 先 加 工 賃 出 荷 日

これ らの情 報 を も とに して外 注 先 で の情 報 の流 れ を示 す と図3-12の よ う

に な る。

図3-12編 立 ・染 色 工 場 に 関 した情 報 の流 れ 図
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裁 断 ・縫 製 ・仕 上 ・包装 の各 工 程で 必要 な情 報 は 表3-8に,ま た この情 報

の流 れは 図3-13に 示 した とお りで あ る。 調 査 を行 な った企 業 は,裁 断か ら

包 装 までの す べ て の工 程 を外 注 に 出 してい る点 に注 意 され た い 。

表3-8裁 断 ・縫 製 ・仕 上 ・包装 に関 す る情 報

整 理% 発 行 日 付 品 番 品 名 色
情

サ イ ズ 数 量 単 価 金 額 素 材
報

ロ ッ ト 作 業 番 号 ス タ イ ル% コ ー ド%. 工 程
ア

検 品 仕 上 裁 縫 検 品 日付 仕 上 日 付
イ

裁縫 日付 出 荷 先 加 工 賃 納 期 発行伝票%
テ

機 械 経 上 り日付 受 注 先 得 意 先 受 注 数
ム

出 荷 出 荷 日 副 資 材 仕様 書% ボ タ ン

o

チ ー フ 桂 上 り 身 巾 身 丈 袖 丈

袖 巾 肩 巾 袖 付 附 属 内 職

図3-13裁 断 ・縫 製 ・仕 上 ・包 装 に関 す る情 報 の流 れ 概略 図

巳璽]∈三
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表3-9生 産 工程 別,頻 度別 情 報 ア イテ ムー 覧去

り

図

巾

頃

ス

冬

番

穴

法

横

断

縫上身一仕指肩後,シ秋元横寸機裁本

期

%

巾

地

穴

先

ル

械

巾

ム先袖意イ一

袋意タ納得身偏…横得ス機袖ネ

%

材

計

先票意

秋

冬伝素合符

先

製

丈

頃

属

番

穴

本

他

備
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縫
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文
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図3-13に は,す べ て の情 報 を書 き こめ な い た め除 い て あ る。 各 情 報 は,

委 託加 工 指 図書 や 加 工伝 票,出 荷伝 票 等 に よって流 れ るわ け で あ るが,こ の伝

票 自体 が 自家 工場 へ もど らな いで作 業 内容 の違 う外 注エ 場 の 間 を流 れ て行 くわ

け で あ る。

経 線 企 業,靴 下企 業に お い ては十 分 な 情報 量 が得 られ な いた め情 報 の流 れ を

明 確 に す る こ とが で きず,こ の項 で は省 略 す る 。

3.3モ デ ル 企 業 に お け る企 業 内 シ ス テ ム 設 計

前項 シ ス テ ム分析 では 外 注 管理 を 中心 に述 べ て きたが,シ ステ ム化 の結 論 と

もな るのは デ ー タ ・ベ ース で あ る。 以 下 このデ ー タ ・ベ ー タを 中心 に企 業 内 シ

ステ ムの設 計 を行 な う。

ほ)企 業 内情 報 処 理 に お い て必 要 とす る情 報

企 業 内 シス テ ムの設 計 にお い て 必要 とす る情 報 を伝 票 類や 管理 台帳 類 を基 に

して調 べ た結 果 を一 覧 表`二 して 示 す と表3-9の とお りであ る。 この一 覧表 を

基 に し て各 工 程 ご とに必 要 な情 報 を抽 出 し,デ ー タ ・ベ ース を作成 す る のが本

節 での 課 題 で あ る。

①企 業開 発 ・総 務 ・営 業 関 係 の情 報

表3-10

色% 数 量 附 属 号 袖 丈

情 色 年 月 日 サ イ ズ 合 計 身 丈

報 M L 工 番 品 名 身 巾

ア
素 材 納 期 仕 上 り 機 種

イ

編 立 縫 製 指 図 指定 サ イ ズ 袖 丈

袖 巾 元 番 寸 法 伝 票% 前 身 頃
テ

後 身 頃 袖 デザ イ ン 得 意 先 目 付

ム
胴 原 料 番 手 糸 繰 り 縫製準備

機 械 投 入 出 荷 先 先 発 見 本 単 価
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表3-10に 示 した情 報 ア イテ ムの上 段 に記 載 し た アイ テ ムは,こ の工 程 で

必要 性 の 高い 情 報 で あ り,下 段 の アイ テ ムは上段 に比 較 して,あ ま り使 用 され

ない情 報 で あ る。 この他 に も情報 ア イ テ ムは あ るが,表 示 した よ りは使 用 頻 度

が 低 い ので 表 か ら除 い た。

② 外 注 課 と外 注 先 で使 用す る情報

表3-11

カ ー ド%, 色 年 月 日 サ イ ズ 品 番

情 合 計 王 春 ロ ッ ト ロ ッ ト%, 数 量

報 品 名 納 期

ア 伝 票% M L 胴 袖

イ 素 材 機 種 納 入 先 枚 数 大 取

テ 出 荷 枚 数 指 図 数 量 編 立 数 不 良 品 加 工 明 細

ム 不 良 品 数 重 量 前 身 頃 後 身 頃 LL

枚 合 計 備 考

表3-11は,外 注 課 で取 りあ つか ってい る伝 票,管 理台 帳 か ら収 集 した情 報

ア イテ ムで あ る。 上段 は この工 程 す なわ ち外 注課 な らび に 外注 先 で必要 と して

・い る情報 で あ る。 下段 は そ れほ ど必 要 と しない情 報 で あ るが,作 る製 品 に よ り,

そ の情 報が 重要性 を お び る情 報 ア イテ ムで あ り,常 時 必要 とす る情 報 でない 。

しか し なが ら外 注課,外 注 先 で使 用 され てい る情 報 は か な り多 くあ り,こ こで

は,必 要 で あろ うと思 わ れ る情 報 だ けを表 示 した。

③ 編立準備 工程で使用する情報

表3-12

情
報
ア
イ
テ
ム

品 番

ロ ッ ト%,

色

ロ ッ ト

色%

年 月 日

合 計

数 量

素 材

工 番

品 名

納 期

納 入 先
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情 伝 票% 色 香 名 柄 入 荷 量 春

報 夏 秋 冬 生 発 見 機 械
ア

イ 部 分 身 丈 身 巾 袖 丈 投 入

テ
得 意 先 編 立 加 工 先 納 入 先 番 手

ム

身 頃 原 糸 入 荷 目 付 現 物

このモ デル企 業 では先 に も述 べ た ように編 立準 備 の工 程 が ないが,編 立 工 程

での 範 囲 が 非 常 に広 いた め,編 立 準 備工 程,編 立 工 程 の2つ に区 分 した。 また

この編 立 準 備 工 程 と編立 工程 で使 用 さ れ てい る伝 票類,管 理 台 帳類 が 非 常に 多

く,他 工 程 をふ くめた全 情 報 の 半分が こ こで発生 してい る こと も2つ に 区 分 し

た理 由で あ る。 と ころで編 立 準 備工 程 で 必 要 とされ てい る情 報 は,非 常 に少 な

い。 これ は ほ とん ど上段 に 表示 し てい る情 報 ア イテ ムが 多重 に 使 用 され てい る

た め であ る。 下段 につ い て も同様 で あ る し,表 に表 示 され て い な い情 報 ア イ テ

ム も他 の 工程 か らみ る と非 常に 多 い ことが わか る。

④ 編 立 工程 で使 用 す る情 報

表3-13

カ ー ド〃6 色% 数 量 納 期 袖 丈

品 番 色 年 月 日 附 属 ロ ッ ト%.

情 M 工 番 サ イ ズ 納 入 先 L

報 品 名 身 丈 ロ ッ ト 合 計 素 材

ア
身 巾

伝 票% 編 立 者 機 種 胴 袖
イ

備 考 実働時間 目 方 枚 数 大 取

テ
出荷枚数 指図数量 所要時間 LL 稼 動 率

ム 編 立 数 不 良 品 枚 名 称 前 身 頃

後 身 頃 不良品数 重 量 不 良品明細 加 工 明 細

重 量 春 夏 秋 冬
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編 立工 程 で使 用 され る情 報 量 は、 他 工程 に比 べ る と,情 報 ア イテ ム数 の点 で

も,ま た 使 用 頻度 の点 で も群 を抜 い て 多 い。 これ は,モ デ ル企 業 に お い ての シ

ステ ム 化が 進 ん で い る こ と,情 報 の発 生 源 が前 述 の編 立準 備 工 程 と この編立

工 程 に 集 中 して い るた めで ある。 したが って デ ータ ・ベ ース作 成 の基 準 もこ こ

に 焦点 を あわ せ るべ きであ る。

⑤ 縫 製 準 備 工 程 で使 用 す る情 報

モ デ ル企 業 では す で に この工程 の システ ム化が 進 み伝 票 類、 管理 台 帳類 は 簡

単 化 され てい るた め,伝 票類,管 理 台帳 類 か ら の情 報 の収 集 は困難 を きわ めた。

問 題 は,次 の 縫 製 工 程 で も同 じ こ とが い え るが,外 注 先 の 管理 で あ る。 現在

行 な わ れ て い る方 法 は,カ ー ド一枚 に よる 管理 で あ り,危 険性 が あ るほ か情報

量不 足が 目立つ 。 シ ステ ム化 す る 際 の要 注 意点 で あ る。

表3-14

情 品 番 M 年 月 日 品 名 身 巾
報

ア

・

納 入 先 L 王 春 身 丈 袖 丈

イ 素 材 裁 断 納 期 投 入 検 品
テ

ム
附 属 サ イ ズ 編 立 リ ン キ ン グ 仕 上

原 糸 身 頃 数 量 枚 本 縫

⑥ 縫製 工程 で使 用する情報

{3-15

情
カ ー ド 〃6. 納 入 先 年 月 日 納 期 品 番

報 色 工 番 サ イ ズ ロ ッ ト 数 量
ア

イ 出 荷% 数 枚 伝 票% 合 計
テ
ム

ス ク イ 出 荷 枚 数 シ ー ム 品 名 単 価

金 額 パ イ ピ ン グ ベ ス ト 切 ボ ケ 毛 羽

ここで 縫製 工 程 とい うの は,縫 製,仕 上,包 装 ・検 品 の各 工 程 を一括 した総

称 で あ るが ・これ らの工 程全 てを ふ くめて 必 要 とす る情 報 は,上 段 のみ の情 報
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で あ る。 さ らに 量は 少 ない が,必 要 とす る情報 を下段 に表示 した
。 この よ うに

縫製 準備 工程 とともに縫 製 工 程 の情 報 量 は他 の工 程か らみ る と少 な い
。 しか しな

が ら,表3-15の 上 段 に 表示 され た情報 ア イ テ ムは ,他 の 工 程 で も使 用 され

る情報 で あ る ことが わ か ろ う。

各 工 程 で 必要 とされ る情報 は以 上 に表 示 した とお りで あ るが ,次 に各 管理 に

お け るデ ー タ ・ベ ー ス を表 示 し説 明す る ことにす る
。

⑦ 工 程 管理 にお け るデ ー タ ・ベ ース

数 あ る管理 の 中で まず 第1に あげ られ るのが この 工 程 管理 に お け る情 報 量
,

情報 頻度 で あ る。 表3-16の 上段 に表 示 した のか 工 程 管理 に お け る伝 票 類 ,

管理台 帳 類 で つ ねに 使 用 され る情 報 ア イテ ムす な わ ち デ ー タで あ る
。

表3-16

秋 冬 春 夏 投 入 合 計

情 丈 サ イ ズ 袖 品 名 素 材

報 工 番 色 年 月 日 数 量 納 期

ア 品 番 納 入 先 ロ ッ ト 巾

イ カ ー ド%, 編 立 数 M L LL

テ 前 身 頃 後 身 頃 身 頃 リ ン キ ン グ 編 立

ム 検 品 附 属 裁 断 仕 上 原 糸

外 注 編 立 準 備 縫 製 本 縫 工 数

ロ ッ ト オ ー バ ー 出 荷 工 程 入 荷

モ デル企 業 で は生 産工 程 にお け る管理が ゆ き届 い てい るた め ,伝 票類 や 台帳

類 が 整 理 され て い るが,詳 細 は後 述 す る。

⑧ 原 価 管 理 に お け るデ ー タ ・べ ース
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表3-17

品 名 前 身 裁 断 縫 製 オ ー バ ー

情 サ イ ズ 後 身 糸 抜 リ ン キ ン グ 糸圭 り

報 染 色 袖 下 廻 リ モ ル テ ー 刺 し ゅ う

ア 編 立 検 品 準 備 附 属 本 縫 ボ タ ン 付

イ 毛 羽 切 検 品 包 装 縫 糸 副 資 材 フ ァ ス ナ ー

テ テ ー プ 裏 布 包 装 材 管 理 見 本

ム 製 造 一 般 運 賃 ラ ベ ル 袋

紙 函 梱 包 材 加 工 費 費 用
●

表3-17に 示 した 情 報 ア イ テ ムは,原 糸 買い か ら製 品 までの一 貫 生 産 を行

な って い るモ デ ル企 業 の 原 価 管 理 に関 連 す る情 報 か ら抽 出,整 理 した もので あ

るが,原 糸 買い か ら編 立 ま で の部 分 生 産,半 製 品 か ら製 品 ま で の部 分生 産 な ど

の企 業が あ るか ら,こ れ らの 企 業 の原 価管理 は モ デル企 業 のそ れ と区 別 しな け

れば な らな い。す なわ ち 原 糸 か ら編 立 の部分生 産,半 製 品 か ら製 品 の 部 分生 産

につ い て は,そ れ ぞれ 別 個 の 原 価 管理 に お け るデー タ ・ベ ー スが 作成 され るわ

け であ る。 表 示 した 情 報 ア イテ ムは,原 価計 算 書 か ら抽 出 した情 報 で あ り,他

の デー タ ・ベ ース との 違 い は情 報 が 一 つ しか ない こ とで あ る。

⑨ そ の他 の管理 にお け るデ ー タ ・ベ ー ス

その他 の管理 とし て は ス ケ ジ ュー ル管理,財 務 管理,在 庫 管理,入 事 給与 管

理 等が あ るが,関 連 の 伝票 類,台 帳 類 を整 理 し,さ らに これ まで の情 報 ア イテ

ム分析 を行 な うこ とに よ りデー タ ・ベ ース を作 る こ とが で きる。

② 生 産 管理 システ ムに お け る情 報 との関係

生 産 管理 シ ステ ムに お け る情 報 に つ い ては す で に述 べ た が,こ こで はモ デ ル

企 業 にお い て現 在 使 用 してい る伝 票類,台 帳 類 を 用い,工 程 管理 につ い て 明 確
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にす る。 図3-14は モ デ ル企 業 の生 産 工 程 の工 程 管理 概 要図 であ る。 現 実 に

は,こ の図 に の ってい な い 多数 の伝 票 類 が 使 用 され てい るが,整 理 と説 明 の 意

味 で 省略 して あ る。

生 産 の 各 工程 で は従 業 員 の作 業 の 分担 は区 別 さ れ て お り,作 業 の 内容 は加 工

指 図書 ・外注 加 工 台 帳 ・委 託 加 工指 図書 に よっ て 指示 され るの であ る。 これ ら

の指 図書 な どは最 終 結 果商 品 の良 し悪 しを チ ェ ックす る品質 管理 の ため に も必

要 で あ る。 各 工程 の1日 の作 業 結 果は 図中 の 作 業 マ ーク カー ドに 記 入 され,作 .、

業 カ ー ド(こ の カー ドの 唖 の部 分 を切 り取 る)を 工程 管理 で集 計 し,そ の結

果 を工 程 管理 台 帳 と して保 存 してお くわ け で あ る。 作 業 カー ド,作 業 マ ーク カ

ー ド ,加 工 指 図書 等 の情 報 は,表3-18に 示 す 通 りであ る。

これ らの情 報が な か った り,あ るい は不 備 だ った りす る と,工 程 管理 は 完 全

に行 な えな い。 した が って 作業 カ ー ド,作 業 マ ー クカ ー ドの情 報,そ れの 基 礎

情 報 とな る加 工 指 図書 等 の伝 票 類 は整 理区 別 を してお かなけ れ ば な ら な い。 作

業 カー ド,作 業 マー ク カー ド,加 工 指図 書 等 か ら抽 出 され る情 報 ア イテ ムは,

表3-18

工 番 納 期 サ イ ズ 予定年月 日 縫 製 準 備

情
本 縫 オ ー バ ー リ ン キ ン グ 仕 上 編 立

報
裁 断 投 入 検 品 工 数 工 程

ア

色 シ ー ズ ン 納 入 先 カ ー ド% 作業年月 日

イ

機 種 素 材 編 立 部 分 胴 袖

テ
前 身 後 身 所 要 時 間 実 働 時 間 稼 動 率

ム

不稼動原因 不 良 品 枚 数 重 量 品 番

品 名 身 丈 身 巾 袖 丈 ロ ッ ト

ボ ク ッ ト付 リ 毛 羽 切 ス ク イ シ ー ム

ゴ ム 付 o

ブ レ ス ア イ ロ ン 附 属 衿 付
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工 程管 理台 帳 の情報 ア イテ ム と一 致 し てい な けれ ば な ら な い。 工 程 管理 台 帳 か

らは半 製 品,製 品 をふ くめ て毎 日の作 業経 過,納 期 との 関係,副 資材 の在 庫,

従業 員1入 の作 業能 力 な どを 知 るこ とが で き る。

図3-14を 簡 単 に説 明 す る と,1工 程 で 従 業 員が1日 に作 業 した 結果 を作

業 マー ク カー ドに 記 入 して 工程 管理 課 に提 出す る。 その 際作 業 カー ドの 自分 の

工 程 で の部 分 を切 り取 り,先 の作 業 マーク カー ドとチ ェ ッ・クす る。 特 に 外注 先

につ い て は,作 業 カー ドの切 取 った 部 分 を内 職 す る入 等 が 各 自 持 って行 き,そ

れ が戻 って きた時 点 で 内職 作 業 の 出 来 あが った こ とが わ か る よ うに な っ てい る。

工 程 管理 課 は これ ら の作 業 カー ドや加 工 指 図書 等 の 管理 を行 な う と と もに カ ー

ドの 記録 を 集計 し,台 帳 に記 入 してい る。

③ 生 産 計画 システ ムに お ける 入 出力情 報 の明 確 化

こ こで は生 産 計 画 に どの よ うな伝 票類 が あ る かを 調査 し,そ れ か ら得 られ る

情 報 を抽 出 ・収 集 し,入 力,出 力 の情 報 と して明 確 化す る。

モ デル企 業 にお け る生 産工 程 の ス ケ ジ ュール の 決 定 は,工 程 管 理 で行 な って

い るが,ス ケ ジ ュー ル に直 接 関 係 のあ る伝 票類 を整 理 し情 報 ア イテ ム を抽 出 ・

収 集 す る と次 の 表 に 示 す通 りで あ る。

工 番 納 入 先 素 材 色 身 頃

情 品 番 納 期 色 香 原 糸 附 属

報 機 種 編 立 枚 数 胴 袖 所 要 時 間

実質稼動 時間 稼 動 率 不良品枚数 不 良品重 量 出 荷 枚 数
ア

時 間 パイピング衿 ハ ミダ シ衿 ポ ロ 衿 ポ ケ ッ ト

イ
切 ポ ケ ッ ト Wゴ ム Sゴ ム ベ ス ト 衿 カ ー デ ィ衿

テ 年 月 日 品 名 受 注 先 指 定 寸 法 生 地 見 本

ム 身 丈 身 巾 袖 巾 桁 袖 丈

袖 付 肩 巾 仕 上 寸 法 編 上 り 縮 絨 後

タ ン プ ラ 後 プ レ ス 型 プ レ ス 後 荒 断 柄 数
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さ らに これ らの情 報 ア イテ ムを基 に して 入力 情報 と出力 情報 とに 区 別 す る と

表3-19,表3-20の よ うにな る。

表3-19

情
工 番 品 番 納 入 先 納 期 素 材

報 色 香 色 原 糸 品 名 身 頃

ア

イ
附 属 機 種 年 月 日 受 注 先 指 定 寸 法

テ 生 地 見 本 身 丈 身 巾 袖 巾 桁
ム

袖 丈 袖 付 肩 巾 仕 上 寸 法 ポ ケ ッ ト

表3-20

情
所 要 時 間 実質稼動時間 稼 動 率 不良 品枚数 不良品重量

報 出 荷 枚 数 時 間 編 立 枚 数 年 月 日 仕 上 り寸 法
ア

イ タ ン プ ラ後 プ レ ス 後 重 量 枚 数 染上 り予定 日
テ
ム 糸繰 り上り日

表3-19と 表3-20は,伝 票類 や 台帳類 か ら情 報 ア イテ ム を収 集 し,そ

れ を入 力情 報 と出 力情 報 の2つ に振 分 け て表 示 した もので あ るが,表3-21は

伝 票 自体 を 入 力伝 票 と出力伝 票 に 分 け,そ れ ぞれ の 伝票 か ら得 られ る情 報 を入

力情 報,出 力情 報 と して整 理 した もので あ る。

表3-21出 力情 報 と して取 りあつ か ってい る伝 票 か らの情 報

ア 王 春 納 入 先 素 材 色 身 頃
イ

テ 品 番 納 期 色 香 原 糸 附 属
ム

表3-22出 力情 報 とし て取 りあつ か ってい る台帳 か らの 情報

ア 機 種 編 立 枚 数 所 要 時 間 実質稼動時間 稼 動 率

イ 不良品枚数 不 良品重量 出 荷 枚 数 時 間 ・ %

テ 胴 袖 不良品数 重 量 不稼動時 間

ム 身 頃 附 属 編 立 部 品 衿 ポ ケ ッ ト
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表3-23入 力 情 報 として取 りあつ か って い る台 帳 か ら の情 報

品 番 品 名 素 材 機 種 受 注 先

ア 指 定 寸 法 サ イ ズ 身 丈 身 巾 袖 巾

イ 桁 裾 ゴ ム 衿 巾 袖 丈 袖 付

テ 肩 巾 袖 ゴ ム 生 地 見 本 寸 法 身 頃

ム 仕 上 寸 法 編 成 目 付 編成所要時間 附 属 袖

前 身 頃 後 身 頃 編 立 工 程 裁 断 工 程 縫 製 工 程

発行年月 日 仕上年月 日

この よ うに生 産 計 画 に 関 連 す る入 力情 報 ,出 力情 報 は情 報 の取 り方 に よ つて,

そ の 内 容に 違 い の あ る こ とが わ か るが,こ こで 入 出 力情 報 を明 確化 す る意 味 で

表3-24,表3-25を 示 し てお く。 入力情 報,出 力情 報 に 同 じ情 報 ア イテ
ら

ムが あ るが,こ れ は先 の 分 析 過程 か らい って考 え られ る こ とで あ る
。

表3-24入 力 情 報

情
報

工 番 品 番 納 入 先 納 期 素 材

ア 色 香 色 原 糸 機 種 編 立 工 程
イ

テ 裁 断 工 程 縫 製 工 程 前 身 頃 後 身 頃 袖
ム

附 属 サ イ ズ 年 月 日 寸 法

表3-25 出 力 情 報

情
報

工 番 品 番 納 入 先 納 期 素 材

ア 色 香 色 原 糸 附 属 身 頃
イ

テ 重 量 枚 数 稼 動 率 機 種 出 荷 枚 数
ム

所 要 時 間 不 良 品 年 月 日 予 定 日

④ 製品仕様を中心 とした情 報処 理仕様の明確化

製品仕様 を中心 とした情報処理仕様 を明確化 す るため,モ デル企業の生産品
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種 の中 で品 種 が 多 く,か つ 複 雑 で手 数 の かか るポ ロ シ ャ ツを具 体的 な例 と して

と りあげ,ポ ロシ ャ ツの 原 糸 購入 か ら製 品 として 出荷 され る ま で の各 生 産 工程

の情報 処 理 仕様 を述 べ る こ とに す る。

モ デル企 業 が使 用 す る デ ザ イ ンには,自 社

に よるデ ザ イ ンと現物 見本 に よ るデザ イ ンが

あ る。右 図 は現物 見本 に よ るポ ロ シ ャツで,

デザ イナ ー はデ ザ イ ン仕様 書 に ポ ロシ ャツ生

産 に必要 な 情 報 をす べ て 記 入 して お かな けれ

ばな ら ない 。 基準 として は,編 立 工 程,縫 製

準 備 工程(裁 断 工 程):縫 製工 程,仕 上 工程

の各 工程 に お け る作 業 の 詳細 な らび に 身 頃,

袖等 の寸 法(指 定寸 法),附 属 品 のチ ェ ック

さ らに生 地 見本 等 を添 付 す る こ と もあ る。 も

ち ろん 品名,品 番,素 材,機 種,受 注 先等 も

情 報 として記 入 され る。

このデ ザ イ ン仕様 書 を 基 に して注 文 を取 り

受注 書 が くるわ け で あ る。 受 注書 で は受 注先

名,色,納 期 等 が 重 要 な 情 報 とな るが,品 名

デ ザ イ ン%,素 材,品 番,機 種 も重要 な情 報

で あ る。 また,こ こで の 情 報処 理仕 様 として

は デ ザ イ ンが 同 じで あ って も,色,柄 が 異 な

れ ば製 品 の品番 を 変 え な ければ な らない 。 そ

の ために こ こで品 番 の コー ド化 をは か る必 要

が あ る。 ロ ッ トに よる補 助 番 等 の コー ド化 を

明確 に し な け れ ば な ら な い点 も同様 で あ る。

これ と同時 に 原 価計 算 書 も作 成 さ れ る。 原 価

計算 書 で重 要 な情 報 は原 価 管理 の項 で述 べ て

一104一

母
デ ザ イ ン仕 様 書

o

、
圏

/

↓
圏

ー

ノ
肉

」＼
受 注 書

/
閻
ず
原
糸
仕
入
先

↓ ＼
副
資
材

注
文
書

-
藷

資
材
仕
入
先

糸
繰
手
配

染
色

・

‖

▼

染

色

・
糸

繰

一 工

▽ 場
原 価 計 算 書

原 料 検 品

染 色 包 装

編 立 副 資 材

縫 製 準 備 句 装 材

縫 製 管 理

そ の 他

仕 上

号



い るの で こ こで は除 く。

デ ザ イ ン仕 様 書,受 注書,原 価 計算 書 を

も とに し て加 工 指 図書 を作 成 す る。 した が

つて この 指 図書 の 中 に はデ ザ イ ン仕様 書 ,

受 注 書,原 価計 算 書 の 重 要 な情 報 が も りこ

まれてい るわけであ る。 この加 工 指 図 書 は 工

程 ご とに 各1枚 行 きわ た る様 にそ の枚 数 を

作 成 す る。 これ が 品質 管理 につ なが る こ と

に な る。

加 工 指 図書 の準 備 が で き る と,加 工 指 図

書 の情 報 を もとに して 作 業 指示 カー ドを作

成 す るが,こ の 作 業 指 示 カー ドは ・ ッ トつ

数 だ け を作成 し,編 立 工 程 の編 立 が終 った

時点 か ら各製 品 ロ ッ トごとに最 終 の 包装 ま

でつ い て まわ る。

編 立 が 出来 上 った順 番 に作 業 指 示 カー ド

を ロ ッ トご とに付 け るが,こ の時同 時 に工

程 管 理 を行 な うた め の工 程 管 理 カー ドと毎

日の生 産 品 種 等 を把 握 す るた め の編 立作 業

日報 カー ドを従 業 員 自身が 作成 し てい る。

工 程 管理 カー ドは この後,次 の工 程 に行 き,

編 立 作 業 日報 カー ドは工 程 管 理 課へ 行 く。

工 程 管 理 カー ドの重 要 な情 報 は工 番,サ イ

ズ,色,納 期,シ ー ズ ン,数 量,工 数,納

入先,品 番,編 立 作 業 日報 カー ドの 重 要 な

情 報 は 機 種,工 番,シ ーズ ン,素 材,サ イ

ズ,編 立 部 品,所 要時 間,実 働 時間,稼 動

検
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作業 指示 カ ー ドに は生 産 品種 の 中 で も

複雑 な ポ ロシ ャ ツの情 報 ア イテ ムが記入

され てい る。

ボケ ツ、卜種類デザ イン仕様書 前立寸法
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力旺警 ㌶ 禦攣

▽

一105一



率,不 良 品,枚 数,重 量 等 で あ る 。

裁 断 準備 工程 に 来 る と,半 製 品 は 袖,衿

ポケ ッ ト,前 立,胴(身 頃)等 の 裁 断 が な

され る.こ こで の重 要 な情 報 は,作 業 指 示

カー ドの 中に あ る情 報 であ り,情 報 の流 れ

は作 業指 示 カ ー ドです べ て処 理 され てい る。

作業 処 理 の結 果,工 程 管理 カー ドに この 工

程 で の 処 理枚 数 を 記入 し,作 業 指 示 カー ド

の該 当 す る部 分 を切 取 り,切 取 った 小 カー

ドは 工 程 管理 課 で 集計 す る。

裁 断 工程が 終 る と半製 品 は組 合 せ 工 程 へ

流 れ,組 合 せ では ポ ロシ ャ ツに必 要 な 附 属

か ら 副 資材 ま でが 組合 わ さ れ る。 した が つ

て縫 製 準 備 工程 で の必 要な 情 報 と しては,

身 頃,袖,衿,裾,ボ タ ン,裏 布,縫 糸,

数 量,枚 数,年 月 日,納 期,前 立,裁 断,

寸 法,サ イズ 等 で あ る。

縫 製工 程 は 本縫,リ ンキ ング,オ ー バ ー

ロ ック等 の ミシ ンに よる縫 い で あ る。 これ

らの縫 製 も自 社 で お こな う場合 と,外 注 先

に 委託 す る場合 とに分 類 され る。外 注 先 に

出す 場 合 は,作 業指 示 カー ドの 小 カー ドが

一番 の た よ りで あ り ,自 社 工場 で縫 製 を行

な う場 合 は先 の加 工 指 図 書 がた よ りで あ る。

ここ での 重要 な 情報 は 品番,品 名,素 材,

工番 の他 は ミシ ンの種類 と納 期,数 量 で あ

ろ う。

一画

r工 程管理カード
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△
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◇
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図3-15 部品展 開流れ図(詳 細)
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3.4協 力企 業 にお け る企業 内 シス テム の設 計

(11企 業 内 情報 処 理 に お い て必 要 とす る情 報

編 組織,生 産 品 種 等 に よ り必 要 とされ る情 報 が それ ぞれ ちが う こ とは,表3

-26か ら表3-34ま で を 見 てい た だ け れば ,良 く理 解 され るで あ ろ う。 こ

れ らの表 は過 去2年 間 の調 査 分 析 結 果 か らま とめた 情 報 ア イテ ムで あ る 。 しか

しなが ら,こ れ らの表 を 見 て もわ か る様 に,必 要 と思 われ る情 報 は各 業 界 を通

して あ ま り違 い は ない 。表3-35は 全 業 界 を通 じて生 産 工 程 にお け る必 要 な

情 報 で あ る 。

表3-26丸 編 部 分生 産 企 業 にお け る情 報 ア イテ ム

年 月 日 品 名 反 数 備 考 数 量

情 出 荷 先 規 格 合 計 品 番 色 香

報 売 約 先 等 級 契 約% 編 機% 重 量

ア 月 日 ロ ッ ト% , 出 荷 重 量 目 付 針 折

イ ネ ッ プ 汚 し 単 価 金 額 納 期

テ 個 数 受 渡 場 所 機 械 明 細 使 用 糸 品 種

ム 巾 長 さ 加 工 場 編 立 月 日 ス ラ ブ ネ ップ

ハ ネ キ ズ 糸 ヒ ケ 穴 キ ズ 編 段 入 庫

表3-27丸 編 ・一 貫生 産 企 業 にお け る情 報 ア イテ ム(A企 業)

得 意 先 年 月 日 製 番 区 分 部 課 別

情
報 品 番 コ ー ド 品 名 反 数 単 位 数 量

ア

イ
単 価 金 額 備 考 合 計 専用伝票%

テ

ム
指 図% 月 日 口 座% 品 名 コ ー ド 規 格

出 荷 日 出 荷 先 名 サ イ ズ カ ラ ー 返 品
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表3-28丸 綿 ・一 貫 生 産 企 業 に お け る情報 ア イテ ム(B企 業)

加 工 先 納入年月 日 製 指% 品 番 サ イ ズ

情 品 名 生 地 色 ネ ー ム 〃6 納 期

報 数 量 元 数 出 荷 数 備 考 %

ア 出 荷 月 日 合 計 単 価 計 算 年 月 日

イ 外 経 先 直 し 工 管 納 入 数 増 減

テ 加 工 内 容 金 額 検 査 入 荷 出 荷

ム 売 約 先 出 荷 先 サ ー ビ ス 仕 上 補 修

加 工 仕 様 製 造 品 種 使 用 生 地

表3-29横 縞 ・一 貫生 産 企 業 に お け る情 報 ア イテ ム

整 理% 発 行 日 付 品 名 色 サ イ ズ
情
報 数 量 素 材 作 業 番 号 ス タ イ ル%. 工 程

ア

イ 仕 上 計 備 考 品 番 単 価

テ

ム 金 額 番 手 裁 縫 染 色 出 荷 先

摘 要 納 期

表3-30経 編 ・部 分 生 産 企 業 に お け る情 報 アイ テ ム(A企 業)

情
〃ε 備 考 品 名 巾 単 価

報 発行年月 日 品 番 仕 上 別 数 量 金 額
ア

イ 計 摘 要 反 れ ㎝

テ

ム 合 計 糸 切 重 量 反 番 長 さ

機 番 コ 一 一 ス ウ ェ ー ル 止 段

一110一



表3-31経 編 ・部 分生 産 企 業 に お け る情 報 アイテ ム(B企 業)

氏 名 年 月 日 止 段 汚 れ NG

情 そ の 他 ス ミ ズ ケ 時 間 完 了 時 間 格 付

報 備 考 針 折 品 番 〃6. 巾

ア 長 重 量 コ ー ス ウ ェ ル 整 経

イ 反 % Kg れ 製 番

テ 円 周 機 種 使 用 原 糸 本 数 整 経 長

ム 編 成 組 織 ラ ッ ・ク 数 機 番 編 成 機

ロ ッ ト 整 経 本 数 ピ ー ス 数 編 成 長 設 定 条 件

規 格 要 点 機 上 皮 目 発 注 者 投 入 先 日 付

表3-32ソ ッ ク ス に お け る 情 報 ア イ テ ム

曇
機 械 番 号 年 月 日 品 番 品 名 色 別

ア

チ サ イ ズ 廃 物
ム

表3-33タ イ ツ に お け る 情 報 ア イ テ ム

情 日 計 累 計 備 考 売 上 高 合 計
報
ア そ の 他 年 月 日 売 上 累 計 仕 入 高 数 量

イ

テ カ ー ド%. カ ラ ー 編 立 工 場 品 番

ム
サ イ ズ 単 価 日 付 ス タ イ ル 指 図%

表3-34パ ン ス トに お け る 情 報 ア イ テ ム

情 工 場 名 品 番 カ ラ ー サ イ ズ 年 月 日

報
ア

起 案 決 裁 制 定 実 施 S

イ

テ

M L ロ ッ ト% . 氏 名 備 考

ム 工 程 裁 断 数 量

一111一



表3-35業 界 全 体 で必 要 と思 わ れ る情 報 ア・イテ ム

曇
年 月 日 品 名 数 量 備 考 納 期

ア 重 量 品 番 サ イ ズ 素 材 色
イ

z 機 種 日付(月 日) 単 価 金 額 合 計

情 報 ア イテ ムの名称 は違 っ てい て も,そ の意 味 は同様 の場 合が あ る。 表3-

35r－ 表示 して い る情 報 ア イテ ムは,特 に代表 的 ・必 要 な情 報 で あ る。 この他

に も多 数の情 報 ア イテ ムが あ るが,こ こでは20個 の情報 ア イテ ムだ けを と り

あげ た もの で あ る。

② 生 産 管理 シ ステ ムに お け る情 報 と の関 係

協 力企 業 を全 体 と して み る と,モ デル企 業 の ご と く生 産 工 程 にお け る管理 シ

ステ ム体 制が 整 理 され てい る企業 は,経 綿 業 で部 分生 産 を 行 な ってい る企 業 に

若 干 み られ るだ けで,他 の 企 業 は殆 ん ど整 備 され てい ない 。 したが っ て,生 産

管理 を シ ステ ム化 す る た めの情 報 処 理 に は,伝 票 類 の整 理,台 帳類 の整 理,コ

ー ドの設 定,作 業 工程 の流 れの 明 確 化 な どの 作 業が 必要 で あ り,こ の準 備 作 業

な く して生 産 管理 の シ ステ ム化 をは か るのは 非 常 に難 しい 。

特 に企 業 内 で使 用 してい る伝 票 類 の 中,コ ス ト中 心 の伝票 類 の 発 行,台 帳 管

理 を行 な ってい る所では,伝 票,台 帳 を生 産 管理 シ ステ ムに おけ る情報 として 利

用 で きな い。 理 由は,管 理 シ ステ ムの対 象 とな る情報 が ない た め で,原 価 管 理

シ ステ ムを構 成す る ので あれ ば,利 用で き る情報 は 多 数 あ るわ け で あ る。

(3)生 産 計 画 シス テ ム にお け る入 出 力情 報 の 明確 化

生 産 管理 シ ステ ムに お け ろ情 報 との関係 と同様,各 企業内で生産計画 に関係 す る

情報は殆 んどない。経 営 者,管 理 者 の直 接 指揮 の もとに,し か も納 期 だ け を 考

え て生 産 してい る企 業 が 多 く,記 録 が 後 まで残 る伝票 類 は あ ま り見 あ た らな か

った。 協 力企 業 す べ てに つ い て い える こ とは,き ち っ と した生 産 計 画 をつ くる
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こ とで,こ れが で きれ ば,納 期 を は じめ 問 題 点 の解 決 も可 能 とな ろ う。モ デ ル

企 業 で使 用 してい る生 産 計 画 に 関係 す る伝 票類,台 帳 類 を借 用 す るの で あ れ ば,

前項 の モ デ ル企 業に お け る生 産計 画 シ ステ ム を参 照 してい ただ きた い 。 部や 課

の 中 で ス ケ ジ ュー ル表 を 作成 し,そ れ に 記 入 して行 くの も良 い が,紙 や 黒 板 等

で あ れば ・後 に残 らな い こ と と記入 範 囲 が き ま って くる こ と,記 入 もれが で て

くる こと ・記 入項 目が 変 って くる こ と等 不便 な 点が 数 多 くで て くる 。

次 の図 は モ デ ル企 業 で使 用 してい る ス ケ ジ ュー ル表(黒 板)で あ る。

月 日
機械

一 月 二 月 三 月 四 月

SPJ10G

SPJ8G

SUPRAN1

RTR

MJL

ML14

SPJ/DE

OV24SR

UO/AE ＼
は りつ け る(自 由に 動 く)

工 番

品 番

納入先

納 期

素 材

編 立 工 程

立番,色 原

糸
身
頃

附
属
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(4}製 品仕様 を 中心 と した情 報 処 理 仕様 の 明 確化

製 品仕 様 を中 心 と した情 報処 理仕様 の 明確 化 で あ るが,製 品仕様 を 説 明 す る

に も一 貫 生 産 の 仕様 と,部 分生 産 の仕 様`二区 分 しなけ れば な らない 。一 貫生 産

に つ い ては 先 のモ デル企 業で述 べ たた め に こ こでは 省略 す る。 部 分 生 産 につ い

て述 べ る と,一 貫生 産 の 各工 程 を そ れ ぞれ パ ラ し,そ の 工 程 ご とに 述 べ た もの

と同様 で あ る。

情 報 処 理 の仕 様 を述 べ る とす れば,こ の項 に つ い て もこれ ま で述 べ て きた項

に つ い て同 じ こ とで あ るが,情 報 の 発生 源,処 理 加 工 され る場 所,保 存 され る

情 報 な の か 出 てい く情 報 な のか を 明 確 に しなけ れ ば な らな いの であ るが,こ の

協 力 企 業 に お い ては,あ ま り明 確 に なさ れ てい ない 所 が 多 か った。 そ の ため に

情 報 処 理 仕 様が 明確 に な らなか った こ とと,製 品 を一 つ代 表製 品 として とっ て

も生 産 工程 を 流 れ る程 度 の情 報 が 明 確 でな か った点 に明確 化 につ な が らな か っ

た 。 したが っ て先 のモ デ ル企 業 の代 表的 な生 産 品種 を上 げ て情 報 処 理 仕様 の 明

確化 を行 な った 方 法 を この協 力企 業 で も行 な え ば 良 い の で あ るが,こ こで 注意

しな け れ ば な ら ない 点 は,あ くまで もモ デル企 業 は モ デ ル(例)と し て述 べ て

あ り,展 開 してい るの で あ るか ら,そ の まま同 じ方 法 で行 な って も良 い 結 果が

生 れ るか ど うか,わ か らな い。 これ は く り返 し述 べて い る様 に 業種,業 態,生

産 工 程 の 違 い に よっ て,伝 票類,台 帳 類,カ ー ド類,従 業 員が 違 が うた めで あ

る。 した が って 自社 の 業 種,業 態.生 産 品種,生 産 工 程 に 合 わせ て 自 社 で考 え

作 成 し シ ステ ム化 へ もって行 くこ とが,一 番 良 い方 法 と思 わ れ る。
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4.共 同 情 報 シ ス テ ム

4.1共 同 シ ス テム化 の必要性

{1)メ リヤ ス(ニ ッ ト)工 業 の現状

ニ ッ ト工 業は,最 終製 品 につ いては 様 々な 形状 で 供 給 され る こ とか ら,一 般

には2つ の 分類 を と つてい る。 ひ とつ は,編 立様 の特 性 に よ る もの で 横 縞 製 品,

丸編 製 品,経 綿 製 品 の3種 類(こ れに靴 下 を加 え る場 合 もあ る),も うひ とつ

は,生 産 品種 に よる もので 生 地 製 品,肌 着製 品,外 衣 製 品の3種 類(同 様`二靴

下 を加 え る場 合 もあ る)で あ る。一 般 に業 種 として区 分 され てい るのは 前 者 で

あ り,ニ ッ ト工業 とい う場合,こ れ ら横 線,丸 綿,経 編 の3業 種を 合せ た業 界 を

さ してい る。

表4-1は,こ の よ うな 分類 に よって ニ ッ ト工 業 の規 模 の 推 移 を み た もので

あ る。 この 表 に よれ ば,企 業数,従 業員数 と も`二昭和47年 を ピーク に して下

降 傾 向 に あ り,オ イル シ シ ョッ.クを境 に した わが 国 の経済 成 長 と同様 な傾 向 と

な ってい るが,1企 業 当 りの従 業 員数 は年 々減 少 の一 途 をた ど つて お り,従 業

員規模 か ら 見れば,依 然 として中 小零 細性 の業 界で あ る とい うこ とが で き る。

この こ とを従 業 員規 模 別 の分 布 でみ た のが 表4-2で あ る。 この 表 か ら も明

ら かな ように,殆 ん どが従 業 員10入 未満 に偏 ってお り,100人 以 上 は全 体 の

1%強 とい う状 況 で あ る。 また編 立様 の設 置 状 況r－つ い て も同 じ こ とが い え る。

す なわち 表4-3r－ み る ように 年 々 設 置 台 数 は 減 少傾 向に あ り,1企 業 当 り

の台数 も12～13台 で 年 々減 少 傾 向r－あ る。

この よ うに ニ ッ ト工 業 を構成 す る企 業群 は,わ が 国 の繊維 産 業全 体 と同様 に,

中 小零 細 で あ り,こ れ は生 産 プ ロセ スが 非 常 に細 か く分 業化 され て い る こ と ・

小 資本 と家 内労 働 的 技 術 で 新 規参 入 しや す い こ とな どのた め と考 え られ る。

表4-4は ニ ッ ト工 業 の生 産額 の 推移 に つ い てみ た もの で あ るが,こ の 表か
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ら明 らかな よ うに 出荷 額 は 昭和40年 か ら昭 和50年 の間 に総 額 で3.3倍,1

企 業当 りで2.2倍 とな つて い る。 また従 業 員1人 当 りの 出荷 額 も同様 に2.8倍

とな ってい るが,こ の期 間 の物 価 の 上昇 を 勘 案す る とそ れ ほ ど高 い 伸び 率 とは

表4-1 ニ ッ ト工 業 規 模 推 移 衰

年

項 目 昭和40年 昭和45年 昭和47年 昭和50年

総 企 業 数 ぼ 9,111 12,959 13,955 13,500

総 従 業 員 数(凡 133,641 168,988 176,413 162000

1企 業当 り従業 員数(凡 14.7 13.0 12.6 12.0

表4-2 ニ ット工業従業員規模別企 業数推 移表

従業員規
昭和40年 昭和45年 昭和47年 昭和50年

9入 以下 ⑤315 9,569 10,463 10,122

10～19人 1,368 1,665 1,682 1,627

20～29人 493 533 529 512

30～49人 474 524 551 533

50～99人 308 452 487 471

100～199入 106 151 180 174

200～299入 25 38 42 41

300人 以上 22 27 21 20

表4-3 ニ ッ ト工 業設 備 推 移 表

項 目
昭和40年 昭和45年 昭和47年 昭和50年

設 備 数 ㈲ 145,028 139,359 129,049 122,911

1企 業 当 り設 備数 13.5 13.3 13.2 12.8

編 立 企 業 数 10,754 10,447 9,762 9,622

表4-1～ 表4-3は ニ ッ ト工 連 資 料 よ り作 成
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表4-4 ニ ッ ト工 業 生 産 額推 移表

(百 万 円)

年

項 目
昭和40年 昭和45年 昭和47年 昭和50年

総 出 荷 金 額 270,472 571,291 73⑤951 898,276

1企 業 当 り

出 荷 金 額
29.7 44.1 52.8 66.5

従業員1人 当

り出荷金額

2.0 34 4.2 5.5

総付加価値額 78,763 19⑤159 244,657 260,586

1企 業当 り付

加 価値額
&6 15.1 17.5 19.3

従 業員1人 当

り付加価値額
0.6 1.2 1.4 1.6

ニ ッ ト工連 資 料 よ り作成

表4-5 ニ ッ ト工 業 業種 別規 模概 要 表

()の 中の 数字 は 企 業 当 りの 数値

〔 〕の 中の 数字 は 従 業 員1人 当 りの 数 値

企 業 数 ㈱ 従 業 員数 出 荷 額 付加価値額
1〔ト・29 30入

9人以下 人以下 以上 全 体 内 (百万円) (百 万円)

2,675 815 635 4,125 81,771 438,138 130,460

丸 編 (106.2) (31.6)

64.8% 19.8% 15.4% 100% (198) 〔54〕 〔1.6〕

L235 273 142 1,650 19,394 75,711 26,536

経 編 (459) (16.1)

74.8% 16.5% 8.7% 100% (11.6) 〔3.9〕 〔1.4〕

6,553 1,123 504 8,180 75,248 223,102 87,661

横 縞 (27.3) (10.7)

80.1% 13.7% 6.2% 100% (92) 〔30〕 〔1.2〕

10,463 2,211 1,281 13,955 176,413 736,951 244,657

合 計 (528) (175)
75% 16% 9% 100% (126) 〔4.2〕 〔1.4〕

昭和47年 工 業統 計 よ り作 成
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い えな い。

次に付 加 価 値 に つ い て み る と,昭 和40年 か ら昭和50年 の 間に総 額 で3。3

倍,1企 業当 りで2.2倍 と増 加 してい るが,従 業 員1人 当 りの 付加 価 値 がや っ

と100万 円 を超 え た状 態 で非 常 に低 い。

表4-5は ニ ッ ト工 業 の 業 種 別規模 につ い て ま とめ た もの で あ るが,こ の 表

にみ る ように 従 業 員分布 で零 細 性 の 最 も高 い のは横 縞,つ い で経 線,低 い のが

丸綿 とな って い る。 出荷 額 に つ い て は,総 額で は 丸編,横 編,経 線 の順 に な つ

てい るが,1企 業 当 り,従 業 員1人 当 りの 出荷 額 につ い て は丸 編,経 編,横 縞

の順 に な ってお り,丸 綿 と横 縞 との格差 は1企 業 当 りで3.9倍,従 業 員1人 当

りで1.8倍 とな つてい る。 ま た付 加価値 額 につ い て も同 様 に1企 業当 り ・従 業

員1人 当 りで は丸 綿,経 線,横 編 の順 にな つて お り,丸 綿 と横 縞 の 格差 は1企

業 当 りで3.0倍,従 業員1人 当 りで1.3倍 と出荷 額 よ りは 小 さ くな ってい るが,

依 然 と して存 在 して い る。

これ らの こ とは ニ ッ ト工 業 にお い て もあ る程度 の規 模 が な い と付 加 価値 も高

くな らな い こ とを示 して い る とい え るで あろ う。

次 に,ニ ッ ト工 業 の需 給状 況 の推 移 を品 種 別 に み た ものが 表4-6で あ る。

この表 か ら明 らか な よ うに,ニ ッ ト肌 着の 消 費需 要 が減 少 してい るの に比 して

ニ ッ ト外衣 は年 々消 費需 要 が増 大 してお り,衣 料 品 のニ ッ ト化率 が 高 くな って

きてい る こ とが 分 か る。 また,輸 出に つい ては,ニ ッ ト外 衣 は 昭和40年 よ り

50年 が 多 くな って い るが,ニ ッ ト肌 着 につ い ては6分 の1程 度 に激 減 してい

る。 この こ とは 先 進 国 の 輸 入 規 制,発 展途 上 国の 追 い 上 げ 等 の影 響 に よ ってい

る と思 わ れ る。 輸 入 の方 は 反 対 に年 々増 加 して きてお り,消 費 需要 に 比 してニ

ッ ト外衣 で17%,ニ ッ ト肌 着 で&5%の 割 合 とな つてい る。 この よ うな輸 入

製 品 の激 増 に よ って,ニ ッ ト外 衣 に み る よ うに,消 費 需 要 は 増大 してい るに も

かか わ らず 国 内生 産が 落 ち こん だ り,ま た ニ ッ ト肌 着 につ い て も消費需 要 の減

少 に 拍車 をか けた 国 内生 産 の激 減 とい う結 果 とな って い る。 これ らの輸入 品 の

多 くは,発 展 途 上 国 か らの もの で,定 番 もの,大 衆 品 ものが 多 いが,最 近 では
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表4二6 ニ ッ ト工 業品 種 別 需 給推 移表

(万 枚)

ニ ッ ト 外 衣 ニ ッ ト 肌 着

昭和40年 昭和45年 昭和50年 昭和40年 昭和45年 昭和50年

需

要

消費需要⑤ 16,449 25,113 32,539 48,161 47,901 42,668

輸 出 ⑮ 3,548 &495 5,347 2,367 1,330 396

在庫(生 産

者)増 減 ⑤
216 893 153 174 613 389

供

給

輸 入 ⑧ 52 1,873 5,507 41 522 3,620

生産⑤十⑤

⑥ 一⑧
20,161 32,628 32,532 50,661 49,322 39,055

ニ ッ ト工連 資料 よ り作成

フ ァ ッシ ョ ン品 ・高級 品 も少 し輸入 され,国 産 品 と競 合 しは じめ て きて い る。

ニ ッ ト外衣 需要 の伸 び にみ る よ うに ,衣 料 品 の ニ ッ ト化 は 高 くな つて きて い

るが ・表4-7に み る よ うに昭 和45～60年 男 性 衣 料 カ ジ ュア ル 系 の伸 び は

7.3%・ 女 性衣 料 カ ジ ュ アル 系 は7.9%の 伸び と予 測 され てい る と ころ か ら,

今 後 ます ます ニ ッ ト外 衣 の 需 要 は 増加 す る こ とが予 想 され る。 しか し なが ら消

費者 ニ ーズ の多様 化 ・個性 化 に と もな って ます ます フ ァ ッシ ョン性 が 高 くな る

と考 え られ る。

② ニ ッ ト工 業 の シス テ ム化 の課題

これ まで述 べ て きた こ とか ら明 らかな よ うに,ニ ッ ト工 業 を と りま く環 境 の

変 化 が顕 著 とな つて きてお り,ニ ッ ト業 界に様 々な 影 響 を与 え てい る。 た とえ

ば 発 展途 上国 の ニ ッ ト工 業 の飛 躍 的 な発 展に よる海 外 市場 で の競 合,先 進 国 に

お け る 国内 産 業 の保 護政 策 な どに よる輸 出の伸 び 悩 み,輸 入製 品 の急 激 な流 入

増加 等に み られ る国 際的 影 響,国 民生 活 水準 の向 上,余 暇時 間の 増 大 等 に と も

な うニ ッ ト製品 需 要 の 多様 化,個 性 化 な どに よる消費 市場 の 急 激 な変 化(量 の
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表4-7ニ ッ ト製 品 の 需 要予 測(昭 和45年 価 格)

(単 位10億 円)

品 目
昭和50年 昭和60年 45～60

平均伸び率金 額 構成比 金 額 構成比

男性衣 料品 1,123 30.0% 2290 27.8% 4.9%

ス ー ツ 系

カジュアル系

和 服 そ の他

581

356

186

15.5

9.5

5.0

886

1,022

382

10.8

12.4

4.6

2.9

7.3

4.9

女性衣料品 1,183 31.5 2840 34.4 60

ス ー ツ 系

カジュアル系

和 服 そ の他

464

300

419

12.4

8.0

11.1

801

946

1,093

9.7

11.5

13.2

3.7

7.9

6.6

学 生 ・子 供 服 262 7.0 769 9.3 7.4

その 他 身 回 り品 1,182 31.5 2351 2&5 4.7

合 計 3,750 100.0 &250 100.0 5.4

国 際羊 毛 事務 局 資 料 よ り

減 少,質 の向 上 な ど)か ら くる生 産 の 多 品種 少 ロ ッ ト化,短 期 化,商 品 の ライ

フサ イ クル の短 縮 化 等 にみ られ る国内的 影 響 な どで あ る。

この よ うな状 況 に あ って,こ れ か らの ニ ッ ト工 業 の進 む べ き方 向 と してい え

る こ とは,い か に して 消費 者 ニ ーズ に適合 したニ ッ ト製 品 を迅 速 に供 給(生 産)

して い くか とい う こ とで あ ろ う。 この こ とを実 現 してい くた めに は ニ ッ ト工 業

特 有 の能 力 を保 持発 展 させ,ニ ッ ト製 品 の生 産 流 通 の 中 で 優位 な立 場 を とる こ

とであ ろ う。

ニ ッ ト工業 に お け る主 な生 産 工 程 として は編 立,裁 断,縫 製,仕 上,検 査 等

が あ り,他 の二 次 製 品 メー カ ー と異 な る と こ ろは,糸 か ら製 品 まで一貫 した非

常1二加 工 度 の高 い生 産 プ ロセス を有 してい る こ とで あ る。 また,消 費 者 に対 し

て最 終 繊維 製 品 を供 給 して い る ところか ら,繊 維 製品 メー カー と して最 も消費、
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者 に近 い位 置 に あ る とい え る。

この よ うな特 質 を有 す る ニ ッ ト工 業の特 有 な能 力 とし て考 え られ るの は ,消

費 者 ニー ズ に即 応 す る能 力,す な わ ち製 品 イ メー ジ か ら具 体 的 な生 産 へ 展 開 で

き る能 力に あ る とい う ことが で きるで あ ろ う。 そ の た め今 後 の方 向 とし ては ,

この能 力 を い か ん な く発 揮 で きる体 制 を確 立 す る こ とで あろ う
。

しか しな が ら ・ニ ッ ト工業 が 他 の 繊維 産 業 に 比 較 して多様 な素材 ,糸 の染 色

か ら自 由自在 な編 組 織 に よ る多様 な柄,ス タイ ル を もつ 具 体的 な商 品 を製 造 で

き る非 常に 加 工 度 ・自 由度 の高 い体 質(最 近 の ニ ッ ト化率 の 伸長 な どか ら も明

らか で あろ う)を 有 し てい る反面,多 様 化,個 性 化 す る消費 者 ニ ーズ をニ ッ ト

製 品 で受 け とめ る とす れ ば,品 揃 えが膨 大 な も の とな り,か え って他 の繊維 製

品 に比 べ て複 雑 な生 産 流通 体制 が 必要 とな って くる とい う特 質 を もって い る
。

そ のた め ・一 企 業単 独 で は 多様 化,個 性 化 す る衣 料 品 需 要 に対 応 で きな い とい

う体 質 的 な特 性 を補 完 す る二 ・ ト製 品 の生 産 流 通 の シ ステ ム化 す な わ ち,多 品

種 少 ロ ッ ト,短 期 生 産 を可 能 にす る 多品種 少 量生 産体 制 を中核 とした ニ ッ ト関

連企 業相 互 の協 調 体 制(共 同 シ ステ ム)を 確 立 し,豊 富 な 品揃 えに よっ て衣 料

品 市 場で のニ ッ ト製 品 の 占有率 を高 め るた め の シス テ ム化が 重要 な課 題 とな つ

て くる。 これ らの実 現 のた めに は,衣 料品 市 場 にお け る消費 者 ニ ーズ情 報 を迅

速 ・的 確 に把 握 し ・商 品 企 画へ反 映 させ,製 品 生 産 へ と展 開 で きる よ うな シ ス

テ ムの 確 立が 前 提 とな るが,前 に も述 べ た よ うに,ニ ッ ト工 業 の もつ 生 産 体 質

(加 工 度 ・自 由度 の 高 い生 産 機 能)を 十 分 に発揮 させ る と同時 に,各 二 、ソト関

連企 業 の相 互 協 調 体制(共 同 シ ステ ム)の 確 立 を図 り,ニ ッ ト製 品 の特 徴 に 適

合 した分割 生 産 が 可能 とな る よ うな生 産 流通 システ ム化 を図 らね ば な らな い
。

4.2共 同 シ ス テ ム の 概 要

{1)共 同 シ ステ ム化 の 方 向

一 般 に ニ ッ ト工業 を構 成 す る企 業 は,殆 ん どが 製 造 を主 体 とす る企 業 で 占め

られ てお り ・衣 料 縫製 品 に み る ような流 通 業 に近 い 企 業 の ウ ェ イ トは小 さい 。
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ま た後 者 は商 品企 画の 能 力 も高 く主 体 性 の ある企 業 で ・前 者 は主体 性 の 低い 従

属的 な企 業 とい え よ う。

これ らの特 徴 にら い て 二 。 ト生 産 者 の形 態 的 発 展 を類・型 イヒした モ デ ・蹴 念 図

が4-1で あ る。 この 図 か ら明 らか な よ うにニ ッ ト生 産者 は ・5つ の タ イ プに

区 分で き る。 主体 性 の 高 い 順 に 「商 品 企 画十 原 料 買製 品売 」(タ イ プA)→

「原料 買 製 品 売」(タ イプB)→ 「原料 買製品 売 十 製 品下 請 加 工」(タ イ プC)

→ 「製 品 下 請 加 工」(タ イ プD)一 ◆ 「部 分下請 」(タ イ プE)と な る。 この よ

うな タ イプr－区 分 す る と,わ が 国 の ニ ッ ト工 業 は,タ イ プA(非 常に 少 ない),

タイ プB(多 い),タ イ プC,D,E(非 常 に多い)と い うこ と1二な る で あ ろ

つ。 図4-1ニ ッ ト生 産 者類 型 化 モ デル

/

商品企画 プ 、

+ぽ 造小友
御

回
〆 へ

製造卸
sノ

ニ ッ ト生 産 者

一 ー 一 一

原料買製 品先 く_______∋

↑

1

↓

//E＼ ＼ ＼

〆 、 原 、買製 先

製品苫請加工 ← 一 一 一 → 品よ青加

C

L_____________一___
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こ こで 留意 し ておか な け れ ば な らな い こ とは,企 業 規 模 と企 業 の主 体 性 とは

比例 関係 に は な い とい う こと であ る。 企業 規 模 が大 きい か ら企 業 の主 体 性 が高

い とは い い きれ な い。逆 に 抜 群 の商 品 企 画 力を もつて 小 廻 りの き く企 業 が 高 い

収益 性 を あげ て い る場 合 もあ る。 こ の よ うな ことか ら,今 後 ニ ッ ト工 業 に お け

る共 同 シス テ ム化 の方 向 を検 討 す る上 で重 要 な こ とは,企 業 の生 産 形 態(タ イ

プA～E)ご とに シス テ ム化 ニ ー ズが 異 な る こと,規 模 の 利益(ス ケ ー ル ・メ

リ ッ ト)の 面 も無 視 で きな い こ とで あ る。 この2つ の側 面 か ら共 同 シ ステ ム化

の ア プ ロー チ を して ゆ く必 要 が あ る。

以 上 の よ うな ことか ら共 同 シ ステ ム化 の 方向 につ い て検 討 す る ので あ るが,

シ ステ ム化 の 目標 は,ニ ッ ト製 品 の生 産 流 通 に お け るニ ッ ト生 産 者 の機能 を フ

ル に発 揮 させ,高 付 加 価値 化 を実 現 し,企 業 の主 体 性 ・独 自性 を確 保 す る こ と

で あ る。 これ らの 目標 を実 現 す るた め に必 要 とな る シス テ ムは,図4-2に 示

して あ る よ うに,ひ とつ は 「生 産 の 高 付加 価値 化 のた め の シ ステ ム化 」,も う

ひ とつは,「 規模 の 利益 の ため の シ ステ ム化」 で あ る。 これ ら の シ ステ ム化 を

実 現 す る システ ムは前 者 が3つ の サ ブ シス テ ム,後 者 が9つ の サ ブ シ ステ ムか

らそ れ ぞ れ構 成 され てお り,実 際 に は これ らの システ ムが組 合 わ され た複 合 シ

ス テ ム と して共 同 シ ステ ムは 設 計,開 発 され る。

② 共 同 シ ステ ム化 ビジ ョン

前 節 で述 べ た 共 同 シ ステ ム化 の 方 向 で具 体 的 な共 同 シス テ ム を設 計,開 発 し

て ゆ く場 合,ベ ース とな る機能 として 次 の よ うな ものが考 え ら れ る。

まず,多 様 化,個 性 化 す る消費 者 ニ ー ズ を迅 速,的 確 に把 握 し,具 体 的 な 製

品 イ メー ジへ 展 開す る 「商 品 企 画機 能 」 が 必要 とな る。 この よ うに し て開 発 さ

れ た 製 品 は 「販 売機能 」 の 一 部 で あ る 「共 同 受 注」 で 受 注 され,「 生 産 機能 」

に よ つて参 加企 業 へ 配 分 され,「 共 同 出荷 」 で取 引先 へ配 送 され る。 これ らの

諸機 能 を一 元 的に コ ン トロ ールす る のが 「管理 機能 」 で あ る。

この よ うな 関連 が 図4-3で 示 され てい る。 この図 で示 す よ うな諸 機能 が基
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図4-2 共 同 シ ス テ ム の 方 向

共同 シ ステ ムの 方 向

企業の主体性 を確保 しつ

つ,ニ ッ ト生 産 者 と し て

の 機 能 を フルに発 揮 させ

高付 加価 値イヒを実現す る

生産 の高付加価値化のためのシステム化 規 模 の 利益 のた め の シ ステ ム化

'商 品企 画'① 迅 速 ・的 確 に 消費者 二 ①共 同情報収集分析加工システム
ーズ を把 握 し ,そ の製 ②共 同商 品 開発 システ ム

品 イ メー ジを具 体 的な ③ 共 同検 査 シ ステ ム

生 産 へ 展 開 させ る シス ④ 共 同仕 入 シ ステ ム

、製 品 開 発'テ ム ⑤ 共 同 加 工処 理 シ ステ ム

⑥ 共 同 受 注 システ ム
'生産 計 画'② 短期 間 に 多品 種 小 ロ

ッ ⑦ 共 同 出荷 シ ステ ム

トの 製 品 を生 産 させ る ⑧ 共 同研 修 シ ステ ム

、生 産 管 理 、 シ ス テ ム ⑨ 共同福 利厚生 システ ム

〔製 品製 造 〕③ 省 力化,自 動 化 を 図 る

シ ス テ ム

本 とな つ て,共 同 シ ステ ム化 の 方 向 を具 体 化 す る シ ステ ム化 で あ る 「生 産 の高

付 加 価 値化 のた め の シ ステ ム化 」 と 「規 模 の利 益 の た め の シ ステ ム化」 を現 実

の もの とす る こ とが で きるの で あ るが,こ れ まで み て きた よ うに,わ が 国 の ニ

ッ ト工 業 の特 質 か ら,い くつ か の企 業 グ ル ー プ に分 割 しそ れ を 総括 す る方が 得

策で あ る。 とい うの は 主体 性 を もつ あ る程度 の規 模 の企 業 と全 く主 体性 の ない

小規 模 の企 業 が 混 在 し てい る中 で,一 律 に協 業 化 す る こと は不可 能 だ か らで あ

る。各 参加 企 業 の利 害得 失が あ る程 度一 致 しな い共 同組織 の 存続 は 困難 で あ り,

特 に この 業界 で は 一 国一 城 の主(あ る じ)意 識 が強 い とい わ れ てい る こ とか ら
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図4-3
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も ・共 同組 織 の運 営上 重 要 とな る のが,参 加 企 業 の主 体 性 と共 同 組織 運 営 に よ

る集 中 管理 を どの よ うに バ ラ ンス させ るか とい うこ とで ある
。

こ の よ うな こ とか ら ・ニ ッ ト工 業 にお い て は ,こ れ までに 実 施 さ れ た協 同事

業化 の 中 で す べ てが うま くい っ てい る とは い えず,む し ろ成功 した例 の方 が 少

ない とい うのが 現状 で あ る。

比 較 的規 模 が 大 き くて リー ダ ー シ ップが とれ る企 業 を核 に し て企 業 グ ル ー プ

を形 成 す る こ とが 考 え られ る。 これ ら企 業 グル ー プ の総 括組織 を つ くる こ とに

よ って協 業 化 の 利害得 失 を調 整 す る ことが可 能 とな る
。 す なお ち 異種 製 品,異

種 工 程 を 保有 す る企 業が グ ル ー プ化 す る こ とに よっ て,協 業 化 に よる規 模 の利

益 だ け で な く,製 品 の 多様性 を確 保す る こ とが で き る と と もに,こ れ らの 企 業

グ ル ー プが 相 互 に競 合 しな い よ うに配 慮 す るこ とに よ つて,全 体 と して規 模 の

利 益 の み な らず,製 品 の 多様 性 を確 保 す る ことが で きる。

以 上の よ うな こ とか ら,わ が 国 の ニ ッ ト工 業に お け る共同 シス テ ム化 の 適用
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のひ とつ に各 ニ ッ ト産地 を 単位 とした ものが 考 え られ る。 そ して これ らの 共 同

システ ム化 の た め の基 本 機 能 を各 ニ ッ ト産 地 で の実 施 可 能 な形 態 に 展 開 した も

のが 図4-4で あ る。 この図 か ら も明 らか な よ うに,こ の シ ステ ム化 ビジ ョ ン

を現 実 の も の とす るた め に は,種 々の 関 係 機 関 の プ ロモ ー トや 機 能 の 代替 が 必

要 とな って く る。 このた め 「都 道 府 県庁 」 「市町村役場」 「商 工 会議 所 」 「地 区

組 合 」 の各 機 関 を組 み 込 ん だ シ ステ ム としな け れ ば な ら な い。

この よ うに して,ニ ッ ト産地 の ニ ッ ト関連 企 業 を有機 的 に結 びつ け た複 合 企

業 とし て生 産 販 売 活 動 を行 な う共 同機 構 が 考 え られ る。

(3)共 同 シ ステ ムの 具 体 的 な構 想

共 同 シ ステ ムの 基本 的 な視点 は,各 ニ ッ ト産 地 の特 質 を 踏 えて シ ステ ム化 を

図 る こ とで あ った 。 そ の た めの ニ ッ ト工 業 に お け る共 同 シ ステ ム化 の 方 向 は,

図4-2 共 同 システ ム化 ビ ジ ョ ン展 開 図

》

商工金
線所

《
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ニ ッ ト製 品 が 非 常 に 高 い 加 工 度,自 由度 を持 って い る こ とか ら くる製 品 イ

メー ジの 多様 性 を 保持 させ るた め の 多品種 ・少ロット,短 期 生 産 を可 能 に す る多

品種 少 量生 産 体制 を 中核 と した ニ ッ ト関連 企 業相 互 の 協 調 体 制(共 同 シ ステ ム)

を 確立 し ・豊 富 な 品揃 え を可 能 とす る システ ム,す な わ ちニ ッ ト製 品 の特 徴 に

適合 した 分割 生 産 が 可能 とな る よ うな シ ス テ ムを形 成 す る こ とで あ る。 これ ら

の ニ ッ ト製 品 の特 性 と ・ニ ッ ト産 地 の特 質 を十 分 考 慮 した具 体 的 な シ ステ ム案

として,次 の よ うな共 同 シ ステ ム構 想が 考 え られ る。

本 構 想 の 現実 的 な 目標 の 主 な もの とし ては次 の よ うな ものが あ る。

① 産 地 ブ ラ ン ドの統一 テ ー マに よる商 品 展開

② 産地 イメ ー ジア ップ の 促進

③生 地 加 工 部 門 の 自動 化,省 力化

④問 屋 中心 か ら主 体 性 の もて る販 路 開拓

⑤ 多 品種,少 量,短 期 生 産 の 実 現

これ らの 目標 を達 成 す る前提 と して企 業 グ ル ー プの 形成 が あ る。 グル ー プ化

の 第一 歩 は,ニ ッ ト製 品 の 特性 を生 か した グ ルー プ製 品 の 開発 で あ る。 す なわ

ち 横 縞,丸 綿,経 線 とい った 絹地 の種 類,ハ イ ゲー ジ,ロ ー ゲ ー ジ とい った ゲ

ー ジの種 類 な どの組合 せや ,絹 地 と布 用の結 合,生 産 能 力 の異 な る編 立,縫 製

工程 の分業 化 に よる生 産 量 の バ ラ ンシ ングな どに よ って,ニ ッ ト製 品の特 徴 に

適 合 した生 産 グ ルー プが形 成 さ れ ・商 品 の 多様 化,ロ ッ ト化 が 確 保 され る。

また ・企 業 グル ー プ間 の 競 合 を防 ぐため,婦 人物,紳 士 物 な どの製 品 の種 類

や 定 番 の一 般 品 と高 級 品 な どに よ って企 業 グ ル ー プの性 格 を明 確 に.して お く必

要 が あ る。 共 同 シ ステ ム本 部 で は,産 地 ブ ラ ン ドの統一 テ ー マ に よ る商 品 展 開

を考 え,共 同 シス テ ム支部 では,グ ル ー プの 特性 に合 せ た産 地 ブ ラ ン ドの展 開

を行 う。

以 上 の よ うな基 本 的 な視 点 に 立 って,関 係 機 関,団 体 との 関連 性 を もたせ た

構 想 と して 図4-5に 図 示 して あ る。
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図4-5共 同 シ ス テ ム構 想概 念 図
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4.3共 同 シ ス テ ム に お け る 情 報 シ ス テ ム

(1)共 同 システ ムに お け る事 業

これ まで述 べ て きた 共 同 シ ステ ム構 想 にお け る具 体 的 な事 業 を考 え る と
,2

つ の 機 構 が考 え られ る。 ひ とつ は 中心 と な る本 部 機構,も うひ とつ は企 業 グル

ー プの支 部 機 構 で あ る
。 これ らの 機 構 に おけ る関 連事 業 を大 き くわ け る と 「商

品企 画 機能 」 ・ 「販 売 機 能 」 ・ 「生 産 機能 」 ,「 管 理機能 」 の4つ の機能 が あ

る・ これ らの 機能 を円 滑 に効 果 的 に 発 揮 させ る ため に
,各 企 業 グ ル ー プ(共 同

シ ステ ム支部)を 統 括 しコ ン トロール す る 「共 同 システ ム本 部 」 が設 置 され る
。

この共 同 シ ステ ム本 部 の中 心 ・な るのが 管 理機 能 のため の麟 セ ン ‥ で あ る
。

こ の コ ン トロー ル の下 に共 同 システ ム として次 の よ うな 事 業 が あ る
。

まず 商 品企 画 機能 で は,

O商 品 開発 と して

デ ザ イ ン の開発

素材 染 料 の 開発

物 性 ・耐 久 性試 験 等 の 実施

o情 報 収 集 加 工 と して

消 費 者購 買調査 の実 施

消 費 者 モニ ター調 査 の実 施

Oア ンテ ナ シ ョップ の設 置

国 内外情 報 資 料 の収 集

o共 同検 査 として

品質 検査 等 の実 施

第2に,販 売 機能 では

o共 同受 注 と して

展示 会(受 注会)の 開催

専 用 営 業 所 ・直 営店 の設 置

即 売 会 の開催
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受注管理

○共同 出荷 として

専用配 送セ ンターの設置

出荷計画管理

第3に 管理機能 では

O情 報 セ ンターにおいて

情報処 理

情報交換

情報 蓄積

最後 に,生 産機能では

o共 同仕入 として

仕入企 業登録制度

仕 入管理

o共 同加工処理 と して

外注企業登録 制度

内職指導 ・あっせ ん

外 注管理

機械加工処 理

o共 同研修 として

経営研修

技術研修

職場 ・業務研修

研修 管理

o共 同福 利厚生 として

共 同保養施設 ・契約旅館制度

共 同レク リー シ ョンの開催

保険組合 の創設
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団 体 保険 の 加 入

生 活 用 品 共 同購 入

福 利厚 生 管理

以 上 の よ うに ・多種 多様 な 事 業 を共 同 シ ステ ム本 部 の コ ン トロ ール の 下で行

ってい るが,こ れ らに対 応 して各共 同 システ ム支 部 は おい て 次 の よ うな事 業 を

実 施 す る こ とに な る。

商 品 企 画 機能 で は,「 支 部 ブ ラン ドの展 開」 があ り,販 売機 能 で は 「情 報 交

換」,「 情 報処 理 」 が あ り,そ して生 産 機能 で は 「共 同仕 入 」,「 共 同加 工 処

理」 ・ 「共 同研 修 」 が あ る。

この よ うな両 機 構 の 事 業 を とり ま とめ た ものが 図4-6(本 部 機 構)で あ り
,

図4-7(支 部 機構)で あ る。 この 表 か ら明 らか な よ うに,共 同処 理 と して は

情 報 シス テ ム処 理 系 と機 械 シス テ ム処 理 系が あ る。 情 報 システ ム処 理 系 につ い

て は後 で述 べ る こ と と して ・機械 シ ステ ム処 理 系 に つ い ては,こ れ らに 関連 す

るす べ て の シ ステ ム機器 を一 ケ所 に 設置 して,連 続 的処 理 が 可能 な よ うに した

「機 械 シ ス テ ム セ ン ター」 とす る こ とが 考 え られ る。

② 共 同情 報 シ ス テ ムの 位置 づけ

共 同 シ ス テ ムに お け る情 報 シ ス テ ムに よる処 理 に つ い ては,事 業 構 成 上 の レ

ベ ル は まち まち で あ るが ,次 の よ うな もの があ る。 まず共 同 シス テ ム本 部 で は

Oシ ル エ ッ トデ ー タ提 供 サー ビス(デ ザ イ ン ・パ タ ー ンの基 本 デ ー タ を検 索

し て提 供)

o情 報 収 集 加 工(種 々の商 品企 画 のた め の情 報 を処 理 し蓄 積 して提 供)

o受 注管 理(各 メ ンバ ー グ ル ー プ,企 業 へ の生 産 配 分 ,管 理 な ど)

o出 荷 計 画 管 理(各 メ ンバ ーグ ル ー プ,企 業か らの製 品出荷 につ い て の ロ ッ

トの と りま とめ ・配送 ル ー トの決 定 な ど)

o仕 入 管理(各 メ ンバ ー グ ルー プ,企 業 か らの 原 材 料,副 資材 等 の ロ ッ トの

と りま とめ,発 注,在 庫 な どの 管理)
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図4-6 共 同 シス テ ム本 部 事 業 一 覧

商品企画機能

販売機

商品開発

本

部

機

能

管理 機能

デザ インの開発 新デザインの作成

一議作品製作

一1
.シル エ ットデ ータ提供 サー ビスk

－((自 動摘 出 サー ビスD

_(パ ター ン自動作成 サー ビス)

素材 ・染料 の開発

物性 ・耐久性等の実施

生産機能

　 ■1覧響
.

共同検査 品種検査等の実施

共同受注 展示会(受 注会)の 開催

専用営業所 ・直営店の設置

即売会の開催

注管理(コ ンピュータに よる生産配分 ・管理など)

同出荷 専用配送センター設置

出荷計画管理(コ ンピュータによる出荷ロット、配送ルー トなどの決定)

情報処理 専用情報処理(個 別企業固有業務等)

共同情報処理

生産出荷処理

その他情報処理

情報交換

情報蓄積

同仕入一一[鑓 登警

。,.。 。よる仕入。。、の、、_.。 。。管理)

共同加工処理

共同研修

外 注企 業登 録制 度

内職 指 導 ・あ っせん

外 注管理(コ ンピ ュー タに よる外注 ロッ トの ま とめ、 発注 ・納期 の管理)

(機 械 加工 処理 》(自 動 グ レー デ ィング ・自動 マー キ ングサー ビス)

共同福利厚生

経営研修

枝術研修

職場 ・業務研修

研 管理(コ ンピュータによる予約 ・実績管理、個人スキル管理など)

共同保養施設 ・契約旅館制度

同レクレーシ ョンの開催

保険組合の創設

団体保険の加入

生活用品共同購入

福利厚生管理(コ ンピュータによる予約管理、料金計算等の管理)

注)共 同処理のもので[==]は 情報システム処理系(( ))は 機械 シス テム処 理 系で あ る。
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図4-7

支

部

機

構

共 同 シス テ ム支 部 事 業一 覧

商品企磯 一 支部ブランドの麟(巖;二;㌫)

販 売 機 能 一 共同受注(本 部 との取 引に よる)

管 理 機 能

情報 交換(

一 情報処 理

情 報 交換(メ ンバ ー企 業 との調 整 等)

(舞 報セッターにおけ)

生産機ゼ 灘1論;

○外 注 管 理(各 メ ンバ ー グ ル ー プ,企 業 か らの 加工 外注 の ロ ッ トの と りま と

め,発 注,納 期 な どの管 理)

o研 修 管理(各 メンバ ー グル ー プ,企 業 か らの諸 研修 の 予 約や 実 績 管理,個

人 の ス キル 管理 な ど)

○福 利厚生 管理(各 メ ンバ ー グ ルー プ,企 業 か ら の福 利 厚生 施 設 の予 約 管 理

や 福 利 厚生 制 度 の料金 計 算 な どの管理)

最 後 に,こ れ ら の情 報 シス テ ムの処 理お よび そ の統 括 を行 う情 報 セ ンター が

あ る。 また,各 支 部 に も この情 報 セ ン ター と結 びつ い た情 報処 理が あ る。

これ らの情 報 シ ステ ム は,共 同 シ ス テ ム化 の方 向で あ る 「企 業の 主 体性 を 確

保 しつつ,ニ ッ ト生 産者 と して の機能 を フルに 発 揮 させ,高 付 加 価 値 化 を実 現

す る」 た め の 「生 産 にお け る高 付 加 価値 化の た め の シ ステ ム」 と 「規 模 の 利益

の ため の システ ム」 とい つた シ ステ ムを サ ポ ー トす る役 割 を 果 す もの と し て

共 同 シ ステ ムに 位 置 づ け られ る。
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この よ う な共同 情 報 シ ステ ムに は,そ の適 用 対 象 に よ って2つ の種 類 が考 え

られ る。 ひ とつは,パ ッケ ー ジ化 され た プ ログ ラム に よって各 メ ンバ ー グ ル ー

プ,企 業 が そ れ ぞ れ行 う 「専 用情報 処 理 シス テ ム」 で あ り,も うひ とつ は,共

同 シ ステ ム本 部 の運 営 に おい て行 う 「共 用情 報 処 理 システ ム」 で あ る。 これ ら

の シ ステ ムが,共 同 シス テ ムの 中 で効 率 的 に 機能 す るた め に は,次 の よ うな共

通 の ル ール(規 約)を 作 成 し,運 用 に あ た らな け れ ば な らな い。

① 入 出 力情 報 の標 準化

情 報 シス テ ムに お け る入力情 報,出 力 情 報 に つ い て の仕様 の統 一 が 必要

で あ る。 具 体 的 には,デ ー タの コー ド化 に お け る標 準 コー ドの 設 定,入

力情 報,出 力 情 報 に お い て使 用 され る用語 の 統 一 化,標 準 用 語 の 設 定,

入 力情 報,出 力 情 報 の様 式(フ ォー マ ッ ト)の 統 一化,標 準 様 式 の 設 定 。

② フ ァイル割 当 のi基準 化

情報 シス テ ムにお い て 使 用 され るマ ス ター フ ァイ ル,ト ラ ンズ ア ク シ ョ

ンフ ァイル,ワ ー キ ング フ ァイ ル,プ ログ ラ ム フ ァイル な どの諸 フ ァイ ル

の 割 当につ い て基 準 を設 定 す るこ とに よって,公 平 な 利 用,公 平 な 料金 徴

収 な どが 容 易 と なる。

③ 処 理時 間(帯)割 当 の基 準化

情 報 シ ステ ムに お い て,オ ン ラ イ ン リア ル タ イ ム処 理 で の 優先 順位,リ

モ ー トバ ッチ処 理 で の時 間(帯)の 割当,パ ッチ処 理で の時 間(帯)の 割

当 に つい ての 基 準 を設 定す る こ と`二よ って,公 平 な 利用,公 平 な料 金 徴収

な どが 容 易 とな る。

④経 費分担 の基 準化

情報 シ ステ ム にお け る経費 の分担 は,シ ステ ム の使 用時 間,入 出力 デ ー

タ の件 数,通 信 回線 の使 用 料 な どの ランニングコストばか りでな く,コ ンピュー

タ導 入 経 費,ト ラブ ルに 要 した経 費 な ど も負 担 配 分 す る こ とに なる ため,

そ の配 分 に際 し ての基 準 を設 定 す る必要 が あ る。

⑤企 業 機密 保護 の基 準 化
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個 別 の 企 業 に関 す る企 業 機 密が 他 に漏 洩 しな い よ うに,ハ ー ドウェ アに よ

る保 護(た とえば 端 末 機 のIDナ ンバ ーに よ るコ ー ル チ ェ ック な ど),ソ フ

トウ ェア に よる保 護(た とえば キ ー ワー ドに よ る照 合 チ ェ ックな ど)に つ い

て,何 を どの レ ベル まで保 護 す るか とい った統 一 的 な基 準 を設 定 す る必要 が

あ る。

③ 共 同情 報 システ ム の形成

これ まで述 べ て きた よ うに,共 同システムを 統括 しコ ン トロー ル す るため の シ

ステ ム と して共 同 情 報 シ ステ ムが あ る
。 こ こで,こ の共 同情 報 シ ステ ムは どの

よ うな機 能 を もつ サ ブ シ ステ ムで 構成 され,ど のように 形 成 され て ゆ くの か とい

うこ とにつ いて述 べ る。

まず,共 同情 報 シス テ ムの概 略 につ い て 図示 した もの が図4-9で あ る。 こ

の 図か ら明 らか な よ うに,機 能 別 に みれ ば 管理 機能 と して の 「情報 セ ン ター 」

があ り,商 品企 画機能 と しての 「フ ァ ッシ ョ ン情 報 管 理 システ ム」,生 産 機 能

と して の 「多品 種 少 量生 産 管理 シス テ ム」,販 売 機 能 と して の 「販 売在 庫 管 理

シ ステ ム」 の各 シ ステ ム を統 括 す るのが 「共 同情 報 シ ス テ ム」 で あ る
。

情 報 セ ン ター に お い て は,個 別 企 業 あ るい は セ ンタ ー 固有 の情 報 処 理 と共 同

情 報処 理が あ る。 前者 は 「個 別企 業 専用 情報 処 理 シス テ ム」,「 研 修 管 理 ・福

利厚 生 管 理等 の 内 部 管理 シ ステ ム」 ,そ し て 「生 産 出荷統 計 処 理 」が あ る。

後 者 は,情 報 セ ン タ ー との コ ミ ュニ ケー シ ョ ンを図 りなが ら,各 機能 に対 して

有効 に働 く 「共 同 情 報 シ ステ ム」 で あ る。

こ の共 同情 報 シ ステ ムで 統括 され てい るサ ブ シス テ ムにつ い て み て み る と,

まず商 品企 画 機能 を効 率 的 に 発揮 させ るため,「 国 内 外関 連情 報 」,「 消費 者

購 買 調査,消 費 者 モ ニ タ ー 調査 」,「 シル エ ッ ト提 供 サ ー ビ ス情 報」 な どに よ

つて ・どの ような衣 料 品 を揃 え るのか とい った 「品 揃 えの設 定 」,ど の よ うな

価格 帯 にす れば よい の か とい っ た 「プ ライス ・ゾ ー ンの 設定 」,ど の よ うな衣

料 品,ど の よ うな価 格 の もの を どれ だけ の量 にす るの か とい った 「ボ リュー ム ・
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図4-8 共 同 シ ス テ ム の シ ス テ ム 設 計 概 念

共同 シ ス テ ム化 の方 向

企 業 の主体 性 を 確保 しつ つ,

ニ ッ ト生 産 者 と しての機 能 を

フル に発 揮 させ 高付 加 価 値化

を実 現 す る。

↓
」し

斗

生 産 にお け る高 付 加 価値 化 の た め

の システ ム

規 模 の利 益 の ため の システ ム

商品企画

製品開発

迅速 ・的確に消費者 ニ
ーズ を把握 し ,そ の製

品 イメージを具体的な

生 産へ 展開 させ るシス

テ ム

共 同情 報 収 集 分 析加工 システ ム

共 同商 品 開 発 シ ステ ム

共 同受 注 シ ステ ム

共 同仕 入 シ ステ ム

共 同加 工 処 理 シ ステ ム

共 同 検 査 シ ステ ム

共 同 出荷 シ ステ ム

生産計画

生産管理

短期 間に多品種少 ・ッ

トの製 品を生産 させ る

システ ム

共 同研 修 シ ステ ム

共 同 福 利 厚生 シ ステ ム製品製造 省力化,自 動化を図 る

システ ム

べ 小
、f

共 同 情 報 シ ス テ ム の 確 立

専 用情 報 処 理 シス テ ム 共 用情 報 処 理 シス テ ム

o入 出力情 報 の標 準 化

(デ ータ コー ド,用 語,入 出力 様式 な ど)

Oフ ァイ ル割 当 の基 準化

o処 理時 間(帯)割 当の基 準 化

o経 費分 担 の基 準化

O企 画機 密 保護 の基 準 化

な どの ルー ルづ くりの推 進
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図4-9 共 同 情 報 シ ス テ ム 概 略 図

、づ護

優 ・・

螢

ゾー ンの設 定 」 な どを行 う 「フ ァ ッシ ョ ン情報 管理 シ ステ ム」 があ る
。 次 に生

繊 能 を効 率 的(溌 揮 させ るた め ・ 「納期 管 剰,「 仕 入 管剰 ,「 艦 管型

を十 分に 実施 し,期 間 内 の生 産数 量 を決 め る 「生 産 ボ リ
ュー ムの決 定 」 をは じ

め と して ・ 「生 産 ス ケ ジ ュー ル の決 定」,「 生 産 価 格 の決定 」 を行 う 「多品種

少 量生 産 管 理 シ ステ ム」 が あ る。最 後 に,販 売 機能 を効 率 的 に発揮 させ るため ,

「受 注管 理 」,「 在 庫 管 理」,「 出荷 計 画管 理」 を十 分 に 実 施 し ,期 間 内の 販

売数 量を決 め る 「販 売 ボ リュー ム の決 定」 をは じめ として 「販 売 スケ ジ
ュ_ル

の 決定」 ・ 「販 売 価格 の決 定 」 を行 う 「販 売在 庫 管理 シス テ ム」 が あ る
。 この

よ うに各 機能 を効 率 的 に 発揮 させ る た め ,各 種 の 決定 を行 うの に必 要 とな る情

報 を提 供 した り,各 種 の 業務 を コ ン ト・一 ル した りす るの が ,こ の3つ の サ ブ

シ ステ ムで あ る。
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以 上 の よ うに,売 れ 筋 を 把握 し .,生 産 の不 確 実性 を軽 減 し,付 加価 値 の 高 い

体 質 へ転 換 す るた め に必 要 とな るのが 共 同情 報 シ ステ ム で あ る。

この よ うな共同 情 報 シ ス テ ムが確 立 された 共 同 シ ステ ムの 主 な メ リ ッ トとし

ては,大 体 次 の よ うな もの が考 えられ る。

①商 品 開発 力の 強 化

ア ンテ ナ シ ョ ップの 設 置,フ ァ ッシ ョ ン情 報 の迅 速 ・的 確 な収 集 ・分 析

お よび特 定 の消 費 者 を 選 定 し具 体 的 な衣 料 品 着 用 の感 想 を 求 め るモニ タ リ

ング調査 ・消費 者 購 買調査 な どに よる消費 者 ニー ズに 適 合 した商 品 企 画 力

の 向上 が 図 れ る とと もに,デ ザ イ ンの開 発,素 材,染 料 の 開発 な どに よっ

て,素 材,色,柄,ス タ イ ルの 開発 が一元 化 さ れ,効 率 的 な 開発 体 制 に よ

つて商 品 開発 力 が 強 化 され る。

② 多 品種 少 量生 産 体 制 の 確 立

共 同 受注 体 制 を採 用 し,メ ンバ ー グル ー プ,企 業 に対 して生 産 配 分 を行

うため,各 メ ンバ ー グ ル ー プ,企 業 の生 産 能 力,水 準,生 産 品種 等 の特 性

に 応 じた生 産 が 可 能 とな る とと もに,生 産 ロ ッ トも ま と まった もの とな る

と ころか ら,各 メ ンバ ー グ ルー プ,企 業 を生 産 モ ジ ュー ル と して,多 種 多

様 な製 品 の製 造 を行 う,い わば 各 企 業が 従 来 の そ れ ぞれ の製 造部 門 を担 当

す る ところ か ら,多 様 化,個 性化 す る消費 者 ニ ーズ に対 応 す る多 品種 少 量

生 産 体制 が 確 立 され る。

③ 販 売 力の 強化

専 用 の営 業 所 を設 け,全 国 的 な 販売 活動 お よび 共 同 の広 告宣 伝 体制 に よ

る大規 模 な広 告宣 伝,共 同展 示 会 な どを展 開す る と と もに,大 きな商 品 開

発 力 を背景 に して オ リジナ リテ ィの あ る産 地 ブ ラ ン ド商 品 の販 売 と加 工 度

の 高 い生 産 能 力 に よ って幅 広 い得 意 先 層 を獲 得 で き る な ど販 売力 が 強化 さ

れ る。

④ コ ス トの削減

共 同 シス テ ム化 に よ って商 品開発 か ら生 産 ・販 売 ま で の過程 にお け る コ
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ス トの 低 減 ・た とえば 共 同情 報 収 集 ・分 析 な どに よる開発 コ ス トの低 減
,

共 同 受 注 な どに よる営 業 コ ス トの 低 減,共 同 仕 入 や機 械 シ ステ ムセ ン タ_

な どに よ る製 造 コス トの低 減,さ らに は共 同 配 送 な どに よる出荷 コス トの

低 減 な どに よって大 幅 に コ ス トが 削減 され る。

④付 加 価 値 の 増加

上 記 ①～ ④に よって ・生 産 の 不 確実 性(リ スク)の 減 少 ,共 同 シ ス テ ム

化 に よ る コス トの低 減 お よび生 産 の合 理 化 ,省 力化 に よ って,個 別 の企 業

で生 産 す る従 来 の生 産 体 制 よ り高 い付 加 価値 が得 られ る
。 さ らに 流 通経 路

の短 縮 化 が期 待 で き る こ とか ら ・一 層 の付 加価 値 増 加が 予 想 され る
。

次に この 共 同情 報 シ ステ ムを 中核 とした共 同 システ ム構 想 の実 現性 を高 め る

ため に ・第1に 必 要 な こ とは ・参 加 メ ンバ ー グ ルー プ ,企 業 の主 体 性 を確 保 す

る こ とで あ る。 な ぜ な ら ・これ まで 自主 独 立 の運 営 を して きた企 業 同 志 を短 期

間 に再 編 す るの は ・殆 ん どが 中 小企 業 で あ るだ け に非 常に困難 で あ ろ
。 そ のた

め 各 メ ンバ ーグ ル ー プ ・企 業 を生 産 モ ジ ュー ル とし て位置 づ け,独 立 採 算 制 に

よ つて 参加 メ ンバ ー グ ル ー プ ・企 業 の 経営 体 質 を改 善 し ,共 同 シ ス テ ム化 を強

化 す る。す な わち ・自 己努 力 の成 果 がバ ネ返 っ て くる よ うな仕 組 み を ビル トイ

ン して お か なけ れば,そ れ ぞ れ の企 業が もた れ あ う とい う最 悪 の ケ ース の生 じ

る こ とが 予 想 され る か らで あ る。

しか しな が ら ・本 構 想に お け る運 営主 体(本 部,支 部)が 強 力 な管 理 機 能 を

発揮 しな い とす れば ・市場 競 争で は 非 常 に不 利 で あ る
。 この た め,生 産 モ ジュ

ニ ル と して の企 業 の主 体 性 ・共 同鱗 ・して の本 部 ぽ 部 の集 中管 理性 。
の.・

ラ ンス を とる こ とが 重 要 と な る。

こ の よ うな こ とか ら共 同 シス テ ムの運 営 上 の問 題 点 として ,次 の よ うな項 目

が 考 え られ る。

O受 注配 分 の公 正化

○ ク レー ムの処 理 体制

o情 報提 供 の公 平 化
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○提 供 情 報 の 信頼 性

o利 益 の適 正還 元

O経 費 負担 の公 平 化

o企 業機 密 の保護

この よ うな 問題 を解 決す る ため に,共 同 情 報 シ ステ ム の統一 規 約を 除 くと ,

大 体 次 の2つ の規 約 を設 け る必 要 が あ る。

① 共 同 シ ステ ム処 理規 約

具体 的 な事 業 を行 う場 合 にそれ ぞ れ の参加 メ ンバ ー の便 益 を 保 障 す るた

め の規 約 で,た とえば 製 品 につ い ての クレー ム処 理 で 該 当す る製 造 企業 へ

の ペ ナル テ ィを課 す こ とや,企 業 機 密 の保 護 の徹 底,受 注配 分 につ い て の

基 準 化 な ど の と り決 め な どで あ る。

② 共同 シ ステ ムの管 理 規 約

事 業 を 統一 的 に管 理,実 施 す るた め の規 約 で参 加 メ ンバ ー,得 意 先 との

間 の取 引 きあ る いは 原材 料 メ ー カー,加 工 企 業 との間 の取 引 きに お け る形

式,用 語 等 を統 一 す る こ とや各 事 業 の実 施 に あた って の権 限 と責 任 体制 の

と り決 め な どであ る。

以 上 の よ うな措 置 を考 慮 した上 で 現 実的 な構 想 の 具 体化 で 重要 とな っ て くる

のは,機 械 シス テ ム セ ン ター な どに よ る具 体 的な 共 同化 の メ リ ッ ト.共 同 の 販

売 窓 口の設 置 な どに よ る具 体 的 な協業 化 の メ リ ッ トな どを通 じて参 加 メ ンバ ー

相互 の運 命 共 同体 的 な連 帯 意識 を高 め る こ とで あ る。

こ の よ うに して経営 者 をは じめ とす る参 加 メ ンバ ーそれ ぞれが 現 状 打 開 の最

も有 力 な方 策 と して共 同 シ ステ ム化 構 想 を認 識 し,節 度 あ る企 業 活 動 へ と 自覚

す る こ とが 大 切 な こ とで あ る。 特 に 経営 者の 自我(一 国一 城 の主 意識)が 強 く

出す ぎ る と本 構 想 の実 現 は 困難 とな るで あ ろ う。

次 に,こ の共 同 シ ステ ム化 構 想 は,そ の資 金 的 な側面 か らの促 進 手段 として

政 府 の 新繊 維 工 業 構造 改善 対 策 の諸 施策 が あ る。 これ は昭 和49年5月 成 立 の

「特 定 繊維 工 業 構 造 改善 臨 時措 置 法 の一 部 を改正 す る法律 」 に基 づ く政 策 で,
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そ の 重 要施 策 のひ とつ に 「商 品 開 発 セ ンタ ーを 中心 とした 知識 集 約化 グ ル ー プ

の育 成 強 化」 が あ る。 この施 策 の適 用対 象 に本 構 想 の共 同 シス テ ム化 が 該 当す

る こ とが 考 え られ,こ の 場 合 は低 利 で長期 の有 利 な融 資 を受 け られ る こ とにな

つ.てい る。 その た め ・今 後 共 同 システ ム化構 想を具 体 化 してゆ く段 階 で,こ の

構 造 改善 施 策 へ の適 用 を十 分 検 討 す る こ とが 重 要 な こ とで あ る。

以 上 の よ うな こ とか ら,昨 年 度 提 案 した マ イク ロコ ン ピ ュー タ シ ステ ムの適

用に よ る生 産 管理 シ ス テ ムは,参 加 メ ンバ ーグ ル ー プ,企 業 に お いて生 産 モ ジ

ュー ル として の機能 を フル に 発揮 す るた めの有 力 な手段 とな り,こ こで発 生 す

る情 報は 共 同 システ ム本 部 の情 報 セ ン ターへ と移 送 され ,よ り確実 な生 産 流 通

活動 が 可能 とな つて くる。

この よ うな 共 同情 報 シス テ ムを考 慮 した生 産 流通 システ ムの開 発 は,新 繊 維

工 業構 造 改善 施 策 の ひ とつ で あ る知 識 集 約化 グ ルー プの 育成 促 進 の 中核 的 な シ

ス テ ム として 適 用す る うえ か ら も緊要 な こ とであ る。
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5・ 生 産 流 通 シ ス テ ム導 入 手 順

5.1シ ス テ ム 概 論

「あ る 目的 の た め に組織 だ て られ た 方法,手 順,技 術 な どの 総体」,「 特定

の機能 を果 た す た めに 必 要 な入 間,機 械,手 法 な どの組織 的 な集 合」 この

2つ の文 章 は シ ステ ム とい う概 念 に与 え られ た定 義 で あ るが,こ れ まで シス テ

ム とy
.・う言葉 の意 味 は じば しば まちが つて理解 され てい る よ うで あ る。 そ こで

最 初 に シス テ ムの 意味 とシ ス テ ム化 へ の理 解 を 明 確に して お こ う。

図5-1は,シ ス テ ム化 か ら コ ン ピ ュー タ稼 動 まで の一 般 概要 図 であ る。 こ

の図 を基 に して ニ ッ ト工 業 界の シス テ ム化 を考 え た もの が 図5-2で あ る。 以

下,こ の 図 に よ って シス テ ム化 お よび コ ン ピ ュー タ 導入 の手 順 を説 明 す る。

①現 状 調 査

② シ ステ ム検 討

の方 針 の 決 定

③ シ ス テ ム作 業

計画 の 作成

④ 現状 シス テ ム

分 析

⑤新 シ ス テ ム

分析

⑥概 略 設 計

現 状 の シ ステ ムに関 係 す る情 報 の 整 理 な らび に外部 情 報 よ り

他 企 業の 現状 調 査 を行 な う。

現 状 シ ス テ ムの 問 題点 の掌 握 。 目的,目 標 の設 定 を行 な う。

現状 シス テ ムか ら新 シ ステ ムへ き りか え をお こな うため の

諸 作 業 の ス ケ ジュ ール表 の 作成 。

シ ス テ ム分 析の 第1段 階 であ り一 般的 に 現 状 シ ステ ムを 理

解 す る た め に種 々な情 報(デ ー タとな る伝 票,帳 票 類や 事

務 の流 れ 等)の 収 集 し,分 析 を行 な う。

シ ステ ム 分析 の第2段 階 で新 シ ステ ム の要件 を明 確 に す る。

す な わ ち新 システ ム では どん な こ とを 目的 と してい るのか そ

れ に 必要 な情報 の整 理 を行 な う。

シ ス テ ム 設計 の 中の 最 初 の部 分 で あ るが 新 ン ステ ムに もつ て
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⑦詳 細 設 計

⑧ コ ン ピ ュー

タ導 入打 合

せ

⑨ コ ン ピ ュ ー

タ 選 択

⑩ コ ンピ ュー

タ設 置 準備

行 くた め の概 要 を設 計 す る もので,シ ステ ム流 れ図 シ ステ ム

全 体 の処 理 フ コー の検 討。 さらに 関連 する処 理が終 了す る ま

で の処 理 手順 を決め る。

この シ ステ ム設 計の 所 で は で きるだ け い ろい ろな方 法 を考 え,

可能 な限 りい ろ い ろな ア プ ロー チ を してみ る。 設 計 され た 新

ンステ ムに つ い て承 認 を求 め るた め に,作 業に必 要 な 事項 に

つ い ては,決 め られ た書 式 に 従 って そ れ を文 書化す る。

シ ス テ ム設 計 の中 で 新 システ ムを詳 細 に設計 す る所 で コー ド

設 計,シ ステ ム流 れ 図の 作成,フ ァイ ル設 計 システ ム仕様 書

の 作 成等 を行 な う。 これ ら を標準 化 した り ・整 理す る こ とに

よ りシ ステ ム化 が ほぼ 終 了す る。 し か しなが ら コン ピ ュー タ

化 を 考 え てい る ならば コ ン ピ ュー タ化 は シ ステ ム化 とダ ブル

が こ こか ら整 理 しな けれ ば な らな い。 また逆 に コ ンピ ュー タ化

を考 え て い な い所 で は シ ステ ム化 に した が い進 め て行 くこ とで

あ るが,そ れ で すべ てが 終 った わ け で は な く時 代 の 流 れ に よ り

そ の シ ステ ムにつ い て もあ る期 間 を も って評 価 し修 正 してい か

な け れ ば な らない 。

コ ン ピ ュー タを導 入 す るた めに 関 す る種 々の 打 合 せ を行 な う も

の で 内容 につ い ては 現状 か らみ た処 理 量,処 理 容 量か らみ た コ

ス ト,コ ン ピ ュー タ室,設 備,要 員,社 内 の体 制 等 々が 上 げ ら

れ る。

コ ンピ ュー タ導 入 の ため の 打合 せ が 終 った段 で先 の システ ム設

計 の結 果 や 打 合せ の結 果 に よ りコ ン ピ ュ ータの 機種 選 定 に 当 る。

詳細 に つ い ては後 章 で述 べ る。

コ ン ピ ュー タ の導入 日の決 定に よ り期 日 まで に コ ン ピュー タ室

の設 置 準 備 を行 な う もので コ ン ピ ュー タだ け では な くコ ンピ ュ

ー タの附 属 設 備 に つ い て も設 置準 備 を行 な ってお く。
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一ユピ

入
ソ
導

コ

タ

⑪

⑫ プ ログ ラム

設計

⑬ プロ グ ラム

作成

⑭ テ ス ト ・デ

ィパ ック,

テ ス ト・ラン

⑮ 稼 動,

」 ッ ク 処 理

コ ン ピ ュー タ導 入 に 当 り導入 まで に準 備 して お か なけ れ ば な ら

ない コ ン ピュ ー タ要 員,社 内 教 育等 を述 べ る もの であ る。

コ ン ピ ュー タ は ボ タ ンを押 す ことに よ り勝 手 に 処理 する 機械 で

はな く計 算 を行 な うため の計算 式 を あ らか じめ コ ンピ ュ ー タに

入 れ てお くた め に そ の手 順 を この プ ログ ラム設計 で行 な う もの

であ る。 詳細 に つ い ては 後 章 で述 べ る。

プ ログ ラム設 計で 手 順 を 示 さ れた 通 りに コ ン ピ ュー タに し かわ

か ら な い コ ン ピ ュー タ用 語に よ り作 り変 え られ る。

プ ログ ラ ム 作成 で作 られ た プロ グ ラム が正 し く手 順 通 り処 理 し

て くれ るか ど うか を チ ェ ックす る。

チ ェ 実 際 に コ ン ピ ュー タに デ ー タを入 れ処 理 を行 な う こ と。 この チ

⑯実 稼 動

⑰ 評 価 ・ メ ソ

テ ナ ン ス

エ ック処 理は 稼 動 して いる 否 ン ピ ュ一 夕処 理 の結 果 とコ ン ビュ

タを使 用 しな い で処 理 した結 果 とのつ き合 せ であ る。

約1年 か ら2年 間 の 試 験運 転(平 行 処 理)を 行 な った 後 コ ン ピ

ュ ー タ処 理 に す ぺ て を まかせ た稼動 。

実 稼 動 に 入 って も,た えず シス テ ム評 価 を 行 な い少 さい 修 正は

逐 次 行 ない シ ステ ム変 更 の場 合は 時 期 をみ て の メ ンテ ナ ンス を

行 な う。

5.2シ ス テ ム 関 連

シス テ ムとい う言 葉 は,ど の 企 業 で も よ く使 用 され て い る。 また この 言 葉 を

コ ン ピ ュータ 用語 と受 取 ってい る人 も数 多 くい る よ うで あ る し,言 葉 の 意味 を

あ い まい に覚 えてい た り,誤 った 意 味 で理 解 して い る入 も多数い る。 し か し ・

シ ステ ム とい う言葉 は,必 ず し もコ ンピ ュー タと関係 は な く,使 用 され て い る

範 囲 は大 きい ので あ る。

それ で は システ ム とい う言葉 の意 味 は どの よ うに考 え れば よい のか 。一 般 的

に い えば 「あ る 目的 を もった要 素 が 互 い に関連 しあ つ てい る集 合体」 とさ れ る。
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・図5-1シ ス テ ム 化 か ら コ ン ピ
ュ ー タ の 稼 動 ま で 図

現 状 調 査

シス テ ム検 討 の 方 針 の 決定

シ ステ ム作 業 計 画 の作 成

シ

ス

テ

ム

化

現 状 シ ス テ ム 分 析

新 シ ス テ ム 分 析

概 略 設 計

コ

ン

ピ

ュ
ー

タ

化

新 シ ステ ムの具 体化

新 シ ステ ムの 提 案書

の 作 成

詳 細 設 計

1・
一 ド 設 計1

1

1シ ステ ・流れ図の作劇
1

1・ ・ イ ル 設 計

1

1シ ステム仕鯖 の作司

コ ン ピ ュー タ導 入 打 合 せ

コ ン ピ
ュ ー タ 選 択

コ ン ピ ュ ー タ設 置 準 備

コ ン ピ ュ ー タ 導 入

十
タ

タ

㌫

⊥
↑

レ
動

ン
平

ン
稼

コ

コ

コ
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ピ

ュ
ー
タ
化
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て

い
な

い
場
合

行

処

理

年
～
二
年
間
前

プ ロ グ ラ ム 設 計

プ ロ グ ラ ム 作 成

「

⇔

修
正

鋼

テ ス ト ・ デ ィ バ ッ 、ク,ラ ン

稼 動

チ ェ ッ ク 処 理

実 稼 動

評 価 ・ メ ン テ ナ ン ス
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図5-L' ま で の手 順 図

現 状 調 査

システム検討 の方針 の決定

霞聞
ピ フ〕

ニ ッ ト工 業 モ デ ル 企 業 に お け る シ ス テ ム 化 か ら コ ン ピ ュ ー タ 化

新 シ ス テ ム の 具 体 化

新 システ ムの提案

書の作成

ル 設 計

シ ス テ ム仕様 書 の作成

〔各 業 界 の 現 状〕

生 産 工 程 の コ ン ピ ュー タ化 外 注 管理

工 程管 理(コ ンピュータの開 発)の 決 定

〔生 産工 程 の明 確化 伝 票 類 の 明確 化〕

〔情 報 ア イ テ ム分析,情 報 部 門 間 フロー分析〕

マイクロコンピュータ利用による

生 産工 程 に 生 産 工程操作法説明書

お けるコン ピ

ュー タの開発 コンピュータ導入打合せ

案 の作 成
一 夕選 択

コンピュータ コンピ
ュータ設置準備,

の開発

;㌫ フト[〉 ・ ン ピ

テ ス ト ・デ ィバ ッ・ク,ラ ン

評 価 ・ メ ン テ ナ ンス

具 体 的 な例 を と つて い う と,商 品の 流 通機 構 や 商 店 にお け る販 売活動 は いず れ

もシス テ ム と して とらえ られ る もの な の で あ る。

シス テ ムは通 常 の場 合,つ ぎに 示 す5つ の 機能 を 有 し,図5"3の よ うな関

連 を もつてい る もの で あ る。
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Oイ ン プ ッ ト

○ ア ウ トプ ッ ト

Oフ ロ レ ス

○ コ ン ト ロ ー ノレ

Oフ ィ ー ド バ ッ ク

図5-3

イ ンプ ッ トτ→

コ ン トロ ー ル

フ ロ セ ス

フ ィー ドバ ッ ク

ア ウ トプ ッ ト

ニ ッ ト工業 の生 産 活 動 を例 に とって み る と,そ れ ぞ れ の基本 的 な活動 が シ ス

テム の必 要 機能 を発 揮 し,互 い に関連 してい るのが よ くわ か る。

イ ン プ ッ ト…… 原 糸 の仕 入 れ,得 意先 か らの 注文 。

ア ウ トプ ッ ト… …商 品の 納 品,出 荷 。

プ ロ セ ス … …生 産 の各 工 程,す なわ ち,編 立 準 備,編 立,縫 製 準 備,縫

製,仕 上等 の各 工程 。

コ ン トロー ル… …生 産 の 進 捗状 況,ス ケ ジ ュー ル,在 庫 調整 等 の各 管 理方 法。

フ ィー ドパ ッ・ク… …生 産 工 程 に応 じた 製 品 の企 画,原 価 計算 の標 準 規 定,従

業員 の技 術 レ ベル に よる製 品の 出荷 納期,教 育等 。

こ う した シ ステ ムの なか で最 高 の働 き を行 な って い るの が 入 間 で あ り,人 間

の頭脳 で あ る。 これ は と くに プロセ ス ・コ ン トロー ル機 能 が 発 達 してい るた め

で あ る。

5.3シ ス テ ム 化 の 狙 い

シ ステ ム とい う用語 は,す べ ての活 動 を含 ん だ広 い 概 念 で,情 報 は そ の シ ス

テ ム のな か の一 部 を 占 め てい るにす ぎな い。 この情 報 だ け を とり出 して システ

ム化 した もの を情 報 シ ステ ム とい う。 情報 シ ステ ムの 役 割 は,一 口で い うと,

シ ステ ムの 活動 を 円滑 に行 うた め の サ ポ ー トシ ステ ムで,諸 活 動 が必 要 とす る

情 報 を,必 要 とす る時 に提供 で き る システ ムでな け れ ば な らな い。

シ ステ ム化 の狙 いは 多 岐 に わた るが,基 本 とな るの は 次 の よ うな点 で あ る。

{11事 務 の 合理 化 ・省 力化

同一 種 類 の 情 報 に も多 種 の様 式 が あ る。 た とえ ぽ 仕 入 伝票 につ い て み れば,
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仕 入先 に よ って様 式 が 違 う。 最近 は仕 入先 自体,コ ン ピ ュー タな ど の事 務 機械

化 が 進 み,完 全 な コ ン ピ ュー タ様 式 に な つて きてい る。 これ では 情報 シ ステ ム

へ の入力 が 複 雑 化す るば か りで,同 じ伝 票 を発 行 す るに もい ろい ろ な様 式 に し

たが お な けれ ば な らな くな り,作 業 能率 は低 下 す る。 この た め同一 情 報 につ い

ては,標 準 化,統 一 化 を はか り,無 駄 な 作 業を や め,情 報 シ ステ ムへ の 効 率 の

よい入 力 を行 な うこ とが必 要 とな る。 しか し,こ の統 一 化 も,企 業 ご とに行 な

った の で は効 果 も薄 く,一 時 的 な もの に な りかね な い。 そ こで共 同 組 織 イヒした

り ・業 界 ぐ るみ で行 な えば,効 果 は一 層 大 き くな る と期待 され る。

(2)管 理 の明 確 化

つ ぎに作 業 範 囲 を 明確 に し て,標 準 的 な作 業 工程 を設 定 す る こと`二よ り,管

理 を 容 易 にす る こ とが あ げ られ る。 必 要 な情 報が 届 か ず,不 要 な情 報 が 届 け ら

れ た り,正 確 な情 報,誤 った情 報 が 入 り乱 れて の情 報 入 力 で は,責 任 の 所在 が

は つ き りせず,情 報 の経 路 や 発生 場 所 が は っき り しない 。 管理 上 の問 題 は こ う

した こ とか ら発生 して い る場 合 が 多 い もの で あ る。 こ うした こ とを解 決 す るた

め に 標準 化 が 必 要 とな る。

③ 迅 速な情 報 提 供

企 業 活動 は 時 間 との競 争 で もあ る。 メ リヤ ス業 界で 大 きな 問題 に な つて い る

納 期 の 問 題は,も っ と も よい例 で あ る。 また,よ り新 しい情 報 を得,そ れ を上

手`二活 用 す る こ とに よ り,他 企 業 との競 争 も有 利 に展 開 す る こ とが で き る。 こ

れ が 迅 速 な情 報 の提 供 が 望 まれ て い る大 きな 理 由 で あろ う。古 い 情 報 が か な ら

ず し もダ メ とい うわ け では ない が,在 庫 につ い て 見 た場 合,古 い在 庫情 報 で は

実 際 に は 品切 れ を起 してい るに も拘 わ らず生 産 を 中止 し,得 意 先,注 文先 へ の

納 期 遅 れ を招 く結 果 とな る。 また商 品企 画を 例 に とる と,国 内や 外 国 か らの情

報,消 費 者 か らの新 しい情 報 を迅 速 に得 る こ とに よ り,需 要動 向 に即 した商 品

生 産 活動 を展 開 しな けれ ば な らな い 。 この よ うに 迅速 に最 新 の情 報 を提 供 す る

こ とが シス テ ム化 の大 き な 狙い で あ る。

適 切 な情 報 の 提 供 に よ り,意 志 決 定 を 容易 に し,経 営 戦 略 の方 向 づ け,迅 速
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な行動,さ らには 市 場競 争 に お い て有 利 な地位 を 占め る こ とが で きるわ け で あ

るが,情 報 シス テ ムは,生 産 活動 や 経営 活動 を サ ポー トす る もので あ るか ら,

システ ム化 を した た め情 報 作成 の作 業 が 増 えた とか,処 理結 果 の整 理 に時 間を

とら れて本 来 の 活動 に支 障 を きたす よ うでは却 って マ イナ スに な る。 した が つ

て情報 収 集の 方 法,処 理 結 果 の提 供 方法 すな わ ち 見方,用 い方 な ど情 報 シ ステ

ムを とりま く周辺対 策 を十 分 に考 えた シス テ ムで な け れば な ら ない。

5.4標 準 処 理

シス テ ム化 を行 な うにつ い て,ど の程 度 の規 模 や水 準 な どが 必要 なの か,そ

れ ほ どまで深 く考え ない 方 が 良い とお もわ れ る。 な ぜ な らば,製 品 が 同 じで あ

って も,従 業 員 の規 模 や 経 営 者 の考 え 方が 異 なれ ば,各 企 業 の システ ム は企 業

ご とに違 い が あ って お か し くない か らで あ る。

{1)規 模

企 業 に よ り システ ムの規 模 の 大 小 はあ るが,自 社 の 問題 点 を抽 出 して検 討 を

加え た 上 で,シ ステ ムの規 模 を考 え,人 手 に よ る解 決 方法,機 械 に よ る解 決 方

法の 選択 を行 な う。 こ れ で規 模 と解 決方 法 は決 ま るが,次 に他 企 業,同 業界 か

ら見 た場 合 の 自 社 の 水準(レ ベル)を 調 べな けれ ば な ら な い。 同 業 界 か ら見た

自社 の水 準 が,上 の 場 合 は その 処 置,下 の場 合 は その 処 置 等 も考 慮 して システ

ム規 模 を 考 え るのが 望 ま しい 。

(2}情 報 の収 集

情 報 シ ステ ムの主 た る活動 は,情 報 を 入 力 し,処 理 ・加 工 して結 果 を 出力す

る こ とに ある。 よい入 力 情報 は,よ い出 力結 果 を生 む とい われ てい るが,よ い

入力情 報 とは,簡 単 な処 理 で 多 くの結 果 す なわ ち種 々 な 出 力情 報 を得 る ことの

で きる もので な けれ ば な らな い し,情 報 の作 成,収 集 も簡単 に行 え る ものでな

くてはな ら な い。

情 報が処 理 加 工 され る まで の過 程 は情 報 収 集 の範 囲 とし て考 え られ,シ ステ

ムの最 初 の手 順 と して きわめ て重要 で あ る。
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① 情 報 の 発生

標準化 ・統 一 化 され た情 報 ア イテ ムに よ り構 成 され た情 報 は一 括 処 理 を行 う

た めに,あ る一 定 の 場所 に収 集 され,各 情 報 ア イテ ム と しての必 要 条 件 に あ て

は ま って い るか ど うか を チ ェ ック処 理 し,情 報 の修 正 を行 う。

シ ステ ム化 の基 本 的 な方 法 として手 作 業で処 理 す る場 合 は,丹 念 に修 正 を加

えて 正 確 なデ ー タ と して処 理 させ な け れば な らな い。 こ の正確 さ とい う要 件 を

充 足 す るため コー ド化 や 標 準 化 等 が で きたわ け で あ る。 モデ ル企 業 の実 際 例 で

は,新 しい製 品 を生 産 工 程 に のせ る前 に 従業 員全 員 に商 品 コー ドをお ぼ え させ

て い る。 この コ ー ドの ケ タ数 は,最 大6ケ タ とし てい る。 これ は 従 業 員が 短 期

間 にお ぼ え られ る最 大 ケ タ数 で あ る とい う。普 通わ れ わ れが な にげ な く利 用 し

てい る電 話番 号 は,全 ケ タ数 で7ケ タ,あ るい は9ケ タ以 内 で あ る。

情 報が どの部 門 で発 生 してい るか を 明 確に す るた め ・各 部課 で 発行 す る伝 帳'

台 帳,カ ー ド,そ の 他 を 各 部 課 ご とに ま とめ る こ とで あ る。 こ こで 注意 しなけ

れば な らな い のは,口 か ら 口へ の情 報 を どの程 度 重要 視 す るか で,不 用意 に そ

れ を取 りの ぞい た た め に生 産 工 程 に支 障 を きた した 例 もあ る。

② 情 報 の 作成

情報 の作 成 は,自 社 では何 を 利 用 して情 報 を処 理す る かに よ って,処 理 形態

が 異な る。時 々刻 々 と変 化 す る情 報,時 間 に左 右 され な い情報 の どち ら も即 時

に 記録,処 理 され,管 理 され る こ とが 望 ま しいが,こ の 方法 で は 多 額 の費 用が

か か る。 多少 の時 間 に左 右 され な い情 報 を処 理 ・管理 す るの で あれ ば方 法 とし

ては 多種 あ る。

③ 情報 の収 集

情 報 の収 集 方法 と収 集 サ イク ル は,必 要 とす る出 力 情報 の 内容 と入 力情 報 量

に よ って 異な って くる。 収 集の 方 法 とし ては ・伝 票 に よる もの ・カー ドに よる

もの,口 頭 に よる もの,メ モ形 式 に よ る もの ・見本 物 に よる もの 等 ・仕 入 先 か

ら の情 報 だ と伝 票 に よ る も の,電 話 に よる もの ・営 業 マ ン との 口約束 に よ る伝

達,現 物 見本 に よ る もの,デ ザ イ ン書 に よる もの等 ・部 門 に よ りそ の 方 法 等が
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異な る。

④ 情 報 の 処 理加 工

情 報 システ ムの 中心 とな る もの で,入 力 情報 か らいかに よい 出力 情 報 を得 る

か,必 要 とされ て い る出 力情 報 は何 か,そ のた め に入 力情報 は どんな ものが あ

るか を十 分 に 検討 した 上 で,効 率 よい処 理方 法 を決 め る こ とが 重要 で あ る。 処

理 方法 は,出 力情報 が 中 心 と な つて決 ま る もの で あ り,出 力情 報 に 必 要 な 入 力

情報 を とり落 した り,誤 った情 報 を入 力 し ない よ う注 意 しな け れ ばな ら な い。

⑤ 情報 の伝 達

情報 の 伝 達 で もっと も重要 な こ と は,必 要 な情 報 を必 要 な と き必要 とす る と

ころへ提 供 す る とい うこ とで あ る。 不要 な情 報 を提供 した ので は,情 報 の整 理

に時 間 を と るだ けで は な く ・ミス製 品作 成(製 造)に もな りか ね な い の で あ る。

解 決 策 の1つ と して,情 報 の 内容 に よって伝 達 経路 を変 え るこ とが 考 え られ る。

時 間 を経 過 した情 報 は情 報 と し て の価値 を失 な う ことが 多 くあ るた め に,迅 速

な伝 達 方 法 を考 え る必 要 が あ る。 また,処 理が い か に早 く行 な わ れ て も,伝 達

が伴 わ な けれ ば,そ れ まで の活動 は無 駄 に な つ て しま う。 日報 の よ うな短 時 間

の うち に情 報 収 集,処 理が行 な わ れ る もの にっ い ては,伝 達 も高 速 で なけれ ば

な らな い 。月 報 の よ うに 比 較 的 時 間 に 余裕 の あ る場合 には 高 速 でな くて も良 い

わ け で あ る。

⑥ 情 報 の 活 用

情報 シ ステ ムが い くら よい情 報 を提 供 して も,そ れ を有 効 に 活 用 し て くれ な

けれ ば,無 意 味 にな っ て し ま う。 出 力情報 の 活 用 に ほ,大 別 して活 動 の結 果 を

評価 し,そ の 評 価内 容 をつ ぎの活 動 に 反 映 させ る もの と,新 し く活 動 を行 な う

ため の意 志 決定 資料 と して活 用 す る ものの2つ が あ る。

5.5コ ン ピ ュ ー タ 利 用 の 問 題 点

ほ)コ ン ピ ュー タ導 入 が 効 果 を あ げ る こ との で き る条 件

(al情 報処 理 速 度 の 向 上が ぜ ひ必 要 な 場合
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現在 行 な っ てい る作 業 ヘ コ ン ピ ュ一 夕を 利 用す る こ とに よ って 速度 を あげ

る こ とが 必 要 な 場 合 で あ る。 た とえ ば 今 まで 管理 用の 資料 作 成 に1ケ 月 かか

つてい た もの を コ ン ピュ ー タの 導 入 に よ って1週 間 に短 縮 し,前 向 き の管理

が 可 能 に な る よ うな場 合 で あ る。 こ の場合 重 要 な こ とは,速 度 向 上が 十 分 意

味 を持 つ よ うな 作 業は 何 かを十 分 吟 味 し なけ れ ば な らな い ことで あ る。

(blコ ン ピュー タ以 外 の方 法 で は 簡素 化 が 困難 な 場 合

企 業 規模 が 大 き くなれ ば な るほ ど組織 は複 雑 に な るが,コ ン ピ ュー タの導

入 に よって 業務 処 理が 簡素化 で き る場合 に は特 に効 果 的 で あ る。 もち ろ ん コ

ン ピ ュー タ以外 の 方 法に よ って も簡 素 化 は行 な え るわ け で,た とえ ば一 般 の

事務 機械 等 を 利 用す る ことに よ って も行 な うこ とが で き る。 したが って コ ン

ピ ュー タが 本 当 に必 要 で あ るか否 か は十 分 考 え なけ れば な ら ない 。簡 素 化 に

よ つて,資 料が 整備 され 活 用 で きる よ うに統 合 され る場合 で あ り,人 員そ の

他 が 節 約 で き る可能 性 が あ る場 合,コ ンピ ュ ー タの導 入 は 効 果的 で あ る。

(clコ ン ピ ュー タに 対す る投 資が 十 分補 え る場合

コ ンピ ュー タを 導 入す る ことに よ って管理 情 報が 活 用 され る よ うに な り,

製 品 の品 質 向 上,サ ー ビス向 上等 に よつて期 待 で き る利 益 が十 分 コ ン ピ ュー

タに 対 す る投 資 を補 う場合 で あ る。

② 情 報 処 理 シ ステ ム設 計 上の基 礎 事項

(a>情 報処 理 シ ステ ムの 目的 と役 割 の 明 確化

情 報処 理 シ ステ ムが どの よ うな 目的 を持 った もの で あ り,ど の ような 役割

を 果 たす か よ く反 省 し,ポ リシ イを 明確 に す る必 要が あ る。 た とえば,従 来

の 習 慣 か ら行 な って い るあ ま り重 要 で な い 問題 に 対 して高 価 な シ ステ ム を計

画 し て も ま った く意 味 が ない 。

(b>速 度 に対 す る適 正 化

情 報 処 理の 速 度は,目 的 とす る シス テ ムに 適 合 した 速度 で な け れば な らな

い 。 た とえば 必 要以 上に 速 くす る こ とは高 価 な コ ン ピュー タ シス テ ムを 導 入

す る こ とに な り,反 対 に 遅過 ぎる場合 に は,そ の ため に ま った くそ の シ ス テ
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ムの効 果 を無 効 に して し ま う。

(c)デ ー タ処 理 サ イ ク ル と管理 サ イ クル と同期 化

コ ン ピュ ー タに よ るデ ー タ処 理 の サ イクル は ,そ の 目的 で あ る管理 の サ イ

ク ル と同 じ期 間 に すべ きであ る。 管理 サ イクル が月 単 位 で あれ ば,当 然 デ ー

タ処 理 サ イク ル も月単 位 で よ く,も し管理 サ イ クルが週 単位 で あ れば,処 理

サ イ クルは 週 単位 でな け れば な ら ない。

{dlコ ン ピ ュー タ導 入 に よる新 システ ムの影 響 の予知

コ ン ピ ュー タの 導 入 に よって発生 す る と予 想 され る諸 影 響に つ い ては
,あ

らか じめ十 分検 討 し てお か ねば な らな い。 た とえば 人 員 削減,再 教 育,配 置

転 換 ・新 部 門 に対 す る人 員強 化,退 職 時期 の繰 りあ げ,情 報 の 伝 達組 織等 で

あ る。 こ の よ うな対 策 が講 じられ な けれ ば,新 シ ステ ム の効 果 は ほ とん ど期

待 で きな い。

(el関 連 シ ステ ム の統 合

あ る シ ステ ムの 設 計 を計 画 してい る場 合,そ れ に 関連 す るシ ス テ ム も合 わ

せ て検討 しなけ れ ば な ら ない 。た と えば生 産 計 画関 係 の シス テ ム を検 討 す る

際 に は,営 業 関 係,経 理 関係 の シ ステ ム も同時 に考 慮す る必要 が あ る。 そ う

す る こ とに よつて ・新 シス テ ムの効 果が 倍 加 され,さ らに 関連 シ ステ ム と同

時 に 合 理 化 され る こ とが 多 い。

{fl将 来を も考 え よ

シス テ ム設 計 の 際に は,い ま考 え て い る システ ムが 将 来 ど の よ うに 拡張 さ

れ るの か を十 分 考 慮 し なけ れば な らない 。 システ ムが 拡張 され る場合 に最 も'

都 合 が よ く,便 利に 拡張 で き る よ うに 融 通性 を確 保 してお く必 要 が あ る。

以 上が システ ム設 計 の 重要 な問 題 点 で あ るが,シ ステ ム設 計 に は十 分 な時 間

をか け ・それ を 完 全 な もの に してお くこ とが 大切 で あ る。 もし この段 階 で 十 分

に検 討せ ず に コ ン ピ ュー タ を導 入 す る と,実 際 に運 用 段階1二入 って か ら逆 戻 り

す る こ とが 多 く,と きに は導 入 を失 敗に 導 くこ とさ え あ る。
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5.6コ ン ピ ュ ー タ 導 入

情報 の多 量 化,多 様 化 とい う一 般 的傾 向に加 えて,商 品 の 多品種 少 量生 産 に

と もな う管 理 上 の 問題 で 多量 の情 報 が 発 生 す るな ど,情 報 処 理の 必 要性 は強 く

な つて お り,そ の処 理 手段 とし て機械 力の 利用 が 要 請 され る。 こ う した動 きの

中で高 速 演 算,高 速 印字,大 量記 憶 の 機能 を もった コ ン ピ ュー タが注 目を 集め

てい るo

しか し情 報 シ ステ ムに コ ン ピ ュー タを導 入 す るか,し ない か を検 討 す る と き,

基 本 的 な 問 題 す なわ ち何 を処 理 す るのか,む だ な所 の 処 理 を行 な ってい な いか

な どを考 え,導 入 後 の 失 敗 を招 か な い よ うに注 意 す る必 要 が あ る。

ほ)コ ン ピ ュー タは な に もで きな い

コン ピ ュー タが あ れば 何 で もで き る とい うの は誤 って い る。 コ ン ピ ュー タは

万 能 機 といわ れ てい るが,実 際 に は なに もで きな いの で あ る。 コ ン ピ ュ ータ に

で き る こ とは 四則演 算,分 類,論 理 判断 にす ぎず,こ れ ら も人 手 に よ る命令 に

よ り行 な ってい るにす ぎな い。 す なわ ち,コ ン ピ ュー タを 動 かす の は入 間 で あ

り,コ ン ピ ュー タは そ れ を操 作 す る入 の 指示 す る手 順 に した が って演 算 や 分類,

判断 を行 な うの で あ る。 コ ン ピ ュー タに 経営 方 針や 意志 決 定 を させ よ う とい う

の は,も とも とで きな い相 談 で あ る。 決 定や 決 断 は,入 間 が 行 な うの で あ つて

コ ン ピ ュー タは そ の 資料 とな る情 報 を迅 速 に処 理 し作成 す る用 具 にす ぎな い の

であ る。

また コ ン ピ ュー タの ボ タ ンを押 す こ とに よ り迅 速 に答 えが 出 て くる と考 えて

い る人 々 もい るが,こ れ も誤 った 理解 であ る。 た しか に ボ タ ンを 押 す と簡 単 に

結果 が 出 て くる様 に 見 え るが,現 実は 迅 速 に答 えが 出 て くる様 に プ ログ ラマー

が 手順 書 を書 き,そ れ を機 械 に お ぼ え こませ,情 報(デ ー タ)を 入 れ る ことに

よ り,そ の結 果 がで て くるわ け であ る。

○プ ログ ラマー__コ ン ピ ュー タに理 解 させ るた めに 処 理 し よ う とす る内 容

を手 順 書(フ ロー チ ャー ト)に したが い,コ ン ピ ュ ー タ用語

に 変 換す る役 目を して い る入 間 を プ.・グ ラマー と呼 ん で い る。
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○フ ロ ーチ ャー ト… …手 順 書 として説 明 して い るが,流 れ 図 と訳 した 方が 正

しい。

(2)コ ン ピュー タ導 入 に対 す るニ ーズ

情 報 処 理 とい えば,か な らず コ ン ピ ュー タが なけ れ ばな らな い と思 って い る

入 が い る。 しか し,そ れ は コ ンピ ュー タは 数 あ る処 理 手段 の1つ に す ぎ ない こ

とを無 視 し てい る。 コ ン ピ ュー タ を利 用 し なけ れば 問 題点が 解 決 で きな い の か,

コ ンピ ュ ー タを 利用 しな けれ ば 効 果 が 上 らな い 問題 なのか な どコ ン ピ ュー タ利

用の ニ ーズ の検 討 が 必要 で あ る。 また,他 社 では すで に導 入 し て い るか ら,あ

るい は コ ン ピュー タ を利 用 してい る とい え ば 聞 こえ が よい か ら とい った ニ ーズ

の ない 理 由 で コ ン ピュ ー タを導 入 す るの は 将来 性 の ない考 え方 で あ る。

コ ン ピュ ー タの導 入 を 必要 とす る条 件 や そ の狙 い に つい ては す でに 説 明 して

きた ので 繰 返 さな いが,コ ン ピ ュー タに は超 大 型,大 型,中 型,小 型,ミ ニ ・

コン ピ ュー タ,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タな ど多種 類 の機 種が あ り,そ の 中 か ら ど

の機 種 を 選 ぶ か は,自 社 の規 模 等 に つ い ての十 分 な検討 を前 提 とす べ き こ とは

い うまで も ない 。

(3}コ ン ピュ ータ導 入 の 問題 点

コ ン ピ ュー タ導 入 を考 え る とき,導 入 の 効 果 に つい て は誰 もが 検討 す るが,

問 題点 に な る と殆 ん ど検討 され てい な いの が 現状 であ る。 したが って コ ン ビ ュ

タ

一 夕の利 用が 進 むに つ れ て予 想 も してい な か った 問 題が 次 々 と発 生 し,失 敗 の

原 因 とな る こ とが 少 な くな い。 コ ンピ ュ ー タの 利 用 を決 定す るに 先 立 ち 問題 点

を 明 確に し,そ れ に対処 で き るか ど うか を検 討 し てお く必 要 が あ る。

(4)採 算 性 の 問題

採 算 の とれ ない コン ピュー タ利 用は考 え られ な い。 費 用 は金 額 で 把 握 で き る

が,効 果 は 金 額 に換 算 で きる もの と,で きな い もの とが あ り,評 価 は灘 か しい。

この ため 金 額 に換 算 で きる効 果 と費 用 との 関係 のみで 採 算 を考 え る こ とに な る

が,こ の場 合,費 用は 多 目に ・効 果 は少 な 目に 評 価す る こ とが重 要で あ る。 ま

た,コ ンピ ェータ を導 入 し最 初 の1年 間 は 採 算 の とれ ない こ とを覚 悟 しなけ れ
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ば な ら ない こ と も,知 っ てお くべ き重要 な 要 素 の一 つ で あ る。

(5}コ ン ピ ュー タ導 入 の決 定

コ ン ピ ュー タの導 入 を 決 定 し た あ と,実 際に コ ン ピ ュー タを導 入す る まで

に 企業 とし て行 なわ な け れば な ら な い 活動 が 数 多 くあ る。 と くに 周辺 の 対 策 が

重要 で あ る。

(al時 間 … … コ ン ピ ュー タを 利 用す る業務 に つ い ての 現 状 調査 ・分 析 ・システ

ムの 設 計,プ ロ グ ラ ミン グ,シ ステ ム ・テ ス トな ど コ ン ピ ュー タ導 入側 にお け

る活 動 は非 常 に多 岐 にわ た り多い 。 しか し,そ れ 以 上 に コ ンピ ュー タ 中心 の体

制 作 り,標 準 化,コ ン ピ ュータ要 員 の確保,教 育 の 問題 な ど多 くの 周辺 対策 を

必要 と して い る。 そ の た め これ らの 諸 問題 につ い て は十 分 な時 間 を か け なけ れ

ば な らな い。

{bl業 務 の明 確化 … … コ ン ピ ュー タ 利 用 を始 め る まで の必 要 な活 動 と ・そ の手

順 を 明 確 化 し てお く こ とが も つ と も重 要で あ る。 コ ン ピ ュー タに直 接 関 係 す る

活 動 につ い て は か な り明 確 に され てい るが,そ の まわ りに対 す る対 策は 忘 れ ら

れ る こ とが よ くあ る。 と くに新 シ ステ ム移行 時 に 必要 とな るマ ス タ ー類 の 作成,

デ ー タ整 備 な どの準 備 活動 は早 めに開 始 す る こ とが 望 ま しい 。 また新 シ ステ ム

を 考 え る ときは,他 企 業 な どの事例 を調 査,研 究 し参考 とす る こ と も開 発時 の

重 要 な 手 が か りで あ る。

(clコ ン ピ ュー タに よ る体 制 作 り… … 企 業 の組織 を コ ン ピュー タ中心 に 改 め る

とい うの では な く,コ ン ピ ュー タを利 用 す るに は コン ピ ュー タに 関 係す る情 報

を作 成 す る従 業 員す べ て に対 して 協 力体 制 を作 る こ とが 重要 で あ り ・コ ンピ ュ

ー タ ・ア レ ルギ ー をな くさ なけ れ ぽ な ら な い。 商 品名 だけ 知 ってい れ ば よか っ

た 経 理 担 当 者 も,生 産 工 程 の 従業 員 も営 業 も商 品 コー ドを知 らな け れば な らな

くな るし,ま た デー タ記入 方 法 の 変更,処 理手 続 の 変 更 な ど もあ る。 コ ン ピ ュ

ー タ を有 効 に 利 用す るため に は,コ ン ピュ ータ を 中心 とした体 制 が整 っ てい な

け れ ば な らな い。

(dl標 準 化 … … コ ン ピ ュー タは プ ログ ラマ に よ り示 され た手 順 を定 め ら れた通
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りに しか処 理 しな い 。融通 の きか な いの が コ ン ピ ュー タの最 大 の欠 点 で もあ る

が,コ ン ピ ュー タを効率 よ く利 用 す るに は,処 理 方法,記 入 方法 等 を標 準化 し

てお く必 要 が あ る。 また処 理や 記 入 は コ ンピ ュー タが 理解 しや す い よ うに商 品

名 等 を コー ド化 して お く こ と も重 要 で あ る。 こ の コ ー ド化 は デ ー タを 作 成 す る

入 の立 場に な って,記 入 しや す くわか りや す い コ ー ドでな け れば な ら な い
。

(el利 用 範 囲 の 明 確化 …… どの業 務 に コ ン ピ ュー タを 利用 す る のか,い い か え

れ ば,利 用業務 の ど の範 囲 を コ ン ピュ ー タ で処 理 し,人 手 で処理 す る の は どの

範 囲 なの か を明 確 に してお か なけ れ ば,利 用 後 に な って予 定 され てい た処 理 が

行 な わ れ な い な どの トラブルが 発生 しか ね な い。 円滑 な運 営 に支 障 を きた す の

は,適 用 範 囲が 明 確 に な ってい な い ときで あ る。

(6)コ ン ピ ュー タの 利用 方 法

コ ン ピュ ー タを 利 用 す る場 合 に は ,利 用す るニ ーズ に よりそ の 方 法 を選 択 し

なけ れ ば,有 効 な 利 用 は で きな い 。 ニ ーズ もない の に 高度 の利 用 を考 え た り,

ニ ーズ が あ るの に もか かわ らず 適 切 な方 法 を取 らな けれ ば
,有 効 な働 きを期 待

で きな い 。

必.要 と され る出 力情 報 は どんな情 報 な の か,管 理 内容 は どん な処 理 を行 な う

の か,こ の2つ が 合 致 した方 法 で な け れ ば な らな い。 そ れに は コ ンピ ュ ー タ利

用 の処 理 方法 と導 入 方 法に つ い て考 え る必 要 が あ る。

(a迦 理 方法 … …処 理 方法 に は,情 報 を 提 供 し,処 理 され た結 果 を入 手す るま

で の時 間 ・い わ ゆ るタ ーン ア ラ ウ ン ドタ イ ムの許 容時 間に よって も っ と も強 い

影 響 を 受 け る。時 々刻 々変 化 す る内容 を,変 化 した時 点 で把 握 す るた め に は リ

ア ル タ イ ム処 理 で行 な う。後 述 の 方 法 で行 な うと,コ ン ピュー タ と端 末機 を通

信 回 線 を通 して オ ン ・ライ ンで結 ば な くて は な ら な い 点で,多 額 の投 資費 用が

必 要 とな る。

実 際 問題 と し ては,現 行 のニ ッ ト工 業 界全 体 を 見 る と リアル ・タイ ム処 理 の

よ うに時 々刻 々の 変化 まで は 把握 しな くて も良い よ うで あ る。 そ れ よ り も毎 日

の きめ細 かい管 理 のた めの処 理 を行 な って くれ る コ ン ピ ュー タ であ れ ば 良 い 。
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それ に は次 の様 な処 理 方 法が 一 番 妥 当 で あ ろ う。 一 括処 理(バ ッチ処 理),毎

日の 処 理 をそ の 日の うち に一 括 処 理 す る こ とで,こ の 処 理方 式 で行 な うと,1

日単 位 で管 理 を行 な うの で,き め 細 かい 管 理 まで可 能 で あ る。 したが つ て こ の

処 理 の 結 果 が翌 日の作 業 活動 に重 要 な 役 割 を しめ し てお り,こ の結果 が な けれ

ぽ 毎 日処 理 の 意味 が な くな って し ま う。 そ の た めに 情 報 の 収集,伝 達 な どの 周

辺 対 策 が 適 切 で な け れば な らな い。

(bl導 入 方 法 … … コ ンピ ュー タ導 入方 法 に は コ ン ピ ュー タ利用 の 費 用,処 理方

法,情 報 量 な どを 総合 して決 定 しな け れば な ら ない。 コ ン ピ ュー タの導 入方 法

と して は,① 自社 導入,② 共 同導 入,③ 計 算 セ ン ター 利 用,④ 加 入 デー タ通 信

サ ー ビス(寛 々公 社)な どが あ る。

自 社導 入 の場 合 や 共同 導 入 の 場 合は 自 由に 利 用が で きるが,導 入 に伴 って設

備,コ ン ピ ュー タ要 員 が 必 要 に な る こ と,利 用時 間 に関 係 な く費 用 が決 ってい

るの で,業 務 量が 多 くな けれ ば割 高 につ く ことな どが 問 題 とな る。

しか しなが ら共 同 導入 の場 合 は単 独導 入 に くらべ て安 い 費 用 で導 入 す る こ と

が 出 来 る。

計 算 セ ンタ ー利用 の場 合 は要 員,設 備 は必 要 な くな る と ともに,特 に コ ン ピ

ュー タ を詳 し く知 らな くて も利 用 で きるが,反 面,時 間的 な制 約 は強 く受 け る

こ とに な る。 導 入費 用が な い か わ りに,利 用時 間に よ つて費 用 が決 ま って くる。

した が って比 較 的 少 量の 業務 や デ ー タの と きに 有 効 とな る方 法 で あ る。

加 入 デ ータ通 信 サ ー ビ スに つ い ては,大 型 コ ンピ ュ ー タを 有 効 に 利 用 す る方

法 で,1台 の コ ン ピ ュー タ と多 くの端 末 機 を通 信 回線 で直 結 し,多 くの企 業が

同 時 に利 用す る こ とが で き る。 多 くの企 業 が同 時 に利 用 す るた め制 約 も多 くあ

るが,比 較 的安 い 費 用で 利 用 が で きる。 電 々公 社の 販 売在 庫 管 理 シ ステ ム

(DRESS)が この方 法 で あ る。

5.7用 語 の 統 一

企 業 規 模 の増 大 に伴 って 組織 が 複雑 に な る。 そ こで これ を簡素 化 し,効 果 を
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上げ るた めに コン ピ ュー タの 導 入 を考 え るわ け で あ る。 もち ろん コ ン ピ ュー タ

以 外 の方 法 に よ って も簡 素 化 は行 なえ る。 た とえ ば一般 の事 務機 等の 利 用,も

つ と安 あが りの 方 法 と しては 企業 で 使 用 され てい る情 報,伝 票 類,管 理 台帳 等

全体 の 簡素 化 で あ り,こ れ につ い ては 現状 の組 織 や 作 業 を大 き く変 更 す る こ と

な く簡 素化 し シ ステ ム化 す る こ とが で きるわ け で あ る。

簡素 化 を行 な うた め`二は情 報,伝 票 類,管 理 台 帳 等 の 統一 が 必要条 件 とな っ

て くる。 伝票 類,管 理 台 帳等 の 統一 に よっ て,情 報 の統一 化が 可能 とな るが,

これ らに つ い ては 昭 和49年 度,昭 和50年 度 に お い て調 査分 析 を行 な った の

で説 明 を省 く。 しか し,こ れ らの情 報 の統一 化 が な されて も,情 報 と して そ の

情報 ア イテ ムが 最 良 の呼 び名 で あ る の か,ま た,外 注 先,仕 入先,得 意先 との

情 報 ア イ テ ムが 統 一 され てい るか ど うか が 問 題 で あ る。 こ こか ら用語 の統 一 と

い う問 題が 出 て くる。

企 業体 の組織 が 増 大 す る と情 報 ア イ テ ム数 も増大 す る し,企 業体 の 組織 が同

じで も生 産 体 制 が 多品種 少 量生 産 にな れ ば,当 然 情 報 アイ テ ムが 多 くな り,同

じ様 な 呼 び 名 が 出 て くる か ら,用 語 の統 一 化 が な され てい れ ば 問題 は 解 決 で き

るわ け であ る。

次の 情報 ア イテ ムは,モ デル企 業 に おけ る用 語 統一 前 の情報 ア イテ ム で あ る。

o得 意 先 に 関係 す る情報 ア イテ ム

得 意先名

出 荷 先

得 意 先 コー ド

納 品先 コー ド

得 意 先

納 品 先

得 意先%

o色 に関 係 す る情 報 ア イテ ム

色

配 色

色%

染 付

染 付 染 色% 色 名

得意 先 に関 す る情 報 ア イテ ム と して7つ の 用語 が 使 用 され てい るが,こ れ ら

の 用語 は どれ も同 じ意 味 を もってい るに もか か わ らず,企 業の 中 の各 部 署 ご と
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に呼 び 方が 違 うこ とが あ る。 したが って呼 び 方 を一 つ に統 一 す る必 要 があ るが,

得 意先 名,得 意先,出 荷 先,納 品先 を総括 して得 意 先 と呼 び,残 りの得 意 先 コ 一

一 ド ,得 意先%,納 品 先 コー ドを 総括 して得 意先%と 呼 ぶ 。 色 に 関 して も色%,

染 色%を 色%と して一 つ に す る。 染色,色,色 名,配 色 を色 とす るか,色 名 と

す る か,い ずれ に せ よ,ど ち らか に 統一 す るわ け で あ る。

この よ うに,用 語 の統 一 をす る こ とに よ り,事 務 処 理 の簡 素 化,簡 素化 に よ

る資 料 の 整i理が 前 よ り簡 単 に な り,人 員 そ の他 を節 約で きる可 能 性 が あ る。 し

たが つて コ ン ピ ュー タが 本 当に 必 要 な の か 否 か は十分 考 えな けれ ばな ら ない。

これ ら の用語 の統一 を実 施 す る に して も1日,2日 で で き る問題 で は ない の

で,期 間 を も うけ て,こ れ ら の統 一 を行 な い,期 間後 に お い て もメ ンテ ナ ンス

が で き る よ う逐 次管 理 してい な け れぽ な らな い。
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6.今 後 の 課 題

わ が 国 の メ リヤ ス工業 に お い ては,こ れ まで の量 産 を指 向 した機 械 化 ,自 動

化が な さ れ て きた が,い ま だ消 費 者 ニ ーズ に適 合す る 多種 多様 な ニ ッ ト製 品 を

主力 と した生 産 シ ステ ムが 確 立 され てい ない。

この ため,多 品種 少 量生 産 シス テ ムを 中核 とした メ リヤ ス工 業 の システ ム化

は ・緊 要 な課 題 とな ってい る。 この よ うな こ とか ら,多 様化,個 性 化 す る消 費

者 ニ ーズ に迅 速 ・的 確に 対 応 す る ニ ッ ト製 品を生 産 す る シ ステ ム,す なわ ち,

多品種 少量 生 産 を中 核 とす る生 産 流 通 シ ステ ムの 開 発は,こ れ か ら の メ リヤ ス

工 業 に お け る合 理化 ・省 力化 お よび 高付 加 価値 化 を推進 す る うえで 必 須 の こ と

で あ る 。

す な わ ち,従 来 の大 量生 産,大 量 販 売体制 に よる繊維 製 品 供 給 か ら,多 様 化,

個性 化 す る消 費 者 ニ ーズ に対応 した キ メ細 い供 給体制 へ と移 行 しつつ あ る繊維

産業 の動 向 の 中 に あ って,特 に ニ ッ ト製 品 を供 給 す る メ リヤ ス 工業 に お い ては,

これ まで の生 産 偏 重 の 企 業 活動 か ら ,い か に消費 者 ニー ズ に適合 した製 品を迅

速 に生 産 して ゆ くか が 重要 な こ と とな つ て きてい る
o

このた め,メ リヤ ス工 業が も ってい る製 品化能 力(原 糸,編 立 か ら製 品 まで

の加 工度 ・自 由度 の 高 い生 産 能 力)を 十 分に 発揮 して消 費者 ニ ーズ を いち 早 く

具 体 的 な製 品 イ メー ジへ 展開 し計 画的 な生 産 流 通 体制 の確 立 を 図 る生 産 流 通 シ

ステ ムの形 成 が 緊要 な課 題 と な って きてい る
。

この よ うな こ とか ら,一 昨 年度 では 生 産 流 通 シ ステ ム化 ビ ジ ョンの 策定 と こ

れ に基 づ くシ ステ ム の概 念 設計,昨 年 度 で は,こ れ らの設計 思 想 に基 づい て,

具 体 的 な システ ムの 開 発 を前 提 とした システ ム分析 を行 ない,シ ス テ ムの 基本

設 計,さ らに は,マ イ ク ロ コ ン ピ ュータ の 適用 に よるモ デ ル シ ステ ム の設 計 を

行 った のであ るが,当 初 予 定 した具体 的な 生 産業 務 で活 用 で き る シス テ ムの設
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司 とい う 目的 は,あ る程 度 の レベル まで達 成 した と考 え られ る。 こ こで 提 案 し

た シ ステ ムの実 現 には ・専 用 の マ イク ロ コ ン ピュー タ ・シ ステ ム とプ ログ ラム

の開 発が 必 要 とな つて くる た め,本 調査 研 究 の成 果 を踏 え た具 体 的 な 開 発着 手

が強 く望 まれ てい た 。

この よ うな 要請 に 基 づ い て,業 界 では 日本 ニ ッ ト工業 組 合 連 合会 が 中心 とな
ト

つて,政 府 系機 関 で あ る情 報 処 理振 興事 業協 会(IPA)の プ ログ ラム委 託 開

発 プ ロジ ェク トの ひ とつ と して,本 調査 研 究 の成 果 を基 礎 に した具 体 的 な シ ス

テ ムの 開 発 を 昭和52年 度 未完 成 を 目途 に推 進 し てい る と ころ で あ る。

この よ うに,昨 年 度提 案 した シ ステ ムで 価格,性 能 の面 か ら メ リヤ ス工 業 界

に導 入 可 能 な機 種 として マ イク ロコ ンピ ュー タ システ ム に よる生産 管理 シ ステ

ムは 現 実 の もの とな つて きつ つ あ る。 しか しなが ら,マ イ ク ロコ ン ピ ュー タの

性能 とし て,大 量処 理,高 度処 理 は不 可能 なた め,企 業 活動 全 体へ の活 用は 困

難 で あ る。 そ の た め,よ り能 力 の 高 い上 位 コ ン ピュー タ と有 機 的 に結合 して 処

理 しな け れ ば な らない 。 そ のた め,自 社 で この ような 上 位 コ ンピ ュー タを導 入

で き る と ころは よいが,小 規 模 企 業 の 多い メ リヤ ス工 業 に あ って は,共 同 利用

の方 が より現 実 的 で あ る こ とか ら,共 同情 報処 理 シス テ ムへ の展 開 を十 分考 慮

す る必 要 が あ る。

この よ うな こ とか ら,本 年 度 は,メ リヤ ス工 業に お け る マイク ロコ ン ピュ ー

タ シス テ ムを ひ とつ の ユニ ッ トに した生 産 流通 システ ムに お け る共同情 報 シ ス

テ ム,企 業 内情 報 シ ステ ムにつ い て 調査研 究 を行 った わ け で あ るが,企 業 内 情

報 シス テ ムに つ い て は,メ リヤス工 業に お いて い まだ,工 業生 産 的 な体 質に な

じまな い点 が 多 々あ る と ころか ら概 念 的な レ ベルに 留 め,同 様 に 共 同情 報 シ ス

テ ム も,企 業 か らの ア プ ロー チで は な く,共 同 シ ステ ム化 構 想 か ら の ブ レー ク

ダ ウ ン とい った ア プ ロー チ を とら ざ るを 得 な か った 。

この よ うな こ とか ら,こ れ か らの メ リヤ ス 工業 にお け るシス テ ム化の 課題 は,

既 に 着 々 と開発 され て きて い る マ イク ロコ ン ピュー タ シ ス テ ムに よ る生 産 管 理

シス テ ムを速 か に普 及 させ る努 力を 行 うと同時 に,新 繊 維 工 業構 造 改善 事業 の
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大 き な施策 の ひ とつで あ る知識 集 約化 グ ル ー プの 育成 促 進 の 中核 シス テ ム と し

て,本 年 度 提 案 した 共 同 情報 シス テ ムを 中心 と した 共 同 シス テ ム化 構 想 の実 現

へ と努 力 す るこ とが メ リヤス工 業 の シス テ ム化 促 進 の た め の最 も有 力 な 方策 と

い え るで あ ろ う。

い ず れ に して も,こ れ まで の メ リヤ ス工 業 シ ステ ム化 の調査 研 究 の成 果 を踏

えて シス テ ム化 の最 終 的 な 目標 を明 らか に し,実 現 可 能 な 部分 か ら手 掛 け て ゆ

くこ とが 最 も現実 的 で あ る とい え る。
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